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プロローグ




　学校という場所は、意外と人口密度が低い。

　少なくとも俺が通う高校は、人ひと気けの無い場所を見つけることは難しくない。

　少子化が容赦なく進んでいるといっても、ウチの高校も六〇〇人くらい生徒がいるのだが、昔はもっとずっと多かったらしい。

　おかげで使われていない空き教室などはいくつもあって、その気になれば一人になることも二人きりになることも簡単だ。

「そういや、ここってなんの部屋なんだ？」

「あたしが知るわけないじゃん」

「雪ゆ月づきが見つけてきたんだろ！」

　俺──真まさ樹き央なかばと、そのカノジョである翼つば沙さ雪ゆ月づき。

　ここは、新校舎の三階隅すみにある小部屋だ。

　新校舎は、いくつかの特別教室や会議室、文化部の部室がある程度で、空き部屋が多い。

　俺も、たまに特別教室に行く程度で、ほとんど出入りしたこともなかった。

「でもさ、一応は学校側に正式に許可をもらって使ってんだから」

「ウチの学校、生徒にポンと空き教室を使わせるほどフランクだったか……？」

　雪月は明るい美少女ギャルで、特に影響力の強い生徒だ。

　茶色の長い髪、コウモリのヘアピン。さらに同じ形のピアス。

　夏でも長袖ブラウスを着て、軽く腕まくりをして、左手首に上品な腕時計。

　チェックのスカートはかなりのミニ丈だ。

　顔は圧倒的なまでに整っていて、誰が見てもハイレベルな美少女だろう。

　胸は90センチのＧカップというとんでもないサイズで、それでいて腰はきゅっと細い。

　モデルの経験もある美貌と、グラビアアイドル以上のスタイルに加えて──

　実は、親元を離れてタワマンで優雅に暮らしている資産家の娘でもある。

　見た目のことはともかく、雪月の親には学校側も謎の配慮をしているのかもしれない……。

　とにかく、俺たちがいるのは教室の三分の一ほどの広さの部屋だ。

　壁際には段ボールがいくつか積まれ、古びた書類が詰まった棚も並んでいる。

　なにかの文化系部活か委員会が使っていた教室なのかもしれない。

「つーか、そんなことどうでもいいじゃん」

「うおっ」

　俺たちは段ボールにもたれて、床に座っていて──

　雪月が、ちゅっとキスしてくる。

　もう雪月とのキスは慣れきったものだが、それでもいきなり来ると驚いてしまう。

　並外れた美少女で、その顔が間近に来るのだから驚かないはずがない。

「んん……♡　ふう、昼休みは短いんだから、早めにイチャつかないとね」

「イチャつくのにスピードを要求されるのか？」

　確かに今は昼休みで、俺たちは弁当を食べ終わったところだ。

　弁当は雪月たちのお手製で、ずっと購買のパンで済ませてきた俺にはありがたすぎる。

　美味い弁当を食える上に、雪月ほどの美少女とキスまでできるとは──

「んっ、ちゅっ……んんっ……！」

　雪月は、にやりと笑うとさらに何度も口づけてきた。

　ぺろっと俺の唇を舐め、舌を差し込んで俺の舌と絡ませてくる。

「んん……ふぁ♡　どう、学校でやるキスはひと味もふた味も違うよね？」

「ま、まあな……」

　いくら空き部屋といっても、なにかの弾みで誰かが入ってこないとは限らない。

　いろんな意味でドキドキさせられてしまう。

「別に人に見られてもいいけどね。あたしたち、付き合ってるってバラしたんだし」

「……そうだったな」

　つい先日、雪月は俺との交際を周囲に公表している。

　それから数日経ったのだが、まだその余波は収まっていない。

　なにしろ、雪月は学校でも一番の美少女なのだから、カレシができれば騒ぎになるに決まっている。

　それに加えて──

「お待たせしました。あれ、二人でまた盛り上がってるんですね」

「うおっ！　ふ、風ふう華かか……」

　唐突にがらりと扉が開いたので、心臓が飛び出るかと思った。

　まだ、雪月は嬉しそうに俺にちゅっちゅとキスしているところだったからだ。

　翼沙風華は、雪月の双子の妹。

　顔はまったく同じで、スタイルもミリ単位で似ている。

　ただし、風華の髪は清楚な黒髪ロング。

　服装も雪月と違い、おとなしめのベージュのスクールベストに白ブラウス、チェックのミニスカートという格好だ。

　風華は以前は近くの女子高に通っていて、この学校に転校してきて間もない。

　転校直後は前の学校の制服を着ていたが、今はもうウチの高校の制服を着用している。

「わ、悪い。風華が来るのを待てずに──」

「いえ、いいですよ」

　風華はにっこり笑って、俺たちのそばに座り込んでくる。

　一人になることも二人になることも簡単で──三人になることも、もちろん容易たやすい。

　俺たちの交際が校内に波紋を呼んでいる理由は、もう一つある。

　俺が、雪月と風華、双子美少女と同時に付き合っているからだ。

「ご存じのとおり、わたしは〝オマケ〟ですからね」

「……なんで嬉しそうなんだ、風華」

　オマケって、決して言われて嬉しい言葉じゃないと思うんだが。

　そもそも、風華が〝オマケ〟になった状況からして、常人には理解不能なものだった。

　俺は先日、前々から好きだったクラスメイトの雪月に思い切って告白した。

　その際の返事が──「双子の妹も一緒に付き合ってくれるなら、ＯＫする」という斬新すぎるものだったのだ。

　双子の妹である風華も、まるで当然のことのように自分をオマケ扱いされることを受け入れていた。

　もちろん、俺は風華をオマケなんて思ってない。

　姉の雪月だって妹がオマケとは少しも思ってないだろう。

　とはいえ、一見すると派手な雪月がメインで風華がオマケと感じる人間はいるかもしれない。

　この翼沙姉妹は、派手なギャルと清楚タイプでかなり対照的だ。

　だが、そう感じる人間は見る目がない。

　風華は顔だけ見たら雪月と区別がつかないレベルで、とてつもない美少女だ。

　オマケなどと表現するにはまったくふさわしくない、可愛い女の子なのだ。

「わたし、お友達とお昼を食べてきました」

「あ、ああ、風華は転校生だからな」

　これから、人付き合いを広げていく段階だろう。

　友人が山ほどいる姉ほどでなくても、おとなしそうな妹も意外にコミュ力はあるらしい。

「ですが、真樹さんのことが最優先ですからね」

「…………っ」

　ちゅっ、と当たり前のように風華もキスしてくる。

　軽く唇を合わせるだけのキスだったが、この美少女顔が近づいてきてのキスは、やはり強烈だ。

「もうちょっと……キスしていいですよね？」

「あ、こら。今、あたしが楽しんでたのに。遅刻したんだから、姉に譲りなさい」

「えぇ……わたしが来るまで楽しんでたなら、今度は妹の番では？」

「…………」

　双子と付き合って、問題はないのか？

　そう訊かれたら、「問題ないわけない」と答えるしかない。

　俺と双子の関係は、おそらく全校生徒に知られてしまっている。

　他でもない、雪月と風華自身が公表して──俺は驚きつつも、認めた。

　雪月は校内で知らない者はいない有名人だし、風華はその妹で、転校生でありながらこちらもすっかり存在が知れ渡っていた。

　真樹央は、双子の美少女と同時に付き合っている──

　こんなニュースが広がらないほど、今時の高校生はドライではない。

　むしろ、この手のニュースは古今東西変わらず高校生の大好物だろう。

「はぁ……」

「きゃっ」

「やんっ」

　俺が、雪月と風華の肩を抱き寄せると、二人は可愛い悲鳴を上げた。

「こんなトコ見られたら、ますます騒がれるよなあ」

「騒がれたっていいじゃん。付き合ってるのは事実なんだし」

「事実なんですから。むしろ騒がせましょう」

「…………」

　この双子は、校内で噂になってもまるで気にしていないようだ。

　俺たちの関係はうっかりバレたわけじゃなく、雪月と風華がみずからバラしたのだから、当然ではあるが。

「ま、そうだな。俺も堂々としておこう」

「ははっ、そうこなくちゃ！　だから真樹はいいよね！」

「はい、こうですから真樹さんはいいんです」

　雪月と風華が、俺の両側に寄り添ってくる。

　右腕に姉の雪月、左腕に妹の風華。

　俺の面つら構がまえが怖いこともあって、ギャングの親玉が美女を侍はべらせているみたいになってるが。

　だが、俺は双子と付き合い始めたことになんの後悔もない──













１　双子は友達に祝福されたいらしい




　いつの間にか初夏も過ぎ去り──

　月もあらたまって、七月になっている。

　六月の衣替えの直後からイベントがあまりに盛りだくさんだったために、一日一日がずいぶんと長く感じられたものだ。

　だが、体感がどうであろうと容赦なく時間は進む。

　七月になり、間もなくウチの学校では期末テストが始まる。

　ウチは別に名門校とかではなく、ごく平凡な学校だ。ランク的には中の上くらいだろう。

　とはいえ、八割以上の生徒が大学に進学するらしい。

　一応、俺も進学希望で、両親も別に反対はしていない。

　我が家はしがないラーメン屋だが、子供二人を大学にやる余裕くらいはあるそうだ。

　できれば学費の安い公立が望ましいらしいが、俺もそこに文句はない。

　勉強は得意なほうなので、ある程度レベルの高い公立も狙えるだろう。

「…………」

　俺は、自分の席で教科書を広げている。

　一応、俺だって四六時中、校内で双子とイチャついているわけじゃない。

「あははっ、それガチで？　死ぬって、そんな馬鹿やってたら」

　なんの話をしてるか知らんが、雪ゆ月づきは楽しそうだ。

　周りには数人の陽キャ女子が集まっていて、笑いながらなにやら話している。

　イチャついてはいなくても、どうしても双子の声が耳に入りやすい。

「ふふ、本当ですか？　ご無事なんですか、そんなおふざけになられて」

「…………」

　雪月と同じような話をしてる女子がいると思ったら、風ふう華かだった。

　ただし、風華は雪月から離れた席に座っていて、こちらも女子グループに囲まれている。

　どちらかというとおとなしい女子たちで、成績のいい優等生グループだ。

　類は友を呼ぶというか、雪月と風華はそれぞれ自分に似たタイプの友人が多いらしい。

「あはは、そんな動画、消されちゃうんじゃないの？」

「ふふふ、そんな動画、削除されてしまいませんか？」

　相変わらず、双子は別々の場所で別々のグループと話をしているくせに、妙にシンクロしている。

　別に、雪月と風華は同じ話題で盛り上がっているわけではないだろう。

　この双子は、時折奇妙なシンクロを見せるのだ。

「ねえ、真まさ樹き、この動画観て観て」

「あ、おい」

　雪月が席を立ってこちらに来たかと思うと、ひょいっと腰を浮かせて俺の机に座ってきた。

「ほらほら、実験系の動画なんだけどさ。このあと、どうなると思う？」

「……ゆ、雪月。そこに座るのはちょっと」

　しかも、雪月は長い脚を組んでいて、ただでさえ短いスカートの裾が持ち上がっている。

　こんな間近で太ももを見せつけるようなマネをされると──

「へえ、面白そうですね。わたしも見せてもらっていいですか？」

「…………っ」

　いつの間にか、風華が俺の背後に回っていた。

　俺の両肩に手を置き、ぐいっと身を乗り出して二つの豊かなふくらみを背中に当ててきている。

　前には太もも、後ろにはおっぱい……。

「な、なあ、二人とも。ちょっと離れたほうが」

「なによ、なんで照れてんの？　あたしら付き合ってるのに」
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「照れるのはいいですよ、可愛いです。でも、付き合ってるからくっついててもいいですよね」

「……そうだったな」

　俺は、あっさりと開き直る。

　双子の美少女に挟まれるようにしていられるのは、この真樹央なかばの特権だ。

　俺と双子が付き合っていることは、既に宣言済み。

　逃げも隠れもしない──なんて偉そうなことは言えない。

　俺は、双子との関係は隠す気満々だったからな。

　まさか、雪月たちが堂々と明かすとは思っていなかったが。

　もっとも、三人の関係をオープンにしたからといって、教室で堂々とイチャついていいのかどうか──

　周りもツッコミを入れづらいのか、誰も近づいてこないし話しかけてもこない。

　こればかりは、俺がコワモテだからツッコミを入れづらいというわけでもないだろう。

　誰もが、三人で付き合っているという話が本当なのか冗談なのか、判断できないに違いない。

　俺もツッコまれたら対応に困りそうだから、ありがたい状況とも言えるが……。

「ちょっとさあ、真樹くん」

「ん？」

　どことなく、ドスの利いた声が聞こえてきた。

　俺の声もドスが利いてるとよく言われるので、親近感が湧く。

　いや、少しガラが悪いことは否めないが、鷹たか耶や理り衣い奈なはギャルであってヤンキーではない。

　俺もヤンキーじゃない──って、俺のことはいいか。

　雪月がひたすら明るい陽キャなのに対し、この鷹耶は少しばかり威圧感がある。

　黒髪ショートカットで、赤いメッシュを入れていて、髪だけ見てもかなり派手だ。

　制服のブラウスは白ではなくピンクで、スカートも当然のように短い。

　薄くメイクした顔は整い、胸のサイズはそこまで大きくないが、長身ですらりと細く、スタイルも抜群だ。

　雪月や風華にも負けない美少女で、校内での人気も高い。

　その鷹耶は雪月のグループに所属していて、特に雪月とは仲が良く、親友らしい。

「どうかしたの、リィ？」

「えっと、なにか問題が……？」

　姉に続いて、風華が尋ねる。

　風華はおとなしそうに見えるが、派手な鷹耶にも怯ひるんでいない。

「問題しかないでしょ！　こんな、双子二人で一人の男子に──って、アタシ一人が騒いでるみたいじゃない!?」

　実際にそのとおりだが、そんなことを言ったら火に油を注ぎそうだ。

「……鷹耶、成績いいのか？」

「へ？　成績？」

　俺が口を挟むと、鷹耶はきょとんとした。

　親友の雪月のカレシのことで騒ぎたくなるのはわかるが、俺としてはできる限り穏やかな学校生活を送りたい。

　鷹耶には悪いが、この場は話題を逸らさせてもらう。

「いやほら、期末が近いだろ？　俺らのことに気を取られてる余裕あるのかと思って」

「……そういう真樹くんは？」

「割と悪くはないな」

　というのは謙けん遜そんで、成績は上位だ。

　毎日ケンカに明け暮れてます、みたいな見てくれでもそれなりに勉強はしている。

　妹の若わか葉ばのような天才少女でないにしても、一応頭の回転は悪くないのだ。

「リィは成績イマイチかな？　あんまやる気ないもんね」

「バ、バラさないでよ、ユヅ！　やる気ないわけじゃなくて、ダンスの練習でバテてるから勉強できないだけ！」

　そういえば、鷹耶は本気でダンスをやっていて、スクールにも通っているらしい。

　以前、雪月と一緒に女子更衣室に潜むハメになってしまい、そのとき踊っている鷹耶の姿を見たこともあった。

　素人しろうと目で見ても、かなり踊り慣れたステップだったのを覚えている。

「確かにダンス上手かったな、鷹耶は」

「え？　真樹くんにダンス見せたことなんて──あっ！」

　鷹耶の顔が真っ赤に染まっていく。

　しまった、余計なことを口走ったようだ。

　鷹耶は、自分が更衣室で俺に覗かれていたことを思い出したらしい。

　その件はお許しをもらえたのだが、覗かれて恥ずかしいことに変わりはないだろう。

「あ、あのときのことはもう忘れてよ──ああっ、もういい！　余計なこと言ってごめん！」

　別に謝ることもないのに。

　鷹耶はぷいっと顔を逸らして、自分の席に戻ってしまう。

「ごめんねー、真樹」

「いや、別に……」

　鷹耶が雪月の親友として、二股をかけている男に問い詰めたくなる気持ちもわかるので、文句はない。

　とりあえず、この場はごまかせたみたいだな。

　鷹耶には、ちょっと申し訳ない気もするが……。

「リィ、悪いヤツじゃないんだけど心配性だからさ。あたしが騙されてるとでも思ってるのかもね」

「雪月は騙されるタイプじゃないと思うがな」

　かといって、騙すタイプでもない。

　見た目は軽そうで、悪いことの一つ二つ簡単にやらかしそうだが。

　もちろん、人は見た目で判断できない。

「真樹さんが人を騙すわけがありませんよね。ましてや、ゆづ姉ねえを。でも、わたしは──真樹さんになら騙されてもいいですよ？」

「……あのな」

　その発言、周りに思いっきり聞こえてるからな？

　ますます、誤解──じゃないが、周りから危ぶむ目で見られてしまいそうだ。

「鷹耶が悪いヤツじゃないのは、俺もわかってるよ」

　ついこの前、鷹耶とは仲良くなるために握手したばかりだ。

　雪月の親友なんだから、俺も彼女とは良好な関係を目指して損はないだろう。

　ただ──

　俺と翼つば沙さツインズに不審な目が向けられるのは仕方がない。

　それでも、俺と雪月と風華は三人で付き合っていくと決めたのだ。

　周りからの不審は、少しずつ解いていこう。

　今はその前に、テスト勉強だけどな。







　そんなこんなで、テスト期間は特筆することもなく終了──

　毎日、学校から帰ったら俺も双子も部屋に籠もって、それぞれ勉強するだけの日々だった。

　俺も風華も真面目だし、派手なギャルで不真面目そうに見える雪月も勉強となれば気を抜かずに机に向かっていた。

　多少意外ではあったが、雪月が外見ほど軽くないことは知っていたので、そこまで驚くことでもない。

　そうして、試験勉強もテスト期間も机に向かっているうちに、あっという間に過ぎた。

　とりあえず、テストが終わると──

「んっ、ちゅっ、んんっ……はふ……んむっ♡」

「う、うおっ、風華、今朝は激しくないか……？」

「そうでしょうか……？　ですが、やっとテストも終わったんですから、いっぱいさせてください……はむっ♡」

　テストが終わった翌日の朝。

　俺は翼沙家のリビング、そのソファに座って。

　ノースリーブの白いワンピースという涼しげな格好の風華は、ソファ前にぺたんと座り、長い黒髪を軽く手でかき上げている。

　もう一方の手はしっかりとペニスを掴んで──唇で先端に触れ、ちゅうっと吸い上げるようにして、時にはぐっと奥まで呑み込んでくる。

「うっ……ふ、風華……！」

「んっ……！♡」

　俺はあっという間に果ててしまい──すべてを風華の口内に放ってしまう。

　いつも最後は引き抜こうとは思うのだが、つい気持ちよくてそのまますべて風華に飲ませてしまうのだ。

「はぁ……んくっ……」

　風華はごくんと飲み込むと、顔を赤くして口を開いてきた。

　全部飲みましたよ、というアピールらしい。

「ふふ、いっぱいでした……今日はだいぶ興奮してましたね、真樹さん」

「そうかな……まあ、俺も試験終わって解放感でいっぱいだしな」

　俺は風華の頭を軽く撫でてやる。

　子供扱いみたいなマネだが、風華は嬉しそうだ。

　飲みましたアピールは、こうして撫でてほしいためにやっているらしい。

「真樹さん、もっとわたしのお口、使いますか……？」

　風華は、ちゅっと先端にキスして、上目遣いで俺の様子をうかがっている。

　さらに舌先がちろちろと動き、くすぐるように舐めてきて──

「わたし、いくらでもお付き合いしますよ……？」

「ああ……今日から学校もテスト休みだしな」

　ウチの学校は、テスト期間が終わると休みに入る。

　生徒はテストで疲れた身体を癒やせるし、教師は採点と成績付けに集中できるわけだ。

　教師のほうはテスト期間中も大変だっただろうし、なんならテスト前も問題作成があったのだから、むしろ教師のほうが休みたいくらいだろう。

　二人の山やま田だ先生たちも今頃、恨み言を吐きながら採点してるんじゃないだろうか。

「こらこら、いくらでも付き合うのはいいけど、まずは朝メシでしょ」

「おっと……」

　雪月は襟元の緩いＴシャツにショートパンツという格好だ。

　その上からエプロンを着け、腰に両手を当てて仁王立ちしている。

　我ながらいいご身分だが、毎朝双子のどちらかに朝食をつくってもらい、その間にもう一人のほうにこうして口でヤってもらっているのだ。

「あとであたしの口も使わせてあげるね、真樹♡」

「いや……二人の口を同時に使いたいな」

「もー、やりたい放題よね、真樹は」

「わたしはゆづ姉と二人でするの、好きですよ♡」

　俺の贅沢すぎる提案を、双子姉妹はあっさりと受け入れてくれる。

　いいご身分なんてもんじゃなく、最高すぎるだろう。

　とはいえ、二人の口を使わせてもらう前に、まずは朝食だ。

「朝メシ、冷めないうちにいただくよ」

「ええ、そうして」

　雪月が、ちゅっと俺にキスしてからキッチンに戻っていった。

　俺と風華も続いてダイニングに入っていく。

　隣のキッチンからはいい匂いが漂ってきていて、たまらない。

「今日もたくさんつくったから──たくさん食べて、元気になってよね」

　雪月は思わせぶりに言い、ウィンクなどしてきた。

　このあと、雪月の口も使わせてもらうのだから、たっぷり食べて精力をつけておいたほうがよさそうだ。

　フレンチトーストと目玉焼きとソーセージ、サラダ、スープという朝から豪勢な朝メシをいただいて──

「ごちそうさまでした。ふぅ、美味うまかった」

「おそまつさま。真樹は朝から気持ちいい食べっぷりで、つくり甲斐があるわね」

「出されたメシはありがたくたいらげろって教えられたんでな」

　真樹家は、〝真しん竜りゆう〟というラーメン屋──いわゆる町中華を経営している。

　ウチの親父は荒っぽいロクデナシだが、食に関しては大変にうるさい。

　説教なんてガラではないのに、出されたメシを残すな、人の料理に文句をつけるな、好き嫌いは甘え、などと俺が幼い頃からくどくどと言ってきた。

　もっとも、食い物屋のセガレとして育った俺は、言われるまでもなく食を大事にすることに異存はない。

「いい教えね。真樹はなんだかんだで、いい育ち方してると思うわ」

「お嬢様たちにはかなわないけどな」

　雪月も見た目は完全にギャルだが、礼儀作法はしっかりしている。

　ナイフやフォークの使い方一つとっても、俺とは全然違う。

　こうして一緒に暮らしていると、二人は食事などのマナーが完璧なのがよくわかる。

「わたしたちも普通ですよ。翼沙家は子供を伸び伸び育ててますから」

「そうかな……まあ、そうかもな」

　高校生の姉妹二人だけでマンション暮らしさせているしな。

　さらに俺がいることも翼沙家は知ってるんだろうから、甘すぎると言ってもいいか。

「個性の時代だもの。ビシバシ教育するばかりじゃ──ああ、そうだったわ。真樹はテストどうだったの？」

「そっちの話に飛ぶのか」

　教育からテストに繋がったらしい。

「俺は、まあまあってところだな。自己採点だが、たぶん平均は余裕だろう」

　テストは昨日終わったばかりなので、まだ返却されていないが、平均点もなんとなく推測できる。

「あはは、真樹も真面目ね。ちゃんと自己採点するんだ？」

「そりゃな。テストは受けただけじゃ意味ないだろ」

　解答を書いたときの記憶が鮮明なうちに、正誤を確認しておけば得られるものも大きい。

　それに、多少は自信があって、追試などまずありえないと思っていても、結果が気になってしまう。

　自己採点をやっておけば、メリットはあっても損はない。

「まー、真樹は勉強できるもんね。割とみんな、意外に思うみたいだけど」

「人をなんだと思ってるんだ、とは言えないな」

　俺は思わず苦笑してしまう。

　コワモテで、〝裏で学校をシメてます〟みたいなイメージだろうからな。

　俺が勉強できるなんて、ヤンキーが雨の中で捨て猫を拾うよりも意外かもしれない。

「そういう雪月だって勉強できるだろ。そっちも意外に思われるんじゃないか？」

「勉強ができるギャルなんて珍しくもないわ。ギャルは見栄っ張りだからね。馬鹿だと思われたくないのよ」

「へぇ……」

　確かに雪月は見てくれが良いだけでなく、運動もできるようだし、トータルでスペックが高い。

　しかも、一緒に暮らしてみてわかったが、家事も万能で文句のつけようがない。

　こんな万能の美少女と付き合ってるなんて、やっぱり夢なんじゃないだろうか？

「あ、待て待て。俺と雪月のことより、今はまず風華だよな？」

「え？　わたしがどうかしましたか？」

「いや、話聞こえてただろ。風華は試験どうだったんだ？　転校してきたばかりで、前の学校とは授業の進み方も違っただろうし。救済措置とかあるのか？」

「あー、あるような話は先生から伺いましたけど、お気持ちだけ受け取っておきました」

「措置も受け取れよ！」

「ですが、たぶんわたしとゆづ姉、同じ点数ですよ？」

「……それって、こんな悪条件でも発動するのか？」

　雪月と風華、翼沙姉妹は〝運命の双子デステイニー・ツインズ〟。

　まるでオカルトのような話だが──

　雪月と風華は、テストでは同じ点数を取ってしまう。

　同じ問題を正解し、同じ問題で間違う。

　カンニングを疑われたこともあるらしいが、無理もない話ではある。

　この双子姉妹は、初めて立ったのも初めてしゃべったのも同じ日。

　同じ日に同じ男に助けられ──同じ男を好きになっている。

　運命の双子──本人たちは特に意識せずに同じ行動を取ってしまう。

　あまりにも行動や行動の結果がシンクロするので、周りから奇妙に思われることも多かったようだ。

「ま、ちょっと種明かしすると、あたしたちは学校が別の頃から一緒に勉強してたし」

「お互いの教科書を見せっこしてましたからね。わたしも前からゆづ姉の教科書とかノートとか見せてもらってました」

「ああ、なるほどな……」

　よかった、運命の双子は完全なオカルトってわけじゃないのか。

　この双子はテレパシーめいたものまで備えているが、聞いた覚えもないことまで知っているはずがない。

　たとえば、関ヶ原の戦いが西暦１６００年だってことはどこかで見聞きしなければ絶対に知り得ない。

　雪月が年号を知ったからといって、風華がなにもしなくても知る──というわけではないようだ。

　そこまで便利すぎるとさすがに怖いので、ちょっと安心してしまう。

「ん？　そうなると、逆に雪月が風華の元の学校──秀しゆう華か女子のテストを受けても同じ点数を取れるってわけなのか？」

「そうなるでしょうね。あたしたち、知識も共有してるようなもんだからね。なんにしても、風華もテストは大丈夫よ」

「だったら、なによりだ。もちろん、二人が追試とは思ってなかったが」

　どちらにせよ、風華も入試より難しいという編入試験を受けて転入してきている。

　基本的に勉強はできるのだろう。

「ふーん、真樹って頭の悪い子は嫌い？」

「え？　なんだ、その質問は？」

「ただの雑談よ。考えてみれば、真樹の好みとか聞いたことなかったなって」

　雪月はニヤニヤして俺のほうを見ている。

　好みを聞きたいというより、俺をからかいたいんじゃないか？

　なにしろ、俺は──以前に雪月に告こくってるわけだからな。

　とはいえ、あらためて考えてみるのも悪くはない。

「好みか……」

　雪月みたいな女の子、ということは間違いないだろう。

　元々、俺は雪月が好きだったのだから。

　ただ、頭の良よし悪あしとかスペックまで気にしたことはない。

　見た目を気にしてないと言ったら大嘘になるが、もちろんそれだけじゃない。

　雪月は明るい性格で笑顔が似合い、俺のような親しくもなかったクラスメイトにも下の名前で呼ばせるようなさっぱりしたタイプで、そういうところが良いのかも。

「……真樹、なんか長考入ってる？」

「あ、いや。そういうのは言語化するのが難しいんだよ」

「ですが、ゆづ姉に告ったということはゆづ姉みたいなのがお好きなんですよね」

「…………っ」

　すうっ、と風華が寄り添ってきながらぼそりと言った。

　俺が考えてたこと、ズバリ言い当ててるじゃないか！

「好みといえば、〝明るい性格で笑顔がまぶしい〟とかじゃない？」

「あと、親しくもないクラスメイトにも下の名前で呼ばせるようなさっぱりしたタイプが好み……でしょうか？」

「おまえら、運命の双子とかデュアル・ツインとかだけじゃないだろ!?」

　絶対に俺の心を読んでる！

　あと、雪月は自分をよくそんなに褒められるな！

「今はもちろん風華もその……好みだからな」

　俺はコワモテには似合わず、赤くなりそうになりながら言う。

　なかなか、「好き」とはストレートに言いづらい。

　双子姉妹は特に気にしていないようなので、俺はそこに甘えてしまっている。

「ですけど、真樹さんが元々派手なギャル系好きなのは間違いないですよね」

「う、うーん……あらためて言われるとどうなんだろうな？」

　ギャル好きかと言われると肯定しづらい。

　むしろ、他のギャル系の女子高生とか多少の苦手意識があるくらいだ。

　女子慣れしてない身だと、圧が強めなギャル系が苦手なのは当然だろう。

「ギャル系ですと、鷹耶さんとかもお好みでしょうか？」

「鷹耶？　まあ……美人ではあるよな」

　基本、雪月の周りにいる女子は全員レベルが高い。

　鷹耶理衣奈は、その中でも特にレベルが高いのは間違いないが……。

　この前、更衣室で覗きをしてしまったし、許してもらったとはいえ、なかなか話しづらい。

　クラスメイトで唯一、俺と双子の関係に堂々と斬り込んできてたし、俺に言いたいことも少なからずありそうだ。

　テスト期間のおかげで、鷹耶からの追及を受けずに済んだが──先延ばしになっただけだろうな。

　鷹耶は、俺と双子たちの関係を不可解だと思ってるらしいし、それも当たり前だ。

「でもさ、リィにはそのうち──あれ？」

　雪月がなにか言いかけたところで、チャイムが鳴った。

「ウチに客とは珍しいな……」

　俺が知る限り、翼沙家に来客はほとんどない。

　雪月たちはネット通販をよく利用しているが、荷物は玄関ロビーの宅配ボックスに入る。

　双子が料理上手なので、デリバリーなども頼まない。

　こちらは意外だが、雪月と風華の友達が訪ねてくることもまだ一度もない。

　双子はあまり家に人を呼ばないタイプのようだ。

「はいはい、あたしが出るよ。はい、どちら様？」

『どうも、鷹耶です。もしかして、ユヅ？』

「え？　リィ？　どうしたの、急に。ああ、今開けるから上がってきて」

　雪月がインターホンを操作して玄関ロビーのドアを開けている。

　鷹耶が来た……鷹耶が来た!?

　噂をすればというか──

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　鷹耶がここに来るのか？」

　これも俺が知る限り、鷹耶が翼沙家を訪ねてきたのは初めてだ。

「ええ、風華、お菓子とかあったかしら？」

「確か、頂き物のクッキーがどこかに……」

「いやいや、茶菓子の相談の前に決めることがあるだろ！」

　俺は、キッチンに向かおうとしていた双子を呼び止める。

「ど、どうする？　俺、自分の部屋に隠れておけばいいか？」

「は？　なんで隠れるのよ？」

「え？　どうして隠れるんですか？」

「……双子と付き合ってるだけでも騒がれたのに、同棲なんて驚きが二倍じゃ済まないだろ」

　常識的に考えて、高校生同士で同棲はありえない。

　そこに双子という話が加わると、もう俺だけじゃなくてマジで雪月と風華も頭がどうかしていると思われるだろう。

「とにかく、俺は隠れる。息を殺してるから、雪月と風華、上手いことやってくれ」

「真樹、隠れてもいいけど、それは無駄ってものよ」

「無駄？」

「鷹耶さんはゆづ姉の親友でしょう。いつまでも同棲のことも隠しておけませんよ。ウチの姉はあまり嘘が上手くありませんし」

「待て待て、まさか同棲のことまで素直に鷹耶に明かそうっていうんじゃないよな？」

「明かそうっていうのよ」

「明かそうっていうんです」

「…………」

　こんなところで息を合わせて言われてもな。

「どうせ隠しきれないし、リィにはそのうちなにもかも話そうと思ってたのよ」

「わたしもオーケーです。いつかはバレることなら、早く知ってもらったほうが楽ですよ」

「……俺が地獄にならないか？」

　鷹耶にとって、雪月は親友。

　風華は転校生で、しかも雪月の妹。

　鷹耶が雪月や風華に強く当たるとは思えないが──俺相手なら遠慮しないんじゃないか？

　以前ならともかく、鷹耶は最近はあまり俺を怖がってないからな。

　どういうつもりで雪月と風華と同時に付き合い、挙げ句の果てに同棲までしているのかと、強めに問い詰められるに決まってる。

　この前の、教室での追及の続きが始まること間違いなしだ。

「いや、まあそうだな……」

「真樹？」

「いつまでも逃げられないか。だったら──」

　素早く思い直す。

　俺は、男らしく振る舞うべきだ。

　逃げるなんて、まったく俺らしくない──男らしくないな。

　ポリシーというほどでもないし、時代遅れだと思うが、俺は〝男らしく〟あろうとしている。

　だったら逃げも隠れもするべきじゃない。

　この前の教室ではごまかしてしまったが、今度は誠実に対応しなければ。

「わかった、鷹耶に打ち明けよう。あいつ、いいヤツだからな。わかってくれるだろ」

「さすが真樹、そうこないと」

「さすが真樹さんです、それでこそです」

　双子たちも、うんうんと頷いてくれている。

　三人の意見が一致したのだから、もう逃げるという選択肢は完全になくなったな。







　鷹耶理衣奈は、翼沙家の玄関に入って。

　雪月と風華だけでなく、もう一人出迎えに現れたコワモテの男を見て──

「な、なんで？」

「危ねぇっ！」

　手に持っていたお土産らしき紙袋を、ドサッと落としてしまった。

　ショックを受けて物を落とすとか。

　こんな漫画みたいなリアクション、実在するんだな。

　俺がとっさに飛び出して、鷹耶が落とした──いや、落としかけた紙袋をギリギリのところで拾っていた。

　我ながら、意外なほどの反応速度だった。

「鷹耶、驚かせたみたいだな、悪い」

　俺は玄関の靴脱ぎから上がりながら、紙袋が無事か確かめる。

「これ、中身は食べ物か？　地面には落ちなかったが、大丈夫か？」

「あ、ああ、シュークリームだからそのくらいで崩れたりは──って、そうじゃない！　なんで真樹くんがここに……って、アタシと一緒？　遊びにきたのよ……ね？」

「いや、そうじゃない……のはわかってるんだよな？」

　俺は無地の白Ｔシャツにショートパンツという、極めてラフな格好をしてる。

　コンビニに出かけるならともかく、〝カノジョの家に遊びにきた〟というには無理がある服装だ。

　それで鷹耶も、一目でわかったのだろう。

　コイツ、ここに住んでやがると。

　だからこそ、シュークリームを落とすほど驚いたに決まってる。

「話は上がってからにしよう。こんなところで立ち話もなんだろ」

「…………」

　俺がそう言うと、鷹耶は小さく頷いた。

　鷹耶はヘソ出しのぴったりしたＴシャツに、ホットパンツというなかなか露出度の高い服装だ。

　ただ、不思議と色気よりも健康的な印象のほうが強い。

　そういえば、鷹耶の私服姿を見たのは初めてかもな……。

　俺はそんなことを思いつつ、四人でリビングへと移動する。

「風華、悪いけどお茶淹れてくれる？　みんな、紅茶でいい？　暑いし、アイスティーがいいかしら」

　雪月の提案に誰も異論はなく、風華がキッチンでアイスティーを淹れて戻ってきた。

　氷をたっぷり入れてよく冷えたアイスティーを、四人で味わい──

　だが、まだ誰も鷹耶が持ってきたシュークリームには手を伸ばさない。

　その前に、雪月が一通りの説明を始めたからだ。

　俺と風華は口を挟まず、黙って聞いている。

　鷹耶に説明するには、親友の雪月が適任だろう。

「あ、そうね。リィ、ちょっと来て」

　さらに、雪月は一度鷹耶を連れてリビングを出て、二人でなにやら話してきたようだ。

　再び、雪月と鷹耶がリビングに戻り、ソファに座って──

　女子三人が、雪月を中心に座り、俺は少し離れた位置で腕組みして立っている。

「ユヅ、マジで言ってんの……？」

「ガチもガチ、こんなことで嘘ついてもしょうがないでしょ。真樹の部屋も見せたし」

　そう、俺がこのマンションの一室で生活している証拠──ということで。

　俺の個室を鷹耶にお披露目してきたらしい。

　別に恥ずかしいものもないし、見せること自体は問題ないのだが。

　これでもう、嘘とかドッキリとか、ごまかすことも不可能になったわけだ。

　後には引けなくなったわけで、俺としても望むところだ。

「確かに男の子の部屋だったみたいだけど……ちょ、ちょっと待って。頭を整理させて」

　鷹耶は、風華のアイスティーをストローを使わずにごくごくと飲んでいる。

　もっとゆっくり飲めばいいのに、相当に動揺しているらしい。

「……あのさ、高校生が同棲なんてしていいの？」

「それはまた、常識的すぎて逆に斬新に感じられる質問だな」

　そこに驚かれるのはわかっていたが、俺は既にこの環境に慣れすぎている。

「リィの言いたいこともわかるわ。けどねえ、あたしたちは真樹を逃がしたくないのよね」

「わたしたちはまだ親のスネを齧ってますけど、こうして好きにできる家があるわけですから。このアドバンテージを活かさない手はないですよね」

「姉妹揃ってしたたかだよね……ユヅの性格は知ってたけど、妹さんのほうも根本的なところで似てる気がする」

　鷹耶は感心してるのか、呆れているのか。

　まだこの状況に圧倒されているようだ。

「そんな……ゆづ姉に似てるなんて照れます」

「似てるなんて、百万回くらい言われてるだろ。今さら照れるのか？」

「百万でも一千万でも言われたいんですよ」

「わかるわー」

「わかるのかよ！」

　思わずツッコんでしまった。

　風華も雪月も、なにを言ってるのか。

　双子なんて、逆に「似てる」と言われたくない人も多そうなのに、この姉妹はそっくりなことが嬉しいらしい。

　雪月たちと一緒に暮らして、毎日イチャついていても、まだ理解できないことはある。

「でもさ……そもそも、同棲以前にまだ信じらんないのよね」

「ん？　鷹耶、なにがだ？」

「だから、真樹くんがユヅと妹さんと付き合ってるって話。いくら仲が良い双子でも、それってさあ……二股じゃん？」

「うっ……」

　そうはっきり言われると、俺としても後ろめたい。

　双子と付き合っていくと決めたが、たまにダメージを受けることはあるようだ。

「二股をオッケーするなんて信じられないっていうか。もしかしてアタシ、騙されてない？」

「あたしたちがリィを騙してどうすんの。なんのメリットもないでしょ」

「そうなんだけどさあ……ドッキリにしちゃ面白くないし」

「このあたしがそんなつまんないドッキリ仕掛けるわけないって」

「だとしても……どうしても納得いかないっていうか。アタシの中の常識が邪魔をしてるのよね」

「うーむ……」

　鷹耶の言うことはもっともで、彼女の気持ちもよくわかる。

　もし俺が友人──今の学校にはいないが──に、「実は俺、双子の美少女を相手に二股かけてるんだ」なんて言われても絶対に信じない。

　嘘を疑うどころか、そんな妄想を抱いてるなんてと哀れにすら思うだろう。

　鷹耶もそんな気持ちに近いのかもしれない。

　だったら、その疑惑は俺が打ち砕くべきだろう。

「俺は間違いなく、雪月と風華と付き合ってる。正直に言うなら、最初に好きだったのは雪月だけだった」

「それは……そうでしょうね。同じクラスなんだし」

　俺はそもそも、風華については存在すら知らなかった。

　好きになりようがない。

　そのことも、一応鷹耶に説明しておく。

「そんなこんなで、ゆづ姉のオマケでついてきたのがわたしです」

「……オ、オマケ。ここまでの話で、一番おかし──変わってるのって、妹さんじゃない？」

「そ、そうでしょうか……それほどでも」

　風華が、なぜかまた照れている。

　俺が思うに、鷹耶は決して風華を褒めているわけじゃない。

　まあ、風華が多少ズレているのは事実で、それもいいところなんだが。

「鷹耶、言っとくが俺は風華をオマケだとは思ってないぞ」

「えぇ……わたしは、オマケで全然いいんですけど」

　なぜか、風華は本気で不満そうだ。

　これも風華のズレなので、気にしても仕方のないところだ。

「とにかく、俺は双子と本気で付き合ってる。雪月と風華が望んだから、こうやって一緒に暮らしてもいる。もちろん、同居は俺が望んだことでもある」

「うーん……」

　鷹耶は腕組みして、首を傾げている。

「真樹くんのその顔で、真面目に言われると信じちゃいそう……」

「はは、俺のこのツラもたまには役に立つな」

　怖いと言われ続けてきた顔だが、迫力があるとも言える。

　意外に、俺の言葉に説得力を持たせる効果もあるらしい。

「ねえ、リィ」

「あの、鷹耶さん」

　雪月と風華が声を揃えて言う。

「真樹は双子に一途なのよ」

「真樹さんは双子に一途なんです」

「それ、一途って言わない！」

　残念ながら、返す言葉もないな。

　一般的な認識では、どんな言い方をしてもただの二股だろう。

　双子たちの補足は逆効果だったかもしれない。

「真樹さん」

「ん？　なんだ、風華」

　風華が立ち上がって、すたすたと俺のそばまで歩いてくる。

「この前の、真樹さんの──人格が二つあるっていうお話はしないほうがいいですか？」

「ああ……」

　コソコソと風華が耳打ちしてくる。

　一応、俺が人に話していない事実なので気を遣ってくれたらしい。

　俺は、生まれつき頭の中に〝二つの人格〟が存在する。

　とはいえ、その二つの人格はまったく同じもので、俺の認識ではフィクションなどでよく見る二重人格のように切り替わったりしない。

　できることといえば、二人の俺によって〝脳内会議〟が可能なくらいだ。

　同じ人格でも意見が微妙にズレることはあり、同じ問題を扱っても別の結論が出ることがある。

　そう、今は──〝鷹耶に二つの人格のことを話していいか〟の会議を脳内で行っている。

　結論はすぐさま一致。

　否定、だ。

「……俺の頭の中身のことだからな、証明のしようがない。鷹耶に言っても、余計に混乱させるだけだろ。ただでさえ混乱しまくってるのに」

「なるほど……それもそうですね」

　風華はこくりと頷く。

　この双子は俺の二つの人格のことを簡単に信じてくれたが──

　俺が双子を同時に好きになっている、という状況があって。

　二人にも、俺に同時に好かれているという認識があったからこそ信じてくれたのだろう。

　鷹耶にまで信じてもらう、というのは無理がある。

　これ以上混乱させるのは、気の毒だしな。

「では、真樹さんの〝ダブルマインド〟のことはわたしたちだけの秘密で」

「ダ、ダブルマインド……」

　確か、〝ダブルバインド〟ってワードがあったな。

　二つの矛盾するメッセージを同時に受けて、混乱する状態──のことだったか。

　たとえば「俺の指示を聞け！」と命令する一方で、「指示を待つな！」と命じたりすること。

　前に、若葉に教えてもらったんだったな。

　あいつ、俺の頭ん中を心配して心理学とか研究してるからなあ。

　俺の二つの人格はダブルバインドとはまったく関係ないが。

「お待たせしました。内緒話、終わりました」

「話は聞こえなかったけど、堂々としてたよね。全然内緒話って感じじゃない」

「コソコソしすぎると鷹耶さんに失礼かと思いまして」

　風華はにこやかに言って、またソファに座った。

「まあ……三人がそこまで言うなら、アタシは信じるしかないんだけどさ」

　鷹耶は、はぁとため息をつく。

「話がぶっ飛びすぎてて、なかなか噛み砕けないというか……」

「リィ、こう考えたら？　江戸時代どころか、明治時代でも偉いおじさんたちには奥さんが複数いたらしいじゃん。それに比べれば、真樹は二人だけなんだから可愛いもんでしょ？」

「ゆづ姉が正室で、私が側室ですね」

「……いまいちそれも説得力ないけど、妹さんはなんで嬉しそうなのよ」

　鷹耶は俺たちの状況が理解不能な上に、呆れているようだ。

　理解されないのも呆れられるのも、わかりきっていたことではある。

「まあ、俺の家と翼沙家以外で同居のことを最初に知られたのが、雪月の友達──鷹耶でまだよかったのかもな」

「えっ、あんたらの家族も知ってんの？　それもびっくりだわ……」

　しまった、また余計なことを言ったかもしれないが──手遅れだ。

　どっちみち、鷹耶には洗いざらい吐いたほうがいいのかも。

「って、なんでアタシならよかったの？」

「雪月のことを信頼してるから、まだ落ち着いて聞いてくれてるだろう。それに、俺のこともそこまで怖がってないから、犯罪性とかも疑ってないな」

「それはね……さすがに、真樹くんが無理矢理にユヅたちを強引にモノにしたとは思わないって」

「それだけでもありがたいな」

　鷹耶が苦笑いして、俺もそれに応えるように苦笑してしまう。

　なにしろ俺はコワモテで、学校の連中からは恐れられている。

　別になにも悪いことをした覚えもないのに。

「ユヅは無理矢理モノにできるほど甘くないし、妹さんもいい根性してるみたいだしね」

「風華、褒められてんのかディスられてんのかわかんないわね」

「ゆづ姉、たぶんツンデレというアレですよ」

　俺が思うに、鷹耶はたぶん褒めてはいるが、ツンデレではない。

「そっか、もし他の人たちにあたしらの同棲がバレても、リィがフォローしてくれるのかな」

「援護射撃くらいはするけどさ。友達とその妹さんと──二人のカレシのことだもんね」

　どうやら、鷹耶は混乱しつつも理解を示してくれているようだ。

「でも！」

「え？」

　鷹耶は、ぐいっと身を乗り出して俺を睨にらむように見てくる。

「真樹くん、二人のことガチなんでしょうね？　妹さんはオマケとか言ってるし、どちらかは遊びとか言うなら──」

「言うわけないだろ。うーん……」

　鷹耶、意外に頑固なところもある……というか、やはり他人には完全に理解しづらいか。

　ここまで説明して、相手が鷹耶でも説得しきれないか。

　とはいえ、俺たちの関係を証明することなんて──

「じゃあさ、リィ。はっきり証拠を見せてあげるわ」

「証拠？」

「そうですね、ゆづ姉。鷹耶さんに信頼してもらわないと」

「え、なにをする気……？」

「…………」

　あ、俺はちょっとわかってきたぞ。

　俺は双子じゃないのに、雪月と風華と共通した思考を持つようになってきた？

　雪月と風華はソファから立ち上がり、俺のところへ歩いてくる。

「ちゅ……」

「ん……」

　雪月と風華は、揃って俺の頬にキスすると。

「んー、ちゅっ♡」

「んん、ちゅ♡」

　今度は、交互に俺の唇にキスしてきた。

「ちょ、ちょっと、ユヅ、妹さん、なにしてんの!?」

「だから、証拠を見せてるのよ」

「はい、わたしたちが三人でお付き合いしてる証拠です」

　雪月と風華は、俺に寄り添うようにしつつ、楽しそうに鷹耶に言った。

　いや、実際に楽しみ始めてないか？

「あと……〝妹さん〟じゃなくて、〝風華〟って呼んでください。姉の親友さんに距離を取られてるみたいで、悲しいです」

「うっ……」

　風華は一人で離れると、鷹耶のそばでささやくように言った。

　同性同士でもこれだけの美少女に顔を近づけられたからか、鷹耶は真っ赤になっている。

「じゃ、じゃあ……フーカで。フー、で伸ばす感じね。アタシ、仲良いヤツはあだ名で呼ぶことにしてるから」

「素敵ですね。ゆづ姉、わたしフーカらしいです」

「いいじゃん。あたしの〝ユヅ〟より可愛いかも」

「…………」

　俺の前で、女子たちが仲良くなってる。

　鷹耶はさっきまであんなに混乱してたのに、意外に立ち直り早いな。

「って、そうじゃない！　ユヅ、フーカ！　な、なんでアタシの前でキ、キスなんて……」

「もしかしてリィ、キスはまだとか？」

　今度は雪月が鷹耶の前に行き、指で彼女のアゴを掴むようにしてくいっと持ち上げる。

「ア、アタシは……今はダンス一筋だから！」

「ま、あたしも真樹が初めての相手だけどね」

「オマケのわたしも、もちろん真樹さんが初めてでした」

「そんな情報、求めてないんだけど……」

　鷹耶は目をぐるぐるさせて、また混乱が始まっている。

　ちょっと、悪いことをしてるような気さえしてきたな。

「でも、とっくにキス以上のこともやっちゃってるけどね……」

「ちょ、ちょっとユヅ!?」

「さすがにこれは、わたしは少し恥ずかしいですね……」

「フーカまでなにしてんの!?」

　あらためて状況を整理しよう。

　ソファに座っている鷹耶。

　その鷹耶の前に雪月と風華が立っていて──

　雪月はＴシャツを脱ぎ、風華はノースリーブのワンピースの前をはだけた。

　たゆんっ、と二人の90センチＧカップの胸があらわになる。

　服を脱いだ勢いで揺れた胸は、しばしゆさゆさと揺れていた。

　この圧倒的サイズは、何度見ても驚かされるし、興奮も止まらなくなる。

　雪月はグレーのスポーツブラで、風華は白の清楚なブラジャー姿だった。

「あたしは、ブラくらいはリィには何度も見られてるけど……こういうトコであらためてとなると、けっこう恥ずいわ」

「は、恥ずかしいなら脱がなきゃいいでしょ！　暑いの!?」

「ある意味、暑いかも。ううん、身体が熱くなってきた……かも」

　雪月は意味ありげに笑い──

「真樹、こっち来て」

「あ、ああ」

　俺は雪月に呼ばれ、双子たちのそばに立つ。

　それから、二人を両手で抱えるようにして抱きしめる。

「きゃっ、さっそく？」

「やんっ♡　いつもどおりですね、真樹さん」

「い、いつもどおりって……！」

　鷹耶は、ますます戸惑っているようだ。

　俺は双子を抱き寄せ──さりげなく、それぞれの胸を軽く掴むようにして揉んでいる。

　こうして雪月と風華が胸を見せてくれた以上は、揉まないわけにはいかない。

「あんっ♡　ちょっと、真樹。いつもより荒っぽくない？」

「んっ♡　わたしは、これくらいがいいですね……♡」

「ちょ、ちょっとちょっとマジでなにこれ!?」

　鷹耶が驚いているが──

　俺は容赦なく、二人の胸を揉んでいる。

　確かにいつもより興奮しているかもしれない。

　人に見られて喜ぶ趣味なんてないはずなんだが。

「んん……もう、こんなの無理……♡　真樹、ほら……♡」

「真樹さん……どうぞ……♡」

　雪月はスポーツブラを上にずらして、ピンク色の乳首をあらわにして。

　風華は白いブラジャーを下にずらして、姉とまったく同じ色の乳首を見せてくる。

「そ、そんなトコまで見せんの!?」

「もう何度も見せてもらってんだよな」

　俺はそう言って、まずは雪月の乳首にキスして、同時に風華の乳首を指でつまんで転がす。

　やはり、双子の乳首を口と手で同時に味わうのは最高すぎるな……。

「んんっ♡　真樹、強く吸いすぎぃ♡」

「そ、そんなにつままれたら……♡　あんっ♡」

　それから、今度は風華の乳首もぺろぺろと舐め回してから口に含み、強く吸い上げていく。

　もちろん、手で雪月の乳首をつまみ、きゅっきゅっと引っ張るようにしてイジっている。

「ね、リィ？　わかった……？」

「な、なにがよ？」

「こうやって、真樹は同時にあたしたちを可愛がってくれるのよね」

「か、可愛がってって……そりゃ、あんたらみたいな可愛い二人を同時に……た、楽しめるならこうなるんじゃない？」

　ごもっともだったが、実はそこまで単純な話でもない。

「そうじゃないんです……んっ♡」

　ちゅっ、ちゅっと風華は俺にキスしてくる。

「真樹さんは絶妙なんです……わたしとゆづ姉がほしいものをほしいときにくれるんです。もっと胸……あんっ♡」

　俺はそう言われる前に、風華のキスから逃れて乳首をまた吸っていた。

　ちゅーちゅーと音を立てて吸い、舐め回す。

「んっ、ほら……わかりますか？」

「わ、わかるわけないでしょ！　も、もうわかったから！　ユヅも！」

「ごめん、リィ」

「え？」

　雪月も、俺にちゅっと軽くキスしてから──

　ぺたんとその場に座り込んだ。

　同時に、風華も姉に並ぶようにして座っている。

「あたしら、前から考えてたことあったんだよね」

「ええ、キスと胸と……お口だけでしたから、ずっと」

「く、口って……！」

　もうここまでくると、双子はわざと鷹耶を驚かせてるんじゃないかと思う。

　いや、この状況ならなにをされても驚くだろうが。

「「だから……」」

　二人の声が揃い、二人の手が同時に俺のズボンに──

「きゃっ……！」

　鷹耶が声を上げ、さすがに俺も同じく声を上げそうになった。

　まさか、鷹耶の前でこんなことまで──！

「な、なにしてんの、ユヅ、フーカ……！」

　鷹耶は──目の前に現れたものを見て真っ赤になりつつも、目は逸らしていない。

　できれば、俺としては逸らしてほしいんだが。

　さすがに、彼女でもない鷹耶に見られるのは恥ずかしすぎる……！

「真樹……」

「真樹さん……」

「お、おい、雪月、風華、おまえら……ううっ！」

　雪月と風華、双子がまったく同じサイズの胸をそれぞれの手で軽く持ち上げるようにしながら──胸の間に挟んでくる。

「そろそろ、これやってあげようと思ってたのよね」

「ええ……せっかく、わたしもゆづ姉も大きいんですから……」

「…………っ」

　雪月と風華は、圧倒的ボリュームの胸を互いに押しつけ合うようにしながら。

　その間に、ペニスを挟んでいる。

　むにゅむにゅと柔らかい胸の間にペニスが挟まれ、埋もれてしまいそうだ。

「凄い……口で味わうのとはまた違うわね……♡」

「わたしたちの胸で、気持ちよくなってくださいね♡」

「うっ、雪月……風華……！」

　二人は挟んだまま、ぐいぐいと胸を動かし、こすってくる。

　彼女たちの口を使うのとはまったく違う感触で、それでいて気持ちよすぎる……！

　双子の胸を手で揉みしだき、唇と舌で散々に味わってきたが、まだこんな楽しみ方があったとは……！

　いや、こういう行為のことを知ってはいたが──

　ズリッズリッと、たわわな胸のふくらみでペニスを包み、こすり上げてくる。
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「ま、まさか、こんなことまでしてくれるなんて……」

「なーに？♡　真樹、もしかして前からヤりたかった？」

「だったら、最初から言ってくれたら……いつでもしてあげましたよ♡」

　雪月はニヤリと笑い、風華はにっこりと笑い、さらに胸でペニスをこすってくる。

　もう暴力的なまでの胸のこすり方で、あまりにも気持ちよすぎる。

　90センチ、Ｇカップのおっぱい、それも二つ……！

　こんなものに挟まれたら、あっという間に達してしまう……！

　時折、雪月は乳首の先でペニスを根元から撫でるようにしたり、風華が挟みながらぺろっと先端を舐めてきたりと。

　アクセントを入れながらの双子のプレイに、ドクドクとペニスが興奮のあまりに激しく脈打ち、さらに昂たかぶっていく。

「あんっ、まだ大きくなって……真樹っ！」

「気持ちよさそうです……んっ、真樹さんっ！」

「ゆ、雪月、風華……もう……！」

　二人は容赦なく、胸を押しつけ合い、ペニスを挟み込んでぐいぐいとこすってくる。

　トロけそうなほど柔らかい胸なのに、どうしてこんなに強く挟めるのか。

　あまりの気持ちよさに、とてもじゃないが耐えきれずに──

「雪月、風華っ……！　おまえたちの胸、凄すぎる……！」

「あんっ、真樹……！♡」

「んんっ、真樹さん……！♡」

　そして、俺はそのまま──

「きゃっ……！」

「え？」

「今の悲鳴、あたしじゃない……」

「わたしでもないですね……」

　俺は最後の瞬間、思わず閉じていた目を開ける。

　真下には、まだ俺のペニスを挟んだままの巨乳が二人分。

　さらに、その先──ソファにはもちろん鷹耶が座っている。

「あうう……こ、こんなに……なの？」

「あっ……」

　俺は、また思わず声を上げそうになった。

　あまりの気持ちよさになにも考えずに最後に至っていたが──

「た、鷹耶！　悪い！」

　鷹耶理衣奈の可愛い顔を、俺は──汚してしまっていた。

　その液体が、どろりと鷹耶の頬を伝っていく。

　双子とのとんでもないシーンを見せつけただけでなく、まさかこんなことまでやってしまうとは。

「あ、熱い……こんな匂いするんだ……」

「…………」

　だが、鷹耶は呆然としていて怒った様子でもない。

「あの、リィ？　今こういうのもなんだけど」

「な、なに？」

　鷹耶は片目をつぶり、顔を汚したものを手で軽く拭ぬぐいながら答えた。

「これで、わかったでしょ？　あたしたち、二人で真樹とえっちなこともするし……」

「真樹さんも、わたしたち二人を同時に可愛がってくれるんです……」

「……それはもう、あんたら二人が……む、胸で始めたときにわかったよ。しかも……こ、これの熱さとか匂いまで……わからされちゃった……」

「それはマジですまん……」

　俺はまだ立って、雪月たちに挟んでもらったままだ。

　ここからどう対応したらいいのやら。

「もういい……わかった……こ、これは事故だと思うから……真樹くん」

「え？」

　鷹耶は無意識なのか、なぜか顔を汚したものを唇につけて──ぺろりと舌で舐めた。

「ア、アタシの親友のこと……任せるから。親友の妹さんのこともね」

「あ、ああ……それは任せてくれ」

　どうやら、鷹耶は怒ってはいないらしい。

　あまりに衝撃的なシーンを見せられて、フィニッシュにこんな風に汚されて。

　怒るよりも呆然としてしまったのかもしれない。

　とはいえ、こっちは反省しないと。

　この前の更衣室での覗きに続いて、鷹耶を相手に二度も事故を起こしてしまったのは悪いよな……。

「ちょっとエロいよね、リィ……」

「はい、えっちです、鷹耶さん……」

「きゃっ、ユヅ、フーカ……な、なにしてんの？」

　雪月と風華が鷹耶のそばに寄り添ったかと思うと。

　鷹耶の顔についたドロドロの残りを、双子が舌を伸ばしてぺろっと舐め取った。

「でも、真樹のこれはあたしたちのだから」

「はい、ごめんなさい。最後は全部舐めて差し上げるのが、わたしたちの役目なんです」

「そ、そこまでやってんの!?」

　鷹耶は真っ赤になり、さらに雪月と風華に顔を舐められている。

　双子の美少女が、ギャルな美少女とイチャついているようにも見えて、なんだか背徳感のようなものが……。

　いや、ドキドキしてる場合じゃない。

　いくら、雪月と風華の胸でのプレイが気持ちよすぎたとはいえ、鷹耶の顔に放つなんてやりすぎた。

　これはマジで反省しなければ……。

　ただ、方法はともかく──本当にとんでもない方法になってしまったが。

　とりあえず、雪月の親友に、双子と付き合うお許しをもらえて、理解もしてもらったようだ。

　双子と付き合っていく上での〝障害〟なんて言ったら、鷹耶に悪いだろうか。

　だが、雪月と風華、二人を大事にしたい俺にとって重要な局面を一つクリアできたらしい。













２　双子はメイドに負けたくないらしい




　鷹たか耶や理り衣い奈なの襲撃──いや、訪問の翌日。

　翼つば沙さ家は朝から平穏だった。

　今朝は風ふう華かの朝食をいただき、料理中に雪ゆ月づきに二度も口でヤらせてもらってしまった。

　雪月は鷹耶が来た日以来、やる気満々で驚いている。

　今朝も、俺が出し切ってからもちゅーちゅーと執拗に吸い上げてきて、まるで離してくれず、こっちもあまりに気持ちよかったので、そのまま二度目に突入してしまったのだ。

　どうも、雪月は鷹耶の前でイチャイチャした興奮がまだ治まっていないらしい。

　俺は一回で充分だったのに、積極的な雪月に搾り取られたような感じだった。

　そのあと、料理を終えた風華もまじえて二人の口で楽しませてもらったときは、一回しかできなかったしな。

「ふぅ……すぐに夏休みだよな」

「そういえば、真樹はどうすんの？　実家帰ったりする？」

　さらにもう一度、雪月にたっぷりしてもらって落ち着いて。

　リビングで特に意味もなくＴＶでネット動画を眺めていると、隣に座っていた雪月が尋ねてきた。

　雪月はピンクのキャミソールにショートパンツという格好だ。

　ちなみに風華は自室にいて〝研究中〟らしい。なにを研究してるのやら。

「実家か……そうだな、一度は戻ったほうがいいだろうな。親父はともかく、母さんと若わか葉ばの様子は見ておかないと。特に若葉だな」

「真樹、妹ちゃんには甘いのね」

「甘いというか、まあ放ってはおけないな」

　妹の若葉は、脳が二つあるような──二つの人格を持ち、同時に別々の思考を走らせることができる。

　しかもそれぞれの人格が、単独で並みの人間以上の思考速度を持っているらしい。

　要するに、真樹若葉は天才──というわけだ。

　こういう言い方はよくないかもしれないが、普通の人間ではない。

　本人は目立つことを嫌うため、表向きは〝割と勉強ができる子〟くらいに見えるように演じている。

　現在、俺より三つ下の中学二年生で、見た目はかなり小柄で小学生に間違われるレベル。

　中身も外見も普通ではないので、兄として心配するのは当然だ。

　だが、雪月が相手だろうと、若葉の秘密を勝手に明かすわけにはいかないので、この件だけはさすがに隠しておく。

　俺が〝ダブルマインド〟なら、若葉は〝ダブルブレイン〟とでも言うべきか。

「お店で見かけただけだけど、真樹の妹ちゃん、しっかりしてそうだったよね？　なんか問題があるの？」

「まだ中二だからな。親は店のことで手一杯だし、兄貴が面倒見ないとな」

　この程度のことしか言えないが、許してくれ。

「なんなら、妹ちゃんもウチに住ませちゃう？　部屋は空あいてないけど、あたしと風華が同室になって、一部屋を妹ちゃんに譲ってもいいわよ？」

「いやいや、雪月たちの家なのに部屋を空けさせるとかないだろ！」

　真樹兄妹が人の家で我が物顔すぎる。

「あー、そうか、妹ちゃんがいたら、さすがに真樹もイチャつきにくいか」

「……それもあるな、正直」

　鷹耶の前では堂々とやることをやってしまったが。

　しかも、フィニッシュをぶっかけてしまったが。

　さすがに俺も、中二の妹の前で双子美少女とイチャつけるほど肝は太くない。

「リィならともかく、中二女子には教育に悪いもんね。それなら、このマンションの部屋をもう一つ買ってもいいわよ。確か、一つ下のフロアに空き部屋があったはず……」

「待て待て！」

　この家──グランリヴェーシア詠よみ浜はまは四十階建てのタワマンだ。

　翼沙家所有の物件の中ではミドルクラスらしい。

　それでも最上階であるこの部屋は、間違いなく億に達するだろう。

　不動産に詳しくない俺でもわかるが、このマンションの部屋は低層階でも安く見積もって五千万円以上──

　そんな、「一つ買う」などとポンと金を出されては困る。

「若葉は難しい子なんだ。たぶん、あいつは環境を変えるのは嫌がる」

「へぇ、そういうタイプなのね」

　別にこれは嘘ではない。

　若葉は常に中華料理の匂いが漂う実家の環境を気に入っていて、自室での勉強が一番はかどるようだ。

　天才にありがち──なのかは知らないが、変化を嫌い、長年かけて自分が築いてきた環境に埋まい没ぼつすることを望んでいる。

　快適なタワマンにも興味を示すことはないだろう。

「それになにより、親父が若葉を猫ねこ可か愛わいがりしてるからな。若葉が引っ越したら、親父が寝込んで真しん竜りゆう閉店の危機に陥るだろう」

「あはは、真樹のパパって、そんなに娘に甘いんだ。でも妹ちゃん、可愛かったしね。無理もないか」

「ああ」

　身内びいきを差し引いても、若葉は可愛い。

　まだ小学生のような見た目なので女子としてというより、それこそ犬や猫のような可愛さに近いが。

「まー、真樹もあんだけ可愛い妹がいれば、里心もつくよね」

「里心か……親父や母さんは無理に会いたいとは思わないが。向こうも同じだろうけどな」

　ウチの両親がひどいわけでも、俺が親不孝なわけでもない。

　ただ、高校二年の男子なら、親との関係がドライになるのは普通のことだろう。

「帰るにしても、実家に長々といても仕方ないし、二、三日で戻るだろうな。雪月たちはどうするんだ？」

「あたしはリィたちと遊ぶし、風華も前の学校の友達と遊ぶんじゃないの？　あと、実家……実家かぁ……」

「なんだ、実家に戻りたくないのか？」

「別に家族とどうこうじゃないのよ。ただ……うーん」




「「お嬢様方には、お屋敷に戻っていただきます」」




「うおっ!?」

「あっ、亜あ沙さ、優ゆ羽う」

　驚く俺の横で、雪月がきょとんとしている。

　いつの間にか、二人のメイドがリビングのドア前に立っていた。

「あ、あんたら、また音もなく入ってきたな……！」

「前にも申し上げましたが、使用人は影に徹する者ですから」

「足音を響かせるようでは、使用人として不適格です」

「……俺は、足音くらいは響かせてほしいな」

　いきなり湧いて出たように登場されるよりは、ずっとマシだ。

「というか亜沙と優羽は、家の鍵を持ってるのか」
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「「当然です」」

　メイドの一人が──亜沙か優羽かどっちだ？──カードキーを掲げてみせる。

「お嬢様たちの暮らしを確認するのも、私たちの役目です」

「お嬢様たちが不在のときにも出入りできなければ仕事ができません」

　二人はハモって答えてから、次は順に話した。

　どうも、同じ双子でも翼沙姉妹と永なが見み姉妹は別物だな……。

　永見ツインズは、外見も中身もあまりにもそっくりすぎて、調子が狂う。

「特に見た目が完全に同じすぎる……」

　永見亜沙と永見優羽、この二人のメイドもまた双子で──

　銀色にも見える髪はセミロングで、黒いワンピースに白いエプロン。

　足首まで届く長さのスカートで、いわゆるクラシックなメイド服だ。

　頭には白のカチューシャもしっかり着けている。

　イギリスのお屋敷にいても違和感がない、正統派のメイドという感じだ。

　日本人離れした容貌であるせいか、ＴＶなどで見るメイド喫茶のメイドとは全然違う。

　しかも、圧倒的な美貌で、スタイルも翼沙姉妹に劣らないほど抜群だ。

　これだけの美人、正統派のメイド、見分けがつかないレベルの双子と、要素が山盛りすぎて胸焼けしそうなほどだ。

「見分けがついたほうがよろしいでしょうか、真樹さま？」

「そりゃあ……いや、別に無理をしなくていい」

　雪月と風華もぱっと見の印象が違うせいで気づきにくいが、実は顔かお形かたちはまったく同一だ。

　茶色と黒の髪色以外では、ほとんど区別がつかない。

　逆に言うと髪色では区別がつくが、この銀髪メイドたちは見分けるポイントがない。

　髪の長さまでぴったり同じじゃないかと疑うくらいだ。

「簡単に見分けられる違いがあるのですが、簡単に見せられないようなところにあります」

「真樹さまでしたら、お見せしてもよいですが、ご覧になりますか？」

「ご覧にならない」

　どう考えても、穏やかな気持ちで見られる場所じゃなさそうだ。

　興味がないと言ったら嘘になるが、雪月がそばにいる状況でそんなことを言う度胸はない。

「そうですか」

「まあ冗談ですが」

「冗談なのかよ！」

　思わせぶりなことを言っておいて、オチがしょうもなさすぎる。

「真樹、この二人はマジで身体も同じだから。ホクロの数とか位置まで同じかもしれないわ」

「そんなの遺伝子で決まらん気がするが……」

　俺も遺伝学の権威でもなんでもないので、知らない。

「まあ、見分け方なんて別にいい。あんたらが気にしないなら、俺も無理に見分けようとは思わない」

「「はい、亜沙と優羽、どちらがどちらか見分ける必要はございません」」

　またもやハモって双子が言う。

　機械で音を重ねても、ここまでぴったりハモらないんじゃないか？

「でも、亜沙と優羽が来るなんて珍しいわね……ああ、前にあたしたちがいない隙に来てたんだっけ？」

「隙を見計らったなんて人聞きの悪いことです」

「私たちは影ですので、お仕えするお嬢様たちにはできるだけ姿を見せません」

「あれ、亜沙さん、優羽さん。来てたんですか」

　そこで、風華がリビングに現れた。

　涼しげな白いワンピース姿で、長い黒髪をお下げにしている。

　研究とやらは終わったらしい。

「「風華お嬢様、ご無沙汰しております」」

「そんなにお久しぶりでもないような……それで、どうかしたんですか？　この前、真樹さんにちょっかいかけに来たんでしたっけ？」

「「はい」」

　ちょっかい？　それは双子メイドも認めるのか。

「本日は、監視──いえ、夏休みですのでお嬢様たちのお世話をしに参りました」

「夏休みだから世話ってどういうことよ？」

「本来、お嬢様方は家事などする必要はありません」

「夏休みですから、家事もお休みして、私たちにお任せください」

「というか、監視って聞こえましたよね……」

「おまえたち、監視されるほど信用ないのか？」

　俺は雪月たちの顔を交互に見る。

「それだから、実家に帰るのもためらってたのよね」

「ああ、さっきのはそういう……」

　雪月が帰省に躊ちゆう躇ちよしていたのは、メイド二人の監視の目が怖かったらしい。

「あたしは自由にやりたいのよね。お世話されるより、なんでも自分でやったほうがいいし」

「私たちの存在意義を根こそぎ奪う気ですね、雪月お嬢様は」

「最近はただでさえ調理家電などに仕事を奪われているので、悲しいことです」

　メイド二人は、自分の役割に誇りを持っているらしい。

「でもさ、マジな話をすると……むしろ、真樹が信用ないのかもね」

「え？　俺？」

　急にこっちに話を振ってたな。

「ええ、避妊に気をつけているのか心配で夜も眠れません」

「安全日だからといって、若さに任せてお嬢様たちにやりたい放題は困ります」

「待て待て、そっちの話かよ！」

　いきなりな上に、とんでもないところに斬り込んできたな。

「愛があればいいわけではありません」

「愛は愛、安全日は安全日です」

「あ、あのなぁ……！」

　安全日とか言うな。

　俺はまだ、雪月とも風華とも最後の一線は越えていない。

　なので、安全日とか避妊とかそんなことは気にしたこともない。

「なるほど、実はまだなのですね。真樹さま、なかなかの忍耐心をお持ちのようで」

「これだけお綺麗なお嬢様たちを相手に、意外なことではあります」

「……俺はまだなにも言ってないぞ」

　俺の表情だけで、そこまで読み取ったのか。

　最後の一線を越えたか越えていないか、そんなこと口に出せるはずがない。

　雪月と風華も笑っているだけで、メイドたちに明かすつもりはないようだ。

「ただ、安全日なら安全ということはないのも事実です」

「避妊具や薬のたぐいも完全ではありません」

「おいおい、なんの話をしてるんだ、なんの？」

　このメイドたち、性の話をタブーにしないにもほどがあるだろう。

「完全な避妊法がない以上、しないに越したことはありません」

「挿入させずに、殿との方がたの性欲を抑え込む方法はいくらでもありますし」

「そっ……おまえら、ワードチョイスがあからさますぎるだろ！　雪月、風華、このメイドたちになにか言ってやれ！」

「うーん、この二人は昔からこんな感じだからねえ」

「ええ、昔から勉強熱心ではありましたし」

「なにを学んでるんだ、なにを」

　メイドなら料理とか掃除のやり方を学んでいればいいんじゃないのか？

「性に関する知識は私たちがネットや書物で学び、しっかりお嬢様方に教え込みましたから」

「おかげですっかり私たちも耳みみ年どし増まですが」

「…………」

　雪月と風華は、性体験が皆無だった割に知識だけはあると思ったら。

　この双子メイドが情報源──いや、教師役だったのか。

「ただ……お嬢様たちの生活には監視が必要です」

「ずっと放っておきっぱなしというわけにもいきません」

　双子メイドは、じぃっとお嬢様たちを睨むように見つめている。

「まあ……実家じゃ、毎日二十四時間メイドがいるのは当たり前だったものね」

「凄い生活してたんだな、雪月たちは」

「親の顔より見たメイドの顔ですから」

「……翼沙家のご両親は忙しそうだな」

　豪華なタワマンをポンと娘たちに与えられるほどの財力を持つ親だ。

　この現代では、社長だの会長だのでも豪華なオフィスでふんぞり返っていられるほど暇じゃないだろう。

　娘たちの顔を見られないほど多忙で当然だ。

「「ああ、ご挨拶が遅れました。真樹さまもごきげんよう」」

「は？　今さら挨拶しなくても。しかし、相変わらず見事なシンクロぶりだな」

「「私たちの持ちネタですので」」

「ネタなのかよ！」

　さっきからツッコミが忙しいな、俺。

　確かにシンクロしすぎていて、二度目の対面でも驚かされている。

「これだけの美人でメイドで双子で、しかもこれだけシンクロしていたら、ＴＶでも配信でも、どっちでも人気が出そうだな」

「お嬢様、お二人のカレシさまは私たちを見世物にしようとしています」

「いいんじゃない？　あたしたちも手がかからない歳になったし、そろそろあんたらも新しい生き方を見つけたら？」

「いいえ、まだお嬢様方は手がかかります」

「いいえ、私たちは古い生き方のまま死にます」

　双子メイドは雪月の提案に、まったく動じもせずに答える。

　雪月と風華、亜沙と優羽は幼い頃からの付き合いらしいし、この程度のやり取りは慣れたものなんだろう。

「そういうわけですので、お嬢様方、真樹さま」

「今日からしばらく、私たちもこちらに泊まり込みます」

「ん？　ちょっと待ってくれ、そうなると部屋が足りないぞ」

　雪月たちの家は豪華タワマンの最上階で面積は広いが、部屋数的には３ＬＤＫ。

　もちろん、俺と雪月・風華の三人で個室を一つずつ使っている。

　メイドがお嬢様の世話のために泊まり込むという話は理解できるし、俺に止める理由もないが、物理的な問題がある。

「ああ、俺がリビングのソファで寝ればいいだけか」

「お馬鹿ですか、真樹さま」

「お馬鹿!?」

「はい」

　亜沙か優羽──どちらかわからないが、銀髪メイドの一方が呆れた目を向けてくる。

「お嬢様方のカレシさまをソファなどで寝かせたら、たとえご本人のご了承があっても使用人失格です」

「ですから、私たちの部屋など必要ありません。廊下で寝ます」

「いやいや、女子を廊下で寝かせられるわけないだろ！」

　俺は雪月たちの好意に甘えて、豪華な部屋を使わせてもらっている。

　だが、それこそ女子二人を廊下で寝かせたら、男として失格だ。

　俺がこだわる〝男らしさ〟からもっとも縁遠い行為だろう。

「失礼、冗談です。実はこの隣の部屋が、空き部屋なのです」

「え？　空き部屋？」

　メイドの言葉に、俺ははっと気づいた。

　言われてみれば、隣の部屋で人が出入りしているところを見たことがないし、気配を感じたことすらない。

「もしかして、お隣も翼沙家が押さえてるのか……？」

　俺が雪月と風華を見ると、彼女たちは揃って首を横に振った。

　双子お嬢様たちも知らなかったらしい。

「当然のことです。お嬢様たちのお隣に、怪しい人間が入居してきたらどうするのですか？」

「こちらは角部屋ですので隣は一部屋だけですが、できればフロアの全部屋を買い上げたかったくらいです」

「住人は居住フロア以外はエレベーターから下りられませんので、セキュリティ的にもそのほうが望ましいです」

「馬鹿言わないでよ、亜沙。住みもしないのに何部屋も買ったら悪いでしょ。このマンション、人気あるのよ？」

「だいたい全部屋買い上げたら、周りは全員翼沙家の関係者で埋めるつもりでしょう？　それは息が詰まりますよ、優羽さん」

　雪月と風華はメイドたちそれぞれの名前を呼びつつも、亜沙と優羽の二人を同時に見つめている。

　もしかすると、雪月と風華でもこのメイド二人の見分けはつかないのか？

「承知しておりますので、買い占めは断念しました。ですが、お隣の部屋は最低限の寝泊まりができるようになっておりますので」

「私どもは、隣で仮眠を取らせていただきます」

「仮眠じゃなくて、ちゃんと寝てくれよ」

　とりあえず、俺が言えるのはこの程度だ。

　メイド二人が面倒を見に来るのは仕方ない。

　むしろ、高校生三人だけで生活していたのがおかしいのだから。

　それに夏休みの期間限定のようだから、文句を言うまでもないだろう。

「「それでは雪月お嬢様、風華お嬢様、それに真樹さま。しばしの間、よろしくお願いいたします」」

　双子メイドは長いスカートをつまんで、華麗に一礼した。

　正直、この挨拶のためだけの会話で少々疲れてるんだが……。

　この部屋に双子がもう一組増えて、俺は上手くやっていけるんだろうか。







　などという心配は杞き憂ゆうだったらしい。

「おっ、美味い……」

「「ありがとうございます」」

　昼食は、さっそくメイドたちがつくってくれた。

　ダイニングテーブルに並んでいるのは、冷やし担々麺だ。

　俺が町中華のセガレだから、という理由でメニューが決まったらしい。

「シンプルなのに美味いな……」

　汁無しタイプで、具はモヤシにチンゲン菜、万能ネギが少々。

　それに、豚挽肉をじっくり丁寧に炒めた肉味噌。

　たっぷりのメンにピリッと辛いタレを和えて、そこに肉味噌と野菜をかけて完成。

　さらに、花か椒しようと糸唐辛子も載っている。

　よくかき混ぜるのがポイントで、この混ぜている時間がまたワクワクして楽しい。

「実は私たちも初めてつくりました」

「きちんと味見はしていますが、辛からいでしょうか？」

「いや、全然ちょうどいい。こういうのは、辛いくらいじゃないとな」

　俺は夢中で、ずるずるとメンをすする。

　お世辞ではなく、実際にちょうどいい辛さだ。

　俺の好みにわざわざ合わせて味付けしてくれたのでは、と思うくらいだ。

「ウチの店、ノーマルの担々麺しかないんだよな。汁無しで、しかも冷やしか。この季節に店に出せばかなり数が出そうだ」

「じゃあ、真竜でもメニューに加えてみたら？」

「お義父とうさまなら、美味しく仕上げられそうですね」

　雪月と風華は、俺の向かい側に座り、美味しそうにメンをすすっている。

　雪月は豪快だが上品、風華は丁寧だが気取った風にならない、絶妙な食べ方だった。

「夏にはかなり出そうだが、ウチの親父、新メニューを出すときは数年かけて研究開発するからな」

　真竜は町中華といえども、まったく手抜きせずに料理を出している。

　親父と母さんは、俺や若葉のような普通じゃないところがあるわけじゃないが、だからこそ研究には余念がない。

「店の常連も保守的だから、なんだかんだでノーマルな冷やし中華が一番出るんだよな」

「あ、今度冷やし中華食べに行きたいわ」

「わたしも食べたいですね。妹さんの接客付きだと最高です。妹同士、通じ合うものがあるかもしれません」

「ちょっと風華、自分だけ差をつけないように！」

「わたしもたまには妹属性を活かさないと」

「妹属性ってどう活かすんだ……？」

　俺は雪月と風華、どちらが姉とか妹とか、普段はほとんど意識していない。

「いや、ウチの妹のことより、この料理だろ。せっかく、亜沙と優羽がつくってくれたんだから、もっとしっかり味わえよ」

「ああ……あたしら、前は毎日亜沙たちの料理食べてたからね。もう慣れちゃって」

「はい、お嬢様たちに今さらあまり褒められたりすると」

「なにか裏があるのではと疑ってしまいそうです」

「素晴らしい主従関係だな……」

　ちなみに、亜沙と優羽はテーブルのそばに立っている。

　一緒に食えばいいのだが、使用人としてそれは許されないらしい。

　俺としては、自分だけ食って、メイドたちに立っていられると落ち着かないんだが……。

「そういえば、〝前は〟って、いつくらいから亜沙たちが世話をしてたんだ？」

「わたしたちのところに亜沙さんたちが来たのは、五歳くらいだったでしょうか？」

「意外に早いな」

「その頃はさすがに、使用人じゃなくて遊び相手って感じだったわね」

　雪月が笑いながら言うと、双子メイドが同時に頷く。

「「お嬢様たちにはだいぶ遊ばれました」」

「遊ばれた!?」

「かくれんぼをしたら、お二人は運転手に車を出させて逃げましたし」

「おにごっこをしたら包丁を持って追いかけてきました。ママゴト用の包丁でしたが」

「……古風な遊びをしてたんだな」

　金持ちのご令嬢二人とその使用人二人なら、もっとインドアな遊びをするようなイメージがあったが。

「あの頃はヤンチャでしたね、わたしたち」

「…………」

　風華は今もけっこうヤンチャだろ。大胆不敵というか……。

　他人事のように言っているが、包丁を持って追い回したのは風華じゃないか？

　笑顔で包丁を振り回しながら、幼き双子メイドを追いかけている風華の姿が思い浮かぶ。

「どうかしましたか、真樹さん？」

「な、なんでもない」

　失礼な想像をしていたのを見抜かれたらしい。

　こういうところも、風華は怖い。

　和やかにそんな会話をしつつ、昼食は終了。

「うん、美味かったな。マジで店で出せるレベルだった」

「いいえ、愛情を込めてつくれるのは三人前が限度ですね」

「いいえ、どうでもいい相手につくるなら、この味は出せません」

　双子メイドは皿を片付けながら、同時に別のことを言った。

　いや、内容的には同じか？　こういうパターンでシンクロすることもあるんだな。

　さらに双子メイドは、リビングに戻った俺たちに熱い中国茶を出してくれた。

　冷やし担々麺のあとには、よく合う──メイドといえばお茶を淹れてるイメージだが、えらく美味い。

「気が利くな。さすが本職だ」

「亜沙たちはガチの使用人向けの訓練を受けてるからね」

「わたしたちより一つ年上なだけですが、もうどんな名家のメイドでも務まりますから」

「そんなに凄いのか。バイトもしてなくて、家事も雪月たちに任せっきりだった自分が情けなくなってくるな」

　しかも俺は多少勉強ができる程度で、これといった取り柄もない。

　コワモテは取り柄ではなく、欠点といっていいだろうな。

「え？　真樹さんは生きてるだけで偉いですよ？」

「それ、悪口じゃないか!?」

「えぇ？　わたしは心から真樹さんを褒めていますけど……」

「そうよ。真樹は座っていれば、あたしたちが全部やってあげるから。あ、もう一回、胸を使っとく？」

「いやいやいや！」

　まるで自分が人間のクズになったような気がしてきた。

　やってることは、ほぼそれに近いんだが。

「真面目な話をしてるのよ。双子を同時に可愛がれる人間なんて、ガチで真樹くらいしかいないんだから。あたしらにとっては、奇跡みたいな話なんだから」

「そうです。生きてるだけで偉いというのが引っかかるなら、真樹さんが生きていてくれないと困ると言い換えてもいいです」

「それもあまり変わらんような……」

　ダブルマインドは、俺が努力で身につけたもんでもないからな。

　とはいえ、雪月と風華が本気で俺を大切に想ってくれていることは伝わってくる。

　俺にできることは、彼女たちのご期待に少しでも応えられる、マシな人間になることだな。

「だいたい、あたしたちだって亜沙たちに比べればデキは悪いから」

「勉強も、優羽さんたちのほうができますからね」

「え？　そうなのか？」

　今、双子メイドはキッチンで洗い物の最中だ。

　翼沙家のキッチンには大型でパワフルな食洗機も据え付けられているが、手で洗っているらしい。

　メイドらしく、水仕事へのこだわりがあるのだろう。

「優羽さんたちは自宅学習で、海外の有名大学卒業レベルの学力を身につけてますから」

「そんな教育を自宅で受けられるのも驚きだが……あの二人、頭もいいのか」

「翼沙家の令嬢に仕える者なら、教養も必要だからね。あたしら、昔は亜沙たちに勉強も習ってたし。ガチで厳しかったわね」

「ええ、答えを間違えるとムチで机を叩きますからね。あれは恐怖でした……」

　雪月と風華が遠い目をしている。

　さすがにムチでお嬢様たちの身体を直ちよくで叩かなかったようだが、机を叩かれるだけでも充分に怖そうだ。

　なんなら、直で叩かれるより不気味で、震え上がってしまうかも。

「勉強のことはまだいいんだけどね。それより、料理の腕が亜沙たちのほうが全然上なのが悔しくて」

「ガチの訓練受けてるんだろ、亜沙と優羽は」

「そうなんですが、同じ素材を使って同じレシピで料理してもかなわないんですよね……」

「あー、なるほど」

　そういうことなら、俺にも実感できる。

「そこがプロとの差なんだろうな。俺だって実は、店の材料を勝手に使って、親父のレシピを盗み見してつくったラーメンを若葉に食わせたことあるが、妹がブチギレるほど不味まずかったらしい」

「へぇ、あの可愛くて明るそうな妹さん、ブチギレることあるんだ？」

「そこに反応するのかよ。まあ、それくらいプロと素人の差はデカいってことだ」

　ちなみに妹は店に出るときは思い切り猫をかぶって、明るい看板娘を演じている。

　俺の前ではクールキャラだが、言いたいことをまったく我慢せずぶちまけてくるからな。

「お嬢様方、まだそんなことを気にされているのですか」

　亜沙と優羽が、リビングに戻ってくる。

「真樹さまのおっしゃるとおり、プロとの違いというだけです。お気になさらずに」

「お嬢様たちに負けるようでは、私どもは失職しますので」

「馬鹿言わないで。もし、翼沙家が亜沙たちをクビにしたって、あたしたちがポケットマネーで雇い続けるわ。あんたらがいなくて、どうやって生きていくの？」

「そうですよ。わたしとゆづ姉は、定期的に優羽さんたちが来るとわかっているから三人だけで暮らしていられるんですから」

「良いことをおっしゃっているような、甘ったれているような……」

「…………」

　翼沙姉妹と双子メイドの関係性は、どうもつかみ所がないが、少なくとも雪月たちはメイドに甘えているようだ。

　雪月が実家に帰るのを躊躇ためらっていたのは、双子メイドの監視が怖いというより、甘えてしまう自分が嫌だったのかもな。

「「ではお嬢様方、真樹さま、これより本格的にお仕事を始めます」」

「え？　どういうことだ？」

　双子メイドが二人揃って腰に両手を当てて、胸を張るポーズを取った。

「リビングとキッチン、廊下に玄関、それにお風呂とトイレ。共有スペースをすべて徹底的にお掃除いたします」

「チリの一つも残しません。お嬢様方と真樹さまは、お部屋にお戻ってイチャイチャしていてください」

「イ、イチャイチャしてろって」

　鷹耶の前であんなマネをしておいて今さらだが、堂々と言われると照れてしまう。

「真樹、言われたとおりにするわよ。こいつらが家事を始めたら誰にも止められないから」

「そうですね、おとなしくしていましょう」

「……了解」

　今度は家事をメイド二人に押しつけるのか。

　ますます、俺は自分の存在理由について悩みそうだな……。







　自室に戻り、まずは勉強を始めることにした。

　今は高校二年生の夏、受験勉強を始めても早すぎるということはない──むしろ普通か。

　自室は机とベッドと、最低限の家具しかない状態だが、特に問題はない。

　真樹家でも、俺の部屋は似たようなものだった。

　若葉が自室で問題集やノートをやたらと散らかしていて、邪魔になると俺の部屋に勝手に運び込んでいたが、特に気にもしなかった。

　両親は、若葉が異常なほど勉強していることに気づいていないらしい。

　まあ、ウチの親は一日の大半を店で過ごしてるからな。

　溺愛している娘の特殊性に気づいていないのは仕方ない。

　そもそも、若葉が親には自分のことを巧妙に隠してるからなあ……って、さっき若葉のブチギレ話をしたからか、あいつが気になってきたな。

　夏休みに入ったら、若葉の様子を軽く探っておくか。

「っと、勉強だ勉強……」

　英語の長文を丁寧に訳し、ノートに訳文を書いていく。

　今時はなにをするにも英語力は必須で、勉強しておいてもっとも損はない科目だろう。

　いや、読み書きや計算と同じくらい、ある程度の英語力は持っていて当然のスキルだ。

　別にラーメン屋を継ぐつもりはないし、親父も継がせるつもりはないから、将来はどうなるかわからない。

　大学だけは行かせてくれるらしいので、学費が安くてレベルの高い大学を目指すのが当面の目標だ。

　翼沙家に甘えっぱなしの現状だが、さすがに将来のことまで甘えるつもりはない。

　そもそも、この生活がいつまで続くのかもわからないが──

「まーさきー」

「ん？」

　ノックされ、開いたドアの隙間から、ひょこっと顔を出したのは雪月だった。

「どうした、雪月。自分の部屋に戻ったんじゃないのか？」

「戻ってもやることないしね。今日はリィもダンスのレッスンだし、他の友達も用があるから外に出てもしゃーないしさ」

「ああ、そうか。鷹耶はダンスのレッスンが忙しいのか」

「しばらく練習漬けだって。あ、真樹、勉強中だった？　出直したほうがいい？」

「いや、かまわない」

　俺は開いていたノートを閉じた。

　実際、宿題でもないのだし、急いで勉強する必要もない。

「というか、入ってきていいぞ。なんでそんなトコで立ち止まってんだ？」

「ふふー♡」

「…………？」

　雪月は、ニヤリと人が悪そうな笑みを浮かべて。

「じゃーんっ♡」

「…………!?」

　ドアが大きく開き、ようやく姿を見せて入ってきた雪月は──

「お、おい、その格好は!?」

「見てのとおりよ」

「……確かに」

　見ればわかるというか、質問するまでもなかった。

　雪月が着ているのは胸元もあらわな黒のワンピースに、白のエプロン。

　スカート丈は短く、白い太ももがあらわ──ちょっと動いただけで裾すそが揺れ、下着が見えそうなほどだ。

　つまり、今の雪月はメイド服姿だった。

「あのな……今はただでさえ二人もメイドがいるのに、三人目を追加するのか？」

「いやいや、忘れちゃ困るのよ、真樹」

「そうだ、忘れるところだった」

　今回はさすがに、すぐ気づいた。雪月がなにを言いたいのか。

「まーさきーさん」

「…………」

　だよな、そりゃ来るよな、四人目が。

　この双子は〝運命の双子デステイニー・ツインズ〟。

　行動や思考がシンクロしてしまうんだった。

　姉の雪月がメイド服で現れるなら、当然ながら妹の風華も同じ──

「じゃーんっです♡」

　風華もメイド服姿だった。

　雪月と同じような、胸元もあらわな黒のワンピースに白のエプロン、短いスカート。

　多少形が違っていて、風華のメイド服のほうがややフリフリを盛っている。

「やっぱりゆづ姉も来てたんですね。出遅れました」

「お姉ちゃんだから先を行かないと。風華がたまに妹らしさを出したいみたいに、あたしだってたまには姉みを出したいのよ」

「〝姉み〟ってなんだ……」

　姉らしさ、みたいな意味だろうか。

　俺は若者の流行語や、ネットスラングには疎い。

　一応、俺も若者ではあるはずなのに。

「それで、どう？」

「どうでしょう？」

「……似合ってるな、雪月も風華も」

　もちろん、本気で褒めている。

　まさか、双子美少女メイドが再び降臨するとは──

　二人のふくよかな胸の谷間が半分ほども見えていて。

　短いスカートからは太もももあらわで。

　リボンやフリルが、二人の抜群のスタイルを可愛く彩いろどっている。

　クラシックなスタイルの本物のメイドたちより、メイド喫茶っぽいというか派手すぎるが、雪月と風華にはよく似合う。

「そんなにマジ顔で褒められると、さすがに照れるわね……」

「そうですね……真樹さん、真面目な顔をすると説得力が凄いですよね……」

　雪月も風華も、真っ赤になっている。

　この派手なメイド服で現れても照れていなかったのに、俺に褒められただけで恥ずかしがるのか。

　やはり、女子の……乙女心というヤツは難しい。

「あたしたち、なにやっても亜沙と優羽にはかなわないけどさ」

「真樹さん専属のメイドとしては、負けていられませんから」

「そんな理由でメイドさん再臨させたのかよ」

　この双子、けっこう負けず嫌いなんだよな……。

　いかにも気の強そうな雪月はもちろん、風華だっておとなしそうに見えて対抗心が強めだ。

「でもまあ、こんな可愛いメイドさんなら何度現れても困ることはないな。むしろ、今後も何度も降臨してほしいくらいだ」

「もー、褒めすぎだってば！　そんな褒めて、なにさせる気よ？」

「そ、そうですよ……褒めてもえっちなことくらいしかできませんよ！」

　バン、と雪月は俺の肩を叩き、風華はぽかっと俺の胸を叩いてくる。

　どちらもまったく痛くなく、ただの照れ隠しらしい。

「じゃあ、どうする？　今日も……あたしたちがご主人様にご奉仕しちゃう？」

「もちろん、そうなりますよね。わたしたちが、ニセメイドであっても本物のご奉仕ができることをご覧に入れますよ」

「おいおい、いきなりそれか！　いや、あのな……亜沙と優羽がすぐ近くにいて、仕事の真っ最中なんだぞ？」

　二人のメイドを働かせて、自分は双子の美少女とお楽しみ──

　今日までいろいろ際どすぎることをやらかしてきたが、これこそ人間としてやってはいけないのでは？

「亜沙と優羽のことなら心配いらないわ。あの二人、家事大好きっ子なのよ。メイドは趣味と実益を兼ねた仕事なのよ」

「二人とも特に掃除が好きで、一度熱中すると周りが見えなくなるんですよ。わたしたちが騒いでもまったく気づきません」

「そ、そんなに？」

「そんなにです。いきなり背後で大声を出しても、気づきませんよ」

「なんなら、スカートをめくってパンツを眺めても気にしないわ。掃除の邪魔にならなければね。真樹、試してみる？」

「……掃除の邪魔をせずにスカートをめくるのは無理だろ」

　もちろん、試すつもりなどない。

　仕事とはいえ、亜沙たちは掃除をやってくれているのに邪魔なんかできるか。

「だから、平気……ちゅ♡」

「ですね……♡」

　雪月が俺に抱きつき、キスしてきて。

　続いて風華も、ちゅっと軽くキスしてくる。

　俺は二人に押されるようにして、ふらりとベッドに座り込んでしまう。

「というか真樹。双子メイドに興奮してるんじゃないの？」

「そ、そんな露出度の高い格好をされたら……！」

　これで興奮しない男子高校生がいるわけない。

「亜沙さんたちも美人ですから、見てしまうのは仕方ありませんが、まずわたしたちを見てくれないと」

「それは当たり前だろ」

　俺は、きっぱりと言い切る。

　美人メイドに目がいってしまうのは自分でも仕方ないと思うが──

「なにもそんな格好までしなくても、俺は雪月と風華しか見てない。なにしろ、俺の人格は一つでも四つでもないからな。二人を見るだけで精一杯だ」

「きゃーっ、普段は無愛想なくせにはっきり言うわよね！」

「だからこそ、真樹さんにご奉仕したくなるんですよね」

　雪月と風華は、ベッドに上がり、左右から俺に抱きついてくる。

「そんな真樹に、たっぷりご奉仕してあげる♡」

「いいえ、ご奉仕させてください……♡」

「うおっ……」

　雪月が俺の頬にキスして、ぺろっと唇を舐めてきて。

　風華も舌を伸ばして唇を舐めてきて──

　二人の舌と俺の唇が触れ合っている。

　おお……メイドになった二人に、ダブルでキスされるといつも以上に興奮する……！

「この前覚えた技も使ってみましょう……ゆづ姉、いいですよね？」

「当たり前でしょ？」

「こ、この前ってまさか……」

　戸惑う俺の前で、雪月と風華は顔を見合わせて笑うと。

　メイド服の前をぐいっとはだけて。

　ぷるるんっと弾むようにして90センチＧカップの乳房が現れる。

　おお、ノーブラだったのか……しかも前をはだけただけで、おっぱいすげぇ揺れたな。

　ピンク色の可愛い乳首が、もう興奮しているのかピンと尖っている。

「さっそく……いいわよね？　まず、あたしから♡」

「うっ……！」

　雪月がベッドになかば寝転ぶようにして、あらわにした胸を──俺のズボンのほうへと押しつけてくる。

　ペニスを取り出し、それを大きな二つのふくらみで挟んでくる。

　やっぱり、これか……！

　鷹耶の目の前で、二人のおっぱいでズリズリと挟んでくれたのは最高に気持ちよかったが、またやってもらえるとは！

「この前は二人で挟みましたけど、今回は一人ずつ……」

「……じゃあ、雪月に挟んでもらってる間に、風華も……いいか？」

「はい♡」

　風華は座ったまま俺に抱きついてきて、ちゅっ、ちゅっとキスしてくる。

　さらに、はだけた胸を俺の顔の前に押しつけてきて。

「あんっ♡　いきなりそんなに激しく♡」

　俺は押しつけられてきた風華の胸にむしゃぶりつき、乳首を強く吸う。

　ちゅーちゅーと吸ってから、舌先でぺろぺろと舐め、軽く噛んでからまた吸い上げる。

「もー、風華。いきなりサービスしすぎ♡　真樹の、興奮してこんなんなっちゃって、あたしの胸の間で暴れてるわ♡」

「い、いや、雪月の胸の柔らかさのせいかも……」

　双子の姉のおっぱいでペニスを挟んでしごいてもらい、さらに双子の妹の乳首を吸っている。

　ここまでサービスしてもらっていいのか……？

「ああ、胸ばかりでは……ですよね。こちらも……」

　風華は俺から胸を離すと、ぺたんとベッドの上で座り込んで。

　短いスカートをめくり上げ、白い清楚なパンツをあらわにする。

「ここも……見たいですよね？」

「あ、ああ……そうだな。後ろから見てみるのもいいかも」

「え、えっちですね、真樹さん……じゃあ、こうしてみましょうか……」

　風華は俺に背中を向けて座り、尻を持ち上げて、ついでにスカートも持ち上げた。

　真っ白でぷりんとした尻と、清楚な白のパンツが丸見えになっている。

「うわぁ♡　ウチの妹、えっちすぎ♡　真樹、そっちも楽しませてあげてね」

「そうだな、ご奉仕されてばかりじゃな……」

　俺は、双子を同時に楽しませなければならない。

　同時に可愛がることができるからこそ、双子と付き合っていられるのだ。

「んっ、んっ♡　真樹の、すっごい♡」

「きゃっ……あんっ、お尻……そんなに♡」

　俺は雪月の胸で、さらに激しくペニスをしごいてもらって。

　無理矢理に身体をねじって、突き出されている風華の尻に顔を当て、下着越しにその部分を味わう。

　清楚な白いパンツに顔全体で触れ、その部分を軽く吸い上げるようにする。

「んっ、きゃっ……はぁんっ♡」

　尻とその部分を同時に刺激されている風華が、甘い声を上げる。

　まずい、これは……最高すぎてまずい。

　風華の白い尻と白いパンツ、それに雪月のおっぱいの弾力となめらかな感触。

　こんな二つの快感に同時に襲われたら──

「もっとメイドのご奉仕、しなくちゃね」

　雪月は舌を伸ばして、ぺろぺろと先端を舐めてきて。

「今度は……こうしてみましょうか」

　風華はベッドの上で立ち上がり、メイド服のミニスカートをめくり、白いパンツを少しだけ下ろしてから俺の顔へと押し当ててくる。

　はっきりと、風華のその部分の熱が感じられ、俺はそこを吸い上げ、さらに息を吹きかけてしまう。

「あんっ、真樹さんの息が熱いです♡」

「こっちは……ドクドクいって、焼けるみたいに熱いわよ♡」

　雪月は両手で自分の胸を横から押し込むようにして、強くペニスを挟んできている。

　もう、Ｇカップのおっぱいと俺のペニスが溶け合っているかのような──

「ゆづ姉のおっぱいで一度済んだら、今度はわたしが挟んであげますね♡」

「あ、ああ。何度でも楽しませてもらうし、二人を楽しませるからな」

「はぁい♡　きゃっ、スカートの中でそんな動いたらっ♡」

　風華が立ったまま身をよじり、剥き出しのままのおっぱいがぷるんっと揺れる。

　パンツから目を離したら、今度は跳ねるように揺れるおっぱいが観賞できるとか。

　しかも、その胸を揺らしている美少女の姉は、ペニスを胸で激しくしごいてくれていて。

「お、おい……もうっ……！」

「ダメぇ♡　やっぱ、先に風華の胸でも挟んであげて」

「マ、マジか……」

　もう限界だったのに、一度おあずけとは。

　雪月はペニスを挟んでいた胸を、一度ペニスから離した。

「そうですね……せっかくメイドさんなんですから、少しずつ楽しみましょう」

「あ、ああ。じゃあ今度は風華の胸で挟んでもらって……雪月のパンツと胸を味わわせてもらうか」

「もー、マジえっちぃ♡」

　ちゅっ、と雪月は先端にキスしてからぺろっと舐めてくる。

　本当にこの双子は、こんなことまでしてくれるとかエロくなりすぎだろう……。

「あたしのパンツ、じっくり見せてあげる♡」

　雪月はベッドに座ったまま、スカートをめくり、ピンク色の可愛いパンツを見せてくる。

「まず、下着を同時に……ですね。どうぞ♡」

　同じく、今度は風華が雪月の隣に座り、大きくスカートを持ち上げてまた尻と白いパンツを見せてくれる。

　メイド服姿の双子美少女が、みずからスカートをめくってピンクと白のパンツを見せてくれるとは。

　キスして、口を使わせてもらい、胸でダブルでやってもらっていても──この光景はあまりにも刺激的すぎる。

「じゃ、パンツは好きに見ていいから……キスしよ♡」

　ちゅっ、ちゅっと雪月が抱きついてキスしてくる。

「その間に、わたしは失礼して胸のご奉仕、ゆづ姉の続きをさせてもらいますね♡」

　風華は自分の胸を両手で持ち上げながら、俺のペニスへと押しつけてくる。

　寝転んだような体勢になっていて、スカートがめくれて白のパンツもまだ見えたまま。
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　雪月も、俺にキスして唇をむさぼってから、ベッドの上で立ち上がってピンクのパンツを堂々と見せつけて──

　さらに、際どいところまで下ろしてくる。

「雪月、風華。もっと、二人をまとめて楽しませてもらうぞ……」

「いいよ、双子を隅々まで楽しんで♡」

「双子メイドですから、ご主人様のご命令に従いますよ♡」

　俺は雪月のピンクパンツにキスして、風華の胸の間に挟まれたペニスを突き上げるように動かす。

　美少女双子メイドのご奉仕、同時にもっともっと楽しませてもらおう──













３　メイドたちは教育したいらしい




　そして、数日後。

　期末テストが返却され、俺も双子もだいたい予想どおりの結果だった。

　俺はなんとか上位グループを維持して、雪ゆ月づきと風ふう華かも同じく上位──というより、当然のようにまったく同一の点数だった。

　教師から、双子の得点に特にツッコミは入らなかったとのこと。

　実際、ウチの学校はデジタルでのカンニングにも目を光らせてるらしいしな。

　学校側も、馬鹿じゃないはず。

　双子は普段から課題などもきちんとこなしているようだ。

　教師たちも、雪月の成績はもとから把握してるだろうし、編入試験を受けたばかりの風華の学力もわかっているはず。

　二人とも、大きすぎるリスクを冒してカンニングする必要性などない。

　以前、双子が通っていた中学ではカンニング疑惑がかかったらしいが、普通に考えればありえないってわかるよな。

　そんなわけでテストも三人揃って良い形で終わり、ついでに一学期も終了して。

　遂に夏休みだ──







「「実家に帰らせていただきます……」」

「いやいや、俺が愛想尽かされたみたいに言うなよ！」

「あはははは！」

「ふふふっ」

　翼つば沙さ家の玄関。

　雪月と風華がマンションのエントランス前に立ち、二人揃ってクスクス笑っている。

　夏休みに入って、さっそく──雪月たちは一度実家に戻ることになったのだ。

　雪月は半袖のカットソーに、タイトなミニスカート。

　風華は白のワンピースの上に、薄手のジャケットを羽織っている。

　二人はそれぞれ、小さなカバンを持っているだけだ。

　荷物はわずかな身の回りの品だけでよく、着替えなども実家にあるので必要ないらしい。

　もうすぐ迎えの車が来るとのことで、二人はそれを待っているところだ。

「まー、しょうがないわよね。あたしらも好きにやらせてもらってるんだから、たまには親のところに顔出さないと」

「といっても、家に帰っても父と母がいるかどうかは怪しいものですけど」

「え、そうなのか？」

　てっきり、翼沙家の両親も二人の娘の帰りを楽しみに、家で待ち構えているのかと思ってた。

「真まさ樹き、一応ウチの親は翼沙家の当主とその妻なんだから忙しいのよ。母親も翼沙グループで働いてるし。なんなら、お父さんよりお母さんのほうが働いてるかも」

「そもそも、お母さまは翼沙グループでのし上がって、お父さまと出会ったわけですしね」

「そんな過去があったのか」

　俺が持っている双子の親のデータといえば、雪月たちが似すぎていて親でも混乱していた、という話を聞いたくらいだ。

　雪月たちが優秀なのは、親からの遺伝説あるな……。

「ま、さすがにお父さんもお母さんも少しは家に顔を出すとは思うけどね」

「そうか。俺も一度、翼沙家のご両親に挨拶したほうがいいのかな」

「どうかな……風華、どう思う？」

「ウチの親は家族以外とはアポがないと会わない主義ですからね。スケジュールも分刻みで数年先まで埋まってるでしょう」

「そこが問題なのよね」

「……難しそうな人たちだな」

　双子の両親は、ビジネスとプライベートをきっちり区別している人たちらしい。

　ウチの親なんて、双子が店に行けばいつでも会えるし、なんなら仕事を放り出して相手をするんじゃないだろうか。

「まあ、真樹に来てもらう件は、考えておくわ」

「そうですね、それじゃあ……亜あ沙ささん、優ゆ羽うさん、真樹さんのことよろしくお願いします」




「「お任せください、お嬢様」」




　俺の背後に控えていた二人のメイドが、また声を揃えて応じる。

　そう、亜沙と優羽は雪月たちの帰省に同行せず、このままこのタワマンに残るらしい。

　雪月と風華がいないうちに、二人の部屋の掃除と整理を徹底的にやるそうだ。

　双子の部屋は散らかっていないので、特に必要ないと思うが……まあ、双子メイドにはこだわりがあるんだろうな。

　お嬢様たちの部屋にはホコリの一粒も許さない、みたいな。

　とにかく、居残りの双子メイドと俺で翼沙家の留守を守ることになる。

「料理掃除洗濯はもちろん、お食事のときは私たちが真樹さまのお口に運んで差し上げます」

「お着替えのときはシャツのボタンを留め、靴下まで私たちがはかせて差し上げます」

「俺は幼児か!?」

　そこまで至れり尽くせりだと、逆に不便だわ！

　自分のペースでメシは食いたいし、着替えなんて自分でやったほうが絶対に早い。

「真樹の扱いは亜沙と優羽に任せるわ。亜沙と優羽は、プロだしね」

「わたしとゆづ姉ねえのお世話には愛はありますが、スキルではメイドにはかないませんからね」

　雪月たちも家事は万能だが、メイドたちが技術が上であることは認めている。

　俺の世話を双子メイドに任せることに、文句はないようだ。

　いや、そこまで世話される必要はないんだがな、マジで。

「んふふ、真樹がんばってね」

「期待しています」

「…………？」

　雪月と風華が俺をじっと見ながら、思わせぶりに笑っている。

　なんだ、なにか嫌な予感が──

「お、おい。雪月、風華、おまえらなにか仕込んでるんじゃないだろうな？」

「大丈夫、悪いようにはしないから」

「それ、悪だくみしてるときの台詞せりふだろ！」

　まずい、間違いなくなにか企んでる！

「あ、車が来ましたよ、ゆづ姉」

「本当だわ。それじゃあね、真樹」

「行ってきます、真樹さん」

　ちゅ、ちゅっと続けて雪月と風華が俺にキスしてから、マンション前に駐まった車のほうへ歩き出す。

　あの車、翼沙家の使用人が運転してるのでは？

　そんな人たちの前で堂々と俺にキスしてよかったのか……？

　いや、同棲は翼沙家にバレてるだろうし、双子メイドにもイチャついてることは知られてるんだろうから、今さらだが。

　いかにも高級そうな黒塗りの車に乗って、雪月と風華は去って行った。

「行ってしまわれましたね」

「実家でのご滞在は三、四日程度の予定です」

「……思ってたより短いよな」

　そもそも、雪月たちの両親があまり家にいないので、双子が長く実家に滞在しても意味はないのだろう。

「あいつら、結局なにを企んでるんだろうな？　亜沙、優羽、知ってるんじゃないか？」

「お嬢様たちは常になにか企んでおられます。気にしていたら身がもちません」

「お嬢様たちの企みを楽しむことをオススメします」

「ありがたい忠告だな」

　確かに、双子メイドの言うとおりだ。

　気にしても仕方ないし、雪月たちが俺に害のあることを仕掛けるはずもない。

　俺と双子メイドはマンションに入り、翼沙家へと戻る。

　ドアを開け、リビングへの廊下を歩きながら──

「うーん、俺も実家に帰ったらよかったか？　そうすりゃ、亜沙と優羽も二人だけで羽を伸ばせただろ？」

「羽を伸ばす……とは？」

「聞いたことがありませんね」

「概念を知らないのかよ！」

　この双子メイドに、休息の二文字はないようだ。

　大丈夫か、翼沙家は？　ブラックなんじゃないだろうな？

　リビングに入り、俺がソファに座ると彼女たちはその前に立った。

　相変わらず、使用人としては仕事中にくつろいだ姿は見せないらしい。

　俺はご主人様じゃないんだから、気にせず座ればいいのに……。

「いやでも、マジな話だ。俺がいると邪魔……とは言えないだろうが、二人だけのほうがよかっただろ」

　そうすれば、亜沙と優羽に余計な手間をかけさせることもなかったのに。

　ただ、雪月と風華が「お留守番をお願いします」と強く頼み込んできたのだ。

「いいえ、真樹さまがいないと困ります」

「家に主あるじがいないと、メイドはメイドではありません」

「そ、そういうものか？」

　俺はメイドたちの主ではないが、ご主人様代理、といったところか。

　亜沙たちのこだわりはともかく、メイド二人がいれば留守番としては充分だろうが──

　とはいえ、これだけ世話になっていて頼み事の一つにも応えられないようでは男らしくない。

　しっかりと留守を任されてやろうじゃないか。

　コワモテの俺が出入りしているだけで防犯になるレベルだ。

　腕うでっ節ぷしにも自信があるし、万が一強盗が侵入しても抵抗くらいはできる。

　少なくとも、セキュリティ的な意味では俺の存在はマイナスにはなるまい。

「ですが、こちらも真面目な話をしますと、真樹さまは本当に実家にお戻りにならなくてよろしかったのですか？」

「ああ、やっぱり状況的にな」

　雪月たちとタイミングを合わせて帰省しようかと、一度実家に連絡はしている。

　ただ、両親が「帰ってくるならお盆にしろ」とのことで、墓参りも兼ねたほうが楽だろうということになり。

　若葉も「今、めんどくて楽しい問題を解いてるところだから、兄さん帰ってきたら邪魔」とのことだった。

　いつでも帰れる距離なので、今だろうが盆だろうがどうでもいいのだが──

　家に帰って、若葉に「邪魔」などと言われるのも辛い。

　なんの問題を解いているのか知らんが、若葉のヤツは夢中になると周りが見えないからな。

　だからこそ帰って世話をしたほうがいい気もするものの、邪魔もしたくない。

「まあ、今慌てて帰ることもないか。留守番を任されたんだから、おとなしく家にいるさ」

「「承知いたしました」」

　双子メイドが同時に頷く。

　慎ましく暮らしていれば、彼女たちの仕事の邪魔にもならないだろう。

　俺の部屋も徹底的に掃除したいなら、丸一日くらい外で時間を潰してきてもいいしな。

「お嬢様たちのお部屋のお掃除はしますが、真樹さまのお世話もしっかりいたしますので」

「ご安心ください、お嬢様たちからも厳命されておりますので」

「メシは自分で食うし、着替えもするからな？」

　このメイドたちは、お嬢様の命令であれば確実に遂行する。

　しかも、仕事が完璧すぎるくらいだ。

　左右に侍ってメシを口に運んできたり、裸に剥かれて着替えをさせられては困る。

「亜沙たち、仕事熱心だからな……Ｔシャツの畳み方一つ取っても完璧すぎるんだよな」

　この数日は、俺もメイドたちの世話を受けてきた。

　俺の知らぬ前に、洗濯物がきっちりとクローゼットにしまわれている。

　Ｔシャツの畳み方の話は冗談じゃなくて、ピシッとミリ単位で完璧に整えて畳んでいるんじゃないかと思うほどだ。

「ただでさえ翼沙家での生活は快適すぎたのに、さらに質が向上するとはな」

「僭せん越えつながら、私たちがお嬢様たちに家事をお教えしましたので」

「お仕えするお嬢様が相手でも、負けられない戦いがあります」

「まあ……仕事にプライドがあるのはけっこうなことだ」

　雪月と風華も、亜沙と優羽も家事の能力は平均をはるかに越えているので、争う必要もないと思うが。

　世話になりっぱなしの俺がどうこう言うことでもないな。

　そうだよな、今さらだが世話になりっぱなしなのは──

「なあ、優羽、亜沙」

「「はい」」

「俺にも手伝えることないか？　雪月と風華はともかく、あんたらが俺の世話をする理由もないだろ？」

「そうですね……確かに、真樹さまにお仕事をお願いしたほうが気が楽になるでしょうか？」

「そうそう、そういうことだ」

　雪月と風華は、徹底して俺に家事のたぐいをやらせなかったが、双子メイドの忠誠心はあくまで双子お嬢様に向けられているはず。

　だったら、俺にも少しは手伝いをやらせてもらえるだろう。

「ですが、家事はいけません」

「え？　家事以外に手伝えることなんてないと思うが……警備ってわけにもいかないだろ？」

「いいえ、私たちの〝教育〟を受けていただきます」

「教育？」

「お嬢様たちに家事をお教えしたように、私たちにとって〝教育〟もお仕事の一つです」

「メイドの仕事としては意外だが……まあ、メイドも昔とは違うのか」

　ひたすら料理洗濯掃除をするばかりでなく、新しい仕事が生まれていて当然だ。

　農村の娘が貴族の屋敷で下働き──なんて時代とは違うんだからな。

「つまり、雪月と風華にとって役に立つ技術を習えって話だよな？」

「はい、あなたには私たちの大事なお嬢様をお任せするわけですから。ある程度のスキルを身につけていただきたいのです」

「ああ、言わんとしてることはわかるが……」

　それこそ護衛のための戦闘力とか？

　いや、令嬢たちのお相手としての礼儀作法？

　後者のほうが苦手だな……なにしろこっちは、庶民的な中華料理店のセガレでしかない。

「翼沙家では、使用人がものを教えること自体は問題ございませんが、真樹さま的にはいかがでしょうか？」

「ああ、教わること自体はこっちも問題ない。あんたらは年上なんだしな」

　年下であっても、ものを教わってプライドが傷つくなんてことはない。

　それが、雪月と風華のために役立つことなら尚更だ。

「でしたら、僭越ながら我々がお教えします」

「ああ、なんだ？　やっぱり雪月たちの世話のやり方か？」

　ペットじゃないから、飼育方法みたいなものはないだろうが。

　ただ、俺もまだ雪月と風華のことをすべて知っているとは言いがたい。

　亜沙と優羽が知っていて、俺が知らないことはたくさんあるはずだ。

「いいえ、そんなことではありません」

「ある意味ではそのとおりかもしれません」

「おい、どっちなんだよ」

　相変わらずまったく同一の外見、同一のキャラに見える二人に別々のことを言われると混乱する。

　亜沙と優羽は、顔を見合わせてこくんと頷くと。

　スカートを両手でつまんで、優雅に一礼する。

「「もちろん、お嬢様たちを愛する技法です」」

「愛する……技法？」

　愛？　技法？

　このメイドたちは、いったいなにを言っているんだ……？

「有あり体ていに言いますと」

「お嬢様たちにえっちなことをするやり方です」

「有り体に言いすぎだろ！」

　俺、もっとクールなキャラだったのに。

　最近、ツッコミキャラになってきた気がしてならない。

　しまった、失敗した……迂う闊かつに教わってもいいなんて言うんじゃなかった。







「だいたい、えっちなって……その、今でも充分に……」

「もちろん承知しております」

「私たちの目を盗んで、〝一線を越えなければＯＫ〟という名目のもとに好き放題やっておられるようですが」

「人聞きが悪いな……」

　だが、メイドたちが一つ屋根の下にいるのに、今までと同じように双子とエロいことをやっているのは事実だ。

　さすがに、慎みに欠けていたかもしれない。

「ただ、今はまだよろしいでしょう。お付き合いを始めたばかりで、お嬢様たちもテンションが上がっています」

「真樹さまのような二つの人格……ダブルマインドでしたか。それをお持ちの方は、そう巡り会えるものではありません」

「ダブルマインド、いつの間にかおまえたちにも伝わってたのか」

　俺、まるで異能力者みたいになってるな。

　脳内会議ができることを除けば、本当になんでもない特徴なのに。

　その脳内会議だって、よほど重要な局面でなければ発生しない。

　少なくとも今、「えっちな技法を教えます」と言われても会議は始まらない。

「ただ、今は盛り上がっていても、毎日イチャイチャしていれば飽きてくるでしょう」

「そうならないように、スキルアップは必要です」

「そんな理由でなにを始めようとしてるんだよ!?」

　少なくとも、俺のほうは雪月と風華に飽きるなんて絶対にありえない。

　たぶん、双子のほうも同じだと──思いたい。

「だいたい、雪月と風華に悪いだろ、メイドを相手に練習なんて──」

「ちなみにこの件は、お嬢様たちも了承済みです」

「は？」

「いえ、むしろお嬢様たちからのご命令です」

「……雪月も風華も、こうなることを知ってたってことか？」

　ああ……さっき出かける前の、雪月と風華の意味深な笑みはそういうことか！

　くっそ、なんて置き土産をしていくんだ……！

　いや、置き土産どころか地雷を仕掛けられたようなものだ。

「あのな、俺が雪月や風華と……ああいうことをしてるのは、付き合ってるからだぞ。当たり前のことだが、付き合ってもいない亜沙と優羽とするわけには──」

　じぃっ、と双子メイドはまったく同じ目を俺にまっすぐ向けてくる。

　いつもどおりの無表情で、まるで感情が読めない。

「そうおっしゃらずに。お嬢様たちは、真樹さまが自分たちに飽きることを恐れているのです。お可愛いではありませんか」

「ですから、あのお可愛いお二人のためにも、真樹さまにはもっと楽しむ方法を知っていただきたいのです」

「ずいぶん心配性だな、あの二人……」

　つまり、俺と離れたくない──と確かに可愛いことを思ってくれているらしいが。

　それにしたって、方法が極端すぎる。

　感動していいのか、呆れていいのか……。

「もしも真樹さまがお嫌でしたら、拒否することもできます」

「ですがお嬢様たちに操みさおを立てる、という理由でしたら拒否は認めません」

「なんでだよ！　重要なところだろう!?」

　いかん、また大声を上げてしまってる。

　俺みたいなコワモテが、双子や鷹耶でない女子を相手に声を張り上げたら……。

「「少しも重要ではございません」」

　俺の大声にもまったく怯んでないぞ、亜沙も優羽も。

　このメイドたちは、気遣いする必要ゼロか？

「「ただ、拒否する理由としまして」」

「私たちの容姿が好みでない」

「私たちの肢し体たいには興奮しない」

「「以上二点の理由でしたら、私たちは引き下がります」」

「…………」

　ハモったり、台詞をリレーしたりされると、なんか混乱してくる。

　ただでさえまったく同じ顔、同じ髪、同じ服装で戸惑わされるのにな。

「あのな、なんというか……あんたら双子は、好みがどうとかいう次元を越えてるだろ」

　嘘はつきたくないから、本当のことを言うしかない。

　銀色のセミロングの髪に透き通った瞳、圧倒的な美貌。

　無表情なところも、逆にミステリアスな雰囲気が出ていてプラスに作用している。

　この顔が好みじゃない男が、存在するとは思えない。

　それにスタイルだって、身長は翼沙姉妹とほぼ同じくらい、胸も雪月たちがやや大きいかもしれないが、これも互角に近いだろう。

「ちなみにスタイルのほうは、私たちがお嬢様たちより身長は一センチ下、胸のサイズは二センチ下の88センチです」

「そ、そんなことまで説明しなくていい！」

　なんだ、俺の周りの女性陣はわざわざ身体のサイズを教える趣味があるのか？

　普通、よほど親しくても言いにくいもんだろ。

「ですが、背が低く胸も多少小さいだけでなく、肉づきも私たちのほうが薄いので、体重は軽いですね。スレンダーな肢体がお好みであれば、こちらのほうがお気に召すかもしれません」

「あのな、肢体とか言うな」

　スレンダーなのは嫌いじゃない──って、そうじゃなくてな。

「「真樹さま」」

「次はなんだ？」

「私たちは、真樹さま以上にお嬢様たちの身体のことを知り尽くしています」

「なんの話だよ……」

「なにしろ幼い頃からお嬢様たちのお世話をしてきましたので。さすがにオムツは替えたことはありませんが」

「一歳違いでできるわけないだろ」

　若葉は俺より三つ下だが、その年齢差でもオムツまでは替えたことがない。

「それでも、お嬢様たちをお風呂に入れ、初めてのブラジャーも私たちがお選びして、毎日スキンケアもしてすべすべの肌を維持してきました」

「それはご苦労さんというか……」

　二人の双子メイドが、可愛い双子美少女を全裸にして、化粧水なんかを塗っている映像が浮かんできてしまう。

　しかも、中学生くらいの雪月と風華の姿が浮かんだせいで──

　なんかイケないことを考えているような気がしてしまう。

　俺は断じてロリコンではないんだが。

「定期的に、お身体を拝見してなにか異常がないか、私と優羽の目で確認もしてきました」

「…………」

　今、俺から見て右に立っているほうが亜沙らしい。

　マジでわからんかった。

「亜沙と私でお嬢様たちを一度ずつ確認し、常にダブルチェックも怠っておりません」

「……今は俺も見てるからトリプルチェックだな」

「もしなにかありましたら、私たちに報告していただければ助かります」

　優羽のほうが、澄ました顔でそう言って。

「ですが、お嬢様たちのお身体のことは、私と優羽が一番よく知っています」

「この手で触れて、異常がないか確かめてきましたので──お嬢様たちの〝責め方〟も知っているのですよ」

「せ、責め方？　物騒すぎるだろ」

「お嬢様たちがどこに触れられたら強く反応するか──知りたいと思いませんか？」

「し、知りたいって言ったら……どうするんだ？」

「「こう致します」」

　双子メイドは同時にそう応えると──いきなりワンピースのボタンを外して。

　清楚な白のブラジャーをあらわにする。

　88センチというサイズは本当のようで、胸の谷間がくっきりとできあがっている。

「お、おいっ、なにをしてるんだ!?」

「メイドは白のブラジャーが推奨されています」

「華か美びな下着はよろしくありません」

「色とかデザインの話をしてるんじゃない！」

　メイドなら、求められたことを説明してほしいもんだな！

「というか、誰かに見られるわけでもないのに、下着に推奨もなにもないだろ？」

　今まさに、俺が見ているとはいえ。

「気持ちの問題です。派手な下着などつけて、浮かれているようではメイド失格です」

「プライベートでは黒も赤もつけますが、お仕事中は常に地味で質素な白です」

「それを俺に報告する必要があるか!?」

　しかも双子メイドは、いつの間にかソファに座ったままの俺にじわじわと近づいてきている。

　身体を屈めて、その胸を突き出すようにして俺のほうへと──

「それと──こちらもご確認ください」

「ご遠慮なく──ご覧になってください」

「…………っ」

　亜沙と優羽は俺の手を掴み、自分のスカートのほうへと引っ張っていく。

「み、見るわけにはいかないだろう！」

　もう俺の手が、彼女たちのスカートに当たってしまっている。

　分厚い布地の感触が伝わってきていて──

　どうしても、その長いスカートの中にある光景を想像してしまう。

「いいえ、先ほども申し上げました。メイドは華美な下着を着用してはいけません」

「今はお嬢様から、あなたのお世話をするように命じられております。つまり、現在はあなたがご主人様です」

「ご主人様って……」

　俺の手の甲が二人のスカートに当たり、彼女たちが俺の手を持ち上げるようにして──スカートもまた持ち上がっていく。

「私たちがメイドのルールを守っているか、お確かめください」

「僭越ですが、ご主人様の義務でもあります……」

　圧倒的な、日本人離れした美貌もすぐ目の前にある。

　俺は、ごくりと唾を呑み込んで──

「……これでいいのか？」

「「あ……」」

　スカートの裾を掴み、ぐっと持ち上げる。

　ほっそりとした白い太ももと、その付け根──

　さらに、その上には真っ白なレースの刺し繍しゆうが施された下着があった。

　レースは派手というほどではなく、清楚さを感じさせる。

「……ちゃんとルール、守れてるじゃないか」

「決断がお早いですね」

「さすが二つの人格をお持ちです」

「今のは関係ないからな」

　スカートの中を見ないと、この二人は引き下がらないと思ったからだ。

　しかし、まだブラジャーもあらわになったまま、スカートをめくってパンツも見えてしまっている。

　双子の同級生たちの下着を毎日見せてもらう日々を送っているというのに。

　今度は、双子の美少女メイドのブラジャーとパンツを見せてもらうとは。

　俺の人生、いったいどうなってるんだ？

「……って、もう見たからいいだろ！」

　俺は、さっとスカートから手を放す。

　これ以上、この圧倒的美人二人の下着姿を見ていたらどうにかなりそうだ。

「まだです、これからが本番ですよ……」

「真樹さま、お嬢様たちと最後までなさるつもりはないのですよね？」

「え？　あ、ああ」

　まだ、雪月と風華とは口や胸を使わせてもらっているのに、一線を越える気はない。

　単純に、雪月と風華、どちらと〝先に〟一線を越えるのか決められないからだ。

　俺は同時に、まとめて、雪月と風華を求めている。

　だが、最後の最後だけはどうやっても〝同時〟というわけにはいかない。

　その〝順番〟を決められない限り、俺は双子と最後まですることはできない。

「でしたら、お嬢様たちと最後までなさることなく楽しんでいただくために……あの方たちの責め方をお教えします」

「どこをどう責めればいいか……まずはご覧になってからですね」

「…………っ」

　双子メイドは、また俺の手を取って、今度は自分たちの胸へと導いてくる。

　その豊かなふくらみを、さらに俺のほうへと近づけてきて──

「…………」

「「あっ」」

　俺は二人のブラジャーのカップに指をひっかけ、くいっと下に引っ張る。

　ピンク色の乳首があわらになる。

「……ずいぶん簡単に見てきましたね」

「……もう少し、すったもんだがあるかと」

「すったもんだって。もう面倒くさくなってきただけだ」

　ブラジャーの下から現れた乳首は、雪月と風華のものより乳輪がやや大きい。

　それに、色は同じピンクだが、双子メイドのほうが少しばかり色が濃い気もする。

「つまり、最後までする気がないのなら、せめて愛撫で雪月と風華を楽しませてやれって言いたいわけだろう？」

「お察しがよくて助かります」

「私たちのお嬢様のためなら、あなたに胸を見せるくらいは容易いことです」

　亜沙と優羽が続けて言い、みずからブラジャーを下にズラして、ほとんど胸をあらわにした。

　ぷるっ、とブラをズラした弾みで揺れたのがエロすぎる。

「では、お話が早いです」

「では、お話を進めます」

「今度は……なんだ？」

　俺は、思わず双子メイドの乳首を凝視してしまっているが、これはもう仕方がない。

　ここまで圧倒的な美人二人がピンクの乳首をあらわにしていて、見ずにいられるほど聖人になれたら苦労はしない。

「お嬢様たちを相手に、したくてもできなかったこと──」

「最後の一線を越えるだけでなく、ありますね──？」

「…………」

　この双子メイドはずいぶんとカンがいい。

　俺に二つの人格があることを──ダブルマインドであることを見抜いていたしな。

　メイドとしての家事のスキルだけでなく、察しの良さがないと翼沙家の使用人は務まらないのかもしれない。

「私たちはメイドとして、お仕えしています」

「ご主人様のお顔を拝見して、要求されていることがわかるように」

「「私たちは躾けられてきました」」

「なんでもわかったら、余計に大変だろう……？」

　あまり気が利きすぎても、自分たちの仕事が増えて苦労するばかりではないか？

「お優しいですね、真樹さまは」

「ですが、これが私たちの生き甲斐ですので」

「…………っ」

　双子メイドは顔を寄せて、左右から俺の頬にキスしてくる。

　柔らかな唇の感触が伝わってきた。

「唇へのキスだけはできません。お嬢様方に禁止されております」

「もちろん、最後の一線を越えることも。それ以外でしたら──」

「「どんなご要望にも応じて、ご奉仕させていただきます」」

「だから、わざわざハモらなくても！　ど、どんなご奉仕でもか……こっちも本当にやりたいことをやるぞ？」

「「楽しみです……」」

「…………」

　期待までされてしまっているのか。

　俺が双子メイドにやりたいことをやって、それが雪月や風華にも楽しんでもらえるか試すなんて、とんでもない話だが。

　もうすっかり流されてしまっているが、今さら引き返せない。

　雪月と風華の許可も出ているのだから、やるだけやらせてもらうか──







「これでよろしいでしょうか？」

「いやらしいですね、真樹さま」

「…………」

　双子メイドは、無表情のままで──

　リビングの床に片手両膝をついて、俺のほうに尻を向ける体勢。

　しかも、片手で長いスカートをめくり、さっきも見せてもらった白いパンツをあらわにしている。

　今度は、つるりとした柔らかそうな尻肉まで見えていて、さっきよりも格段にエロい。

「この体勢は、確かにお嬢様たちには頼みにくいですね」

「お嬢様たちも、真樹さまのためなら喜んでなさるでしょうけど」

　亜沙と優羽は後ろを振り向き、その圧倒的美形の顔をこちらに見せている。

　美人の顔と下着と尻を同時に観賞できるとは──

　もちろん、それだけじゃない。

「じゃあ……いいんだな？」

「はい、これはお嬢様たちも要求されても戸惑うでしょうから」

「私たちでお試しください。その上で、責め方をお教えします」

「それはどうも……と言うべきか」

　こんな恥ずかしいポーズを逆らわずに取ってくれて。

　しかも、さらに責めてもいいという。

　よく見ると、双子メイドの白すぎるほどの顔には、まるで赤みが差していない。

　ここまで恥ずかしい真似をさせられても、まるで照れないとは……プロのメイドだからなのだろうか？

「「どうぞ、真樹さま……いらしてください」」

「ああ……」

　俺は既に取り出していたペニスを、二人の尻のほうへと近づけていく。

　双子メイドはそれを確認しつつ、お互いの尻をくっつけるようにする。

「うおっ……」

　俺はペニスを双子の尻の間に挟むようにしてから──ぐっぐっとこすり始める。

「こんなことを要求されるとは……」

「変態ですね、真樹さま」

　双子たちはまだ後ろを振り向いたまま、彼女たちも腰を前後に動かして、ペニスを挟んだ尻でこするようにしてくれている。

　最後までいけないからこそ、雪月と風華の口や胸を使わせてもらっているが。

　この尻を使ったやり方は興奮するが、さすがにこっちも恥ずかしい。

　だが、双子メイドがまるで照れないので、思い切ってやることができる。

　しかもあくまで、雪月と風華のための〝練習〟なのだ。

「んんっ、ん……」

「んんっ、ん……」

　双子メイドはあえぐ声まで同時で、同じ──

　さすがに二人も変な気分にはなっているらしい。

「亜沙、優羽」

「きゃ……」

「きゃ……」

　俺は二人の華奢すぎる身体を抱え、腰を掴むようにして──

　床にあぐらをかき、双子メイドを膝に座らせる。

　二人分の体重が乗っても、たいして重くない。

「亜沙も優羽も軽すぎだな。メイドは肉体労働もあるだろ？　もっと鍛えたほうがいい」

「余計なお世話です、真樹さま」

「私たちの仕事への口出しは不要です、真樹さま」

「そりゃ悪かったな」

　このメイドたちのプライドを傷つけるような発言は禁止らしい。

　ペニスで二人の尻をこするのはＯＫなのに、おかしな話だ。

　だったら、許してもらえる行動のほうをもう少し進めるか。

「「あんっ」」

　二人が同時に、少しだけ甘い声を漏らした。

　それでもまだ、顔の無表情が崩れないのはたいしたものだが。

　亜沙と優羽が俺の太ももに座ったまま、今度は後ろからではなく──上下にペニスを動かし、二人の尻の間でこすっていく。

　亜沙と優羽の下着をはいたままの尻の肉は、トロけそうなほど柔らかい。

　胸でこすられるのとはまた感触が違い、これもまた最高に気持ちいい。

「では、もっと……」

「では、強く……」

　亜沙と優羽は、まったく同じタイミング、まったく同じ速さで身体を上下に揺らして、それぞれの尻でペニスを挟み込み、こすってくれる。

　まさか、付き合ってるわけでもないメイド二人がこんな恥ずかしいことまで──

「真樹さま、ただ楽しむだけではなく」

「お嬢様たちも楽しませて差し上げることを考えてください」
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「あ、ああ」

　俺はさっそく、双子メイドの胸を掴み、ぐにぐにと揉む。

　確かに雪月と風華より少し小さいかもしれないが、充分すぎるほどのボリュームだ。

　雪月と風華なら、ここで胸を揉みながらキスもさせてくれるが、それは禁止だったな。

「いいですよ、真樹さま。ご褒美にもっと気持ちよくして差し上げます」

「真樹さま、どこまで激しくできるかどうか──試しておきましょう？」

　双子メイドは俺の目の前で上下しながら、こちらを見て。

　唇が触れ合うくらいの近距離まで近づいてきた。

　だがもちろん、キスはしない。

「そういえば……」

「「なんでしょうか？」」

「さっきはどっちが亜沙でどっちが優羽かわかってたのに。もうわからなくなった」

　右側にいたのが亜沙だったか。

　だが、床に手足をついて下着をあらわにさせたときに、入れ替わらなかったか──と言われると自信はない。

「私たちは完全に同じですので」

「見分ける必要はございません」

「だが、あんたらは運命の双子でもデュアル・ツインでもないんだろ？」

　行動や思考がシンクロする運命の双子、一人で二人分の感情を持つデュアル・ツイン。

　そんな性質の持ち主がゴロゴロいるとも思えない。

「もちろん、私たちはただの双子です」

「たまたま、お嬢様たちの近くにいた双子です」

　確か、亜沙と優羽は元から翼沙家の関係者の家に生まれて。

　それも、翼沙家の関係者の中でも〝上層部〟に位置する家の生まれで、雪月たちと年齢も近い。

　翼沙家の子供には、年齢の近い関係者の子供が側近兼世話係としてつくんだったな。

　しかも、雪月と風華は双子なので、自動的に亜沙と優羽が選ばれたって話だったか。

「お嬢様たちは特別な方たちで」

「私たちはごく平凡な双子です」

　亜沙と優羽はそう言いつつ、さらに激しく動いてペニスをしごいてくる。

　尻をペニスに押しつけ、腰をくねくねと振ってくれている。

　しかも、動きが激しすぎて、四つの大きな胸がぷるんっ、ぷるんっと上下に揺れていてたまらない。

「平凡ではないだろう……いくら双子とはいえ、顔も身体も、それに動きまでこんなにシンクロするなんてことがあるのか？」

「私たちは同じ訓練を受けてきたメイドですから、同じになれているのです」

「同じだから、息を合わせて真樹さまを楽しませられるのです」

「後天的に同じってわけか……」

　顔や身体付きがそっくりなのは先天的なもので、同じ動きができるのは訓練の賜たま物もの──

　その訓練の成果を、こんな風に俺が楽しませてもらっていいのやら。

「……というか、この〝練習〟をしてるのは、俺が楽しむためじゃなくて、雪月たちを楽しませるためだよな？」

「「そうでした」」

　双子メイドも、〝練習〟を楽しんでいるのだろうか。

　正直、俺も楽しんでしまっていて雪月たちに申し訳がない──

「あくまで練習で、あくまでお嬢様たちのためです」

「風華お嬢様がオマケでしたら、私たちはオマケのオマケです」

「どんどん話がややこしくなっていくな。俺は人様をオマケ扱いするほど傲慢じゃないつもりなんだが」

「「いいえ」」

　双子メイドは首を振って、また俺の頬にちゅ……と口づけてくる。

「真樹さまに望むことはただ一つ。お嬢様二人を、同時に幸せにしてくださることです」

「そのためなら、私たちはオマケのオマケ扱いでなにも問題ございません。いえ、そうしてくださったら嬉しいです」

「…………っ！」

　二人の動きがさらに激しくなり──絞り上げられるようだ。

　亜沙と優羽のおっぱいが、さらにたゆんったゆんっと音が聞こえそうなほど大きく弾み、乳首もピンと尖ってしまっている。

「だからって、こんなことまでして……本当にいいのか？」

「「私たちはお嬢様たちを愛していますから」」

「あ、愛って……そうだとしても、俺にここまでする理由になるか？」

「「お嬢様たちが愛する人は、私たちも愛しています」」

「……え？」

「と言ったら、お信じになりますか？」

「そんなこと……考えてられないな」

　俺は、二人の細い腰をぎゅっと抱き寄せ──

　さらに激しく、二人の尻肉でペニスを擦っていく。

　もしかすると俺、からかわれたのだろうか？

　だがもう、二人の身体が気持ちよすぎて頭の回転が鈍ってきている。

「亜沙と優羽がなにを考えていようと──もう俺は、雪月も風華も手放すつもりはない。二人の先にどんなレールが敷かれていてもな」

「そう……でしょうね」

「そう……なのでしょうか」

「…………？」

　二人の台詞はタイミングがズレ、言っていることも違う。

　そんな違和感の中で俺は遂に──

　亜沙と優羽、二人の尻のトロけるような柔らかさの中で終わりを迎えていく。

「「きゃっ……！」」

　俺が激しく果て、二人の尻と白いパンツをドロリとしたもので汚してしまう。

「ああ、こんなに……私たちでも興奮されるのですね」

「お嬢様たちも、これなら満足されるでしょうか……」

「……たぶんな」

　こんな練習をしてたところで、雪月と風華を相手にこれができるんだろうか？

　尻で楽しませてくれなんて、なかなか言い出せそうにない。

　メイド二人になら言えたあたり、俺もたいがいだが。

「では、もっと……今度はこちらでもいかがですか？」

「そうですね……せっかくですから、いろいろ試しておきましょう」

「お、おい……」

　亜沙と優羽、双子メイドは俺の前に座り直して。

　長いスカートをめくり上げ、今度は前から白いパンツを見せつけてきた。

　双子メイドの真っ白で柔らかい尻も魅力的すぎたが、前から見る下着も勝るとも劣らない。

　今、一度果てたばかりだというのに。

　この双子メイドを相手に、今度はなにを〝練習〟するべきか悩み始めている自分がいた。

　雪月と風華の許可が出ているとはいえ、俺は双子メイドを相手にこんなに楽しんでしまっていいのだろうか──

「いいのです、真樹さま。ご遠慮なさらずに」

「雪月お嬢様と風華お嬢様はあなたのもの」

「「お嬢様たちのメイドもまた、あなたのものなのです」」

　これまた、ずいぶんと俺に都合が良すぎる。

　俺が雪月に告って風華がオマケでついてきて。

　さらに俺は、美少女すぎる双子メイドまで手に入れてしまったのか……？













４　双子はプールに行きたいらしい




「さーあ、行くわよ！」

「さあ、参りましょう」

「ずいぶん張り切ってるな、雪ゆ月づき、風ふう華か」

　俺は、思わず苦笑してしまう。

　夏休みに入って、一週間──

　実家に帰っていた雪月と風華は、何事もなくタワマンに戻ってきた。

　男と同棲なんてとんでもない、と親から怒られて実家に引き留められることもなく。

　どちらかというと、引き留められるほうが普通だろうに。

　ここ最近トラブルが多いので、なにか起きるんじゃないかと心配していたが──

「ただいまー」「ただいま帰りました」と雪月と風華が帰ってきたとき、ガラにもなくほっとしてしまったものだ。

　二人の留守中のメイドとのアレコレの後ろめたさも一瞬忘れていたくらいだ。

　そうして、双子がタワマンに帰ってきた翌日。

　本日は、無事に戻ってきた雪月と風華の提案で──

「これはまた、立派なプールだな」

　そう、双子たちに連れられて俺はプールにやってきていた。

　今日も暑いし、空は晴れ渡っていてまだ午前中だというのに太陽がギラギラとまぶしい。

　こんな日にプールというのは悪くない話だ。

　帰省から戻ったばかりで慌ただしいとも思うが、雪月と風華からのご要望なので、俺には文句はない。

　文句を言うどころか、むしろ楽しみなくらいだった。

　なにしろ──

「ここ、完全会員制、予約制のプールなのよね」

「会員以外の同行者は不可なのですが、今回は特別に許可をもらいました」

「翼つば沙さ家の権力、エゲつないな」

　プールの建物は上品で小綺麗だが、さほど目立つわけではない。

　一般の客が出入りするわけではないので、目立たせる必要もないということか。

　金持ちが遊ぶプールは、見た目からして違うんだな。

　俺が行くプールといえば市民プールだったので、こういう会員制のプールにはおおいに興味がある。

「大型の屋外プールとは違いますけど、人が少ないのでゆったり遊べますよ」

「そうそう、やっぱり混んでるのは嫌よね」

　二人は笑いながら言って、建物のほうへと向かう。

　ちなみに、ここまでは翼沙家の車で送ってもらった。

　しかし、毎日メイドさんに世話してもらい、美少女のお嬢様二人の身体を味わわせてもらい、その上送迎付きで遊びにまで連れて行ってもらう──

　本気でダメになりそうだ。いや、とっくにダメかもしれない。

　俺も双子についていこうとすると──

「兄さん、いいご身分だね」

「妹に言われるとグサッと来るな」

　俺の後ろからついてくる、小さな人影は──妹の若わか葉ばだ。

　クセのあるショートカットの髪に、中学生にしては幼い顔つき。

　白のブラウスに胸元のリボン、濃紺のワンピース。

　もう中学も夏休みに入っているにもかかわらず、制服姿だ。

〝外出の際は制服〟という死文と化した校則を守っている──わけではもちろんなく、私服を選ぶのが面倒なのだろう。

　妹は夏休みに入っても出かけもせずに、家で勉強しているか店の手伝いばかりらしい。

　そんな切ない話を聞けば、兄として放っておけない。

　このプール行きの話に妹を巻き込むのも当然と言えよう。

「ねえねえ、真まさ樹き」

　前を歩いていた雪月が立ち止まり、引き返してきて俺たちの前に来た。

「本当にあんたの妹さん、可愛いわね」

「まあ小さいものは、だいたい可愛いだろうな」

「素直じゃないわね。ねえ、若葉ちゃん、お兄さんって昔からこうなの？」

「物心ついた頃からこんなの」

　若葉は、間髪を容いれずに答える。

　ちなみに若葉は知能が高すぎるからか、一歳にもならない頃の記憶があるらしい。

　俺って三、四歳くらいの頃からこんな無愛想だったのか。自分でも知らなかったぞ。

「というか、若葉。雪月は年上だぞ。敬語を使え、敬語を」

「ああ、いいのいいの。敬語なんて使われたら逆にショックよ」

「ゆづ姉ねえ、わたしは敬語ですが」

「風華のはキャラだからいいのよ」

「わたし、別にキャラつくってるわけじゃないんですけど……」

　風華は姉の適当な発言に傷ついているらしい。

「っと、こんなとこでしゃべってても仕方ないな。中に入ろう」

「そうね、真樹は早くあたしらの水着姿見たいもんね」

「……ああ」

「なんで間が空くのよ！」

　そう言われてもな。

　今朝も、迎えが来る前に雪月の胸も生なまでたっぷり見せてもらったからな。

　むしろ、水着は露出度が下がると言ってもいい。

「いいわ、行きましょ、若葉ちゃん」

「うん」

　雪月は若葉の手を握ってまた歩き出し、受付へと向かう。

「あらら、妹の座を取られてしまいそうですね」

「いいのか、風華？」

「まあ、あまり可愛げのない妹ですから、わたしは」

「可愛げのなさなら、若葉を越える妹はそういないと思うがな」

　今日の若葉は明るい看板娘モードではなく、ダウナーな自室モードだ。

　俺は二つの人格があってもどこでもキャラは同じだが、むしろ若葉のほうが顔を使い分けている。

　若葉は脳が二つあるようなもの──二つの脳で同時に別のことを考えることができる。

　単純に思考速度が二倍になるわけではなく、四倍から十六倍だそうだ。

　そもそも知能が高いらしく、要するに若葉は天才だ。

　二つ人格があっても、知能的にはごく平凡な俺には理解が及ばない。

　だが、天才といってもまだ中学二年生。

　夏休みには家で勉強しているよりプールで遊ぶべきと思うのは、俺が平凡だからだろうか？







　男子更衣室で水着に着替えて、プールに出てきた。

　水着はごく平凡な紺色の、サーフトランクスタイプのものだ。

「ふむ……中はこうなってたのか」

　プールは決して広くない。

　楕円形のシャレたデザインのプール、その奥にはウォータースライダーもある。

　さらに競技用の二十五メートルプール、飛び込み用のプールまで。

　いや、やっぱりけっこう広いかもな。

　ほとんどの客がプールサイドにいて、パラソルで夏の日射しを避けつつ、デッキチェアやサマーベッドに寝そべってくつろいでいる。

　プールに入っている人たちも、大半は浮き輪でぷかぷか浮かんだり、水を掛け合ったりして穏やかに遊んでいるようだ。

　そもそも人が少なく、慌てて場所取りをする必要もない。

　予約制なので、客たちがゆったりくつろげるように人数を調整してあるのだろう。

　俺が行ってた、芋を洗うようなプールとは大違いだな……。

「お待たせ、真樹」

「お待たせしました、真樹さん」

「……おう」

　女子更衣室のほうから、雪月と風華が軽い足取りで出てきた。

　雪月はサングラスを頭に乗せ、風華は大きな帽子をかぶっている。

　紫外線対策はしているようだが、もちろん俺が気になるのはそんなことより──

「どうよ、真樹？　ちょっと可愛く攻めてみたわ」

　雪月は白のビキニの上下、フリフリのレースで縁取りされた可愛いタイプで、首の後ろやビキニパンツのサイドはヒモになっている。

　ああいうヒモは飾りだというのはわかっているが、ちょっと危うい。

「いかがでしょう……？　ちょっと大胆でしょうか？」

　風華のほうは黒のビキニで、胸元が大きく開いていて胸が半分近く見えていて、ボトムのほうも布地が少ない大胆なタイプだ。

「……おまえら、わざとイメージと真逆の水着にしただろ？」

「あ、バレた？」

「あ、バレました？」

　てへ、と双子が同時に舌を出す。

　雪月だけならともかく、風華までそんなイタズラっぽい仕草をするとは。

　イメージでいえば雪月が黒、風華が白の水着をつけそうな感じだ。

「といっても、二人とも似合ってるな。雪月は意外にフリフリも似合うし、風華は胸の谷間を見せるデザインも似合うんだな」

「わーお……」

「あ、あは……」

　雪月が驚き、風華は軽く笑って、二人とも照れている。

　こんなことを言うのは俺のキャラじゃないが、褒めるところは素直にならなければ。

　双子の水着姿は露出度が普段よりむしろ下がっていても、可愛いし似合っている。

　普段、双子に散々世話になってるんだからな。

　気恥ずかしいなんて感情は捨てて、この可愛さを褒めるのが正解だろう。

「なんか、真樹も変わってきたわよね……」

「そりゃ短期間にこれだけ立て続けにいろいろ起きれば、変わらないほうが難しいだろ」

「いい変化だと思うわ。あたしたちがもっとイロイロしてあげたら、もっと変わる？」

「わたしたちも女子ですからね。見た目を褒められるのは嬉しいです。お礼はしないといけませんね」

「待て待て、ここは公共の場だからな？」

　いくら人が少なくても、人目がある場所だ。

　男の姿もそれなりにあるし、双子にこれ以上肌を露出させたくない。

「わかってるわよ。たまには普通に目一杯遊ばないとね」

「夏ですから、たっぷり遊びたいですね」

「ああ──って、あれ？　若葉はどうした？」

「え？　若葉ちゃんなら一緒に──って、いないわね」

「ちょっと捜してきます」

　風華はそう言うと、女子更衣室のほうに戻っていった。

　それから、すぐに──

「いました。更衣室の床に指でなにか書きながら計算してました」

「そのクセが出たか……」

　風華に手を引かれて、若葉が出てきた。

　目がうつろで、ぶつぶつとなにかつぶやいている。

「気にしないでくれ。若葉はたまにあるんだ、こういうこと」

　時々、若葉は取り憑かれたように計算だか論文だかを書き始めることがある。

　手近にスマホや筆記具がなければ、床や壁、時には虚こ空くうに指で計算式や文章を書き出す。

　両親やクラスメイトの前では、そのクセが出ないようにしているのだが──

　今日は俺がいるので、油断してしまったらしい。

「おい、若葉、若葉」

「……あれ、兄さん。双子のお姉さんたちと暮らしてるのでは？」

「そこから説明しなきゃいけないのかよ」

　思考が学問の世界へ飛んだと同時に、記憶も飛んだらしい。

　これもまたよくあることだ。

　記憶が高速の思考に巻き込まれて吹き飛ぶとか──いまいち意味がわからんが。

「ああ、そうか。プールに来たんだった」

「すぐに思い出してくれて助かる……って、若葉。おまえ、そんな水着持ってたのか」

　若葉が着ているのは、オレンジの格子柄のトップスに、スカートにも見えるショートパンツタイプのセパレート水着だ。

　ずいぶんシャレてるというか、デザインより実用性重視の若葉らしくない。

「お姉さんたちが用意してくれたの。一応、水着は持ってきてたんだけど」

「若葉が持ってきたのは、どうせスクール水着だろ？」

「他に持ってないもの」

　若葉は無表情で言って、こくりと頷く。

　こんな妹でも、それなりに友達付き合いはしている。

　去年、友達とプールに行く際にスクール水着を用意していたのでさすがに止めたが、若葉はかまわずに行ってしまった。

　あれは兄として至いたらなかったと思ってる。

　若葉を引きずってでも水着売り場に連れて行って、マシな水着を買い与えるべきだった。

「ん？　でも、雪月たちも若葉のサイズなんて知らなかっただろ？」

「お店で若葉ちゃん、見たことあったもの。だいたいのサイズはわかってたから、いくつか用意しておいたのよ」

「手回しがいいというか……」

　そこまでして、若葉のために水着を用意しておいてくれたのか。

　至らない兄としては大変にありがたい。

「そもそも私、小さいから。サイズが合う水着は子供っぽいのが多いから、こんなオシャレなのはびっくりしたかも」

「探せばあるのよ。子供だって女の子ならオシャレしないとね」

　そんな話をしつつ、俺たちは近くのサマーベッドやチェアを確保する。

「まあ、若葉ちゃんはまだ中二でしょ。これから伸びるわよ」

「そうかな……？」

　若葉は、自分の成長性には懐疑的らしい。

　ウチの妹は、身長一五〇センチにも満たない。

　体重も四〇キロもない……三〇キロちょっとではないだろうか。

「俺はけっこう伸びたのになあ。親父も背ぇ高いし、若葉も遺伝子的には伸びてもおかしくないのに」

「わっ」

　俺が若葉の頭に軽く手を置くと、若葉は驚いてその手を払おうとしてきた。

　子供のような妹だが、子供扱いは嫌がる。

「兄さん、邪魔……」

　払いのけるのに失敗すると、俺の腕を両手で掴んで強引に引き剥がそうとする。

　俺は一八〇超えてるからな、一五〇もない若葉の腕力では無理だな。

「もう、兄さん。ちびだからって子供じゃないの！」

「わかった、悪かったって」

　俺は若葉の頭から手を離し、苦笑する。

「食わないわけじゃないんだけどな、若葉は。ウチは、店の残り物がメシになることも多いし、脂っ気の多いメニューばかりなのにな」

「身長は遺伝もあるけど、体格が小さいのは不思議ね」

　雪月は、じっと若葉を見つめている。

　若葉は不ぶ躾しつけな視線も気にせず、むしろくるりと回ったりして雪月に自分の身体を見せてやっている。

「まあ、若葉は店の手伝いで動き回ってるし、それが終わったらずっと勉強して脳をフル回転させてるからな」

「なるほど、将棋の棋士さんは一局指したら体重が二、三キロも減るといいますね」

「へぇ、そんなことがあるのか。頭脳労働でもカロリーを消費するのは知ってたが、そこまでとは知らなかった」

　若葉は常に脳を──しかも二つの脳を回転させているようなものだ。

　物理的にもエネルギーの消費が激しいのかもしれない。

　若葉のこの小さい体格にも理由があったのか……それは今まで気づかなかったな。

「でも若葉ちゃん！」

「はい？」

「今日は脳を使う必要はないわ！　身体が求めるままに遊べばいいの！」

「はぁ……そうなの？」

　若葉は不思議そうに首を傾げる。

　あまり積極的に遊び回るタイプでもないので、どうしていいか困ってるのかも。

「あーん、可愛いっ！」

「わ」

　雪月は、いきなり若葉をぐっと抱きしめる。

「ねえ、真樹。やっぱり若葉ちゃん、ウチに住ませてみない？　あたしもたまには妹を可愛がりたいわ」

「妹ならここにいますが」

「あんたはあんまり妹って感じじゃないのよね、実を言うと」

「衝撃的な事実ですね、ゆづ姉」

　珍しく、風華がジト目で姉を睨んでいる。

「まあ、双子なら普通はあまり姉とか妹って感覚ないんじゃないか？」

「わたしは、ゆづ姉は姉だと物心ついた頃から思ってますよ」

「風華がそれだから、あたしもギリギリ妹と思えなくもない……ってところね」

「ギリギリですか。もっと妹らしく甘えたほうがいいでしょうか？　お姉ちゃーん♡」

「なんか怖こわっ！」
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「怖いとは失敬ですね、姉とはいえ」

　ますます目を細める風華。

　そういえば、この二人も少しずつ変わってきたような……。

　キャラや口調は違っても、言っていることは似通っていたのに、次第にズレてきているというか。

　姉と妹の差なんて、少しも感じなかったのにな。

「っと、そんなことはいいわ！　若葉ちゃん、泳ぎましょう！」

「いいよ。遊んであげる」

「……まあ、こういう生意気系妹もいいわよね」

　雪月は一瞬だけ驚いた顔をしてから、すぐににこっと笑った。

　若葉の不ふ遜そんな反応にも、雪月は対応してくれたようだ。

　さすがはコミュ強のギャル、中学生の一人くらい軽くさばけるらしい。

　雪月が若葉の手を引いて、楕円形のプールへと向かっていく。

「おーい、おまえらちゃんと準備運動しろよ！」

　俺が二人の背中に呼びかけると、雪月がプールのほうに歩きながら手を挙げて応じた。

「風華は行かなくていいのか？」

「姉に捨てられたので、わたしは寂しく一人でくつろぎます」

「あのな……まあ、俺も急いで行く必要もないか。付き合うよ」

　俺はサマーベッドにごろんと横になる。

　風華も微笑んで、隣のサマーベッドに寝転んだ。

　90センチの胸が、寝転んだ弾みでたゆんっと揺れる。

「真樹さん、妹さんと一緒に遊ぶのは気恥ずかしいとかですか？」

「心を読むなよ、風華」

　俺は苦笑いしてしまう。

　実際、中学生の妹──まだ小学生に見えるが、それはともかく、妹と遊ぶのはなんとなく照れてしまう。

　店の手伝いと勉強ばかりでは可哀想だと思いつつ、俺一人では若葉を楽しませるのは難しい。

　雪月が一緒に遊んでくれるのは、正直ありがたい。

「ですが、妹との距離感なんてそんなものかもしれませんね」

「……ん？」

「わたしとゆづ姉みたいに毎日一緒で、付き合う人も一緒というのが珍しいんですよね」

「後者は間違いなく珍しいと思うが、高校生なら姉妹で毎日一緒は普通だろ」

「そうなんですが……わたしたちは、ちょっと違うんですよね」

「…………」

　言われるまでもなく、雪月と風華が特殊なのは承知している。

　俺と若葉なんて、それぞれがやや特殊でも、兄妹の関係性はごく平凡だろう。

　妹が心配だが素直になれない兄と、兄に無愛想でウザがる妹。

　よくありすぎると言ってもいい関係性だ。

「「真樹さま」」

「うおっ？」

　不意に声がかけられ、サマーベッドの上で跳び上がりそうになる。

　ベッドの上で身体を起こすと──

「真樹さま、日焼け止めを塗っておられないでしょう」

「きちんと塗らないとあとで困ることになります」

「あ、亜あ沙さ、優ゆ羽う？　いたのか？」

「別の車でついてきて、入るときもすぐおそばにいました」

「マジか。気配消しすぎだろ……」

　双子メイド──亜沙と優羽が、俺のサマーベッドのそばに立っている。

　車はともかく、プールに入るときも全然気づかせないとは。

　もはやメイドというより、忍者ではないかと疑いそうになる。

「二人とも、さすがにメイド服じゃないんだな」

「私たちも場所柄はわきまえています」

　亜沙か優羽かわからないが、一方がそう言ってきた。

　二人は、ピンク色の──ワンショルダーというのか片方だけ肩紐というかストラップがついたトップスと、ボトムスのビキニ姿だった。

　肩紐は、ご丁寧に左右対称になっている。

　この二人も胸が大きく、身体が華きや奢しやなので水着姿がひどくサマになる。

　大人びているからか、周りの視線をかなり集めてしまっているようだ。

「夏休みはお嬢様方か真樹さまについていることになっていますので、常におそばに控えています」

「プールでもベッドでも、どこでも真樹さまのお相手ができます」

「お、おいっ！」

「大丈夫ですよ、わたしもゆづ姉も留守中のことは聞いてますから」

「……それもおかしいよな」

　俺が双子メイド相手になにをやらかしたのか、雪月と風華も聞いているらしい。

　特に嫉しつ妬とした様子もないのが逆に怖い。

　俺のほうは、調子に乗ってやりすぎたと反省しているのに。

「そろそろ、亜沙さんたちに試したこと、わたしたちでもやってみていいですよ？」

「あ、ああ、そのうちな……」

　こんな調子で、風華はむしろ亜沙と優羽で楽しんだことを自分たちでもやってみてほしがっている。

　おそらく、雪月も同じだろう。

　思わず、風華の尻のほうに目を向けそうになってすぐに視線を逸らす。

　危ないところだ、風華が座っていて尻がよく見えなくてよかった。

　もしうつ伏せに寝て水着の尻を見せられていたら、俺のなにかが大変なことになるところだった……。

「あ」

「なんだ、亜沙……いや、優羽か？」

「優羽です。雪月お嬢様と若葉さまがプールにいないような……」

「えっ!?」

　俺はサマーベッドから下りて、プールのほうに目をやった。

　プールに入っている人は数えるほどで、すぐに全員を確認できる。

「確かにいない……おい、まさか」

　俺は、たいして広くもない楕円形のプールを隅から隅まで眺める。

　どこにも異常はないが、プールでの異常は一目でわかるとは限らない。

「慌てないでください、真樹さん。このプールは監視員もしっかりいます。ほら、わたしと亜沙さんと優羽さんがいても、ナンパの人は寄ってこないでしょう？　トラブルが起きないように見張りがついてるんですよ」

「だからって……！」

　溺れているならすぐにわかるが、最悪の場合は沈んでいるなんてことも──

「あ、あちらにいました」

「本当かっ！」

　優羽ではない──亜沙のほうが、なにかに気づいたようだ。

　亜沙が指を差し、俺が慌ててそちらを見ると。

「ああ、なんだ、あっちのプールにいるのか。いつの間に移動したんだ」

　俺は、ほっと胸をなで下ろし、そちらに歩いて行く。

　風華もサマーベッドから下りて、ついてくる。

　亜沙と優羽はついてこずに、サマーベッドのそばで待っているようだ。

　雪月たちと若葉の荷物が少しあるので、荷物番をするつもりなのだろう。

「ぷはぁっ！」

「おい、雪月。おまえ、なにしてるんだ？」

　俺が二十五メートルプールのほうに着くと、ちょうど雪月がクロールしてきてゴールしたところだった。

「いえ、びっくりだわ……」

　雪月は驚いた顔をして、隣のコースを見た。

　そちらには、若葉が仰向けにぷかぷかと浮いている。

「お姉さん、遅かったね」

「若葉ちゃんが速いのよ。けっこう本気出したのに、あたし」

　雪月は、はーはーと息を荒らげているが、一方で若葉は涼しい顔をしている。

　若葉は涼しい顔をしているのがデフォルトだけどな。

「ゆづ姉、若葉ちゃんと競争してたんですか？」

「ええ、若葉ちゃんが泳ぎは得意だっていうから。勝負してみたんだけど……メチャメチャ速いわ」

「つまり、わたしよりも速いんですね。水泳も自信はあるんですが……」

　どうやら、翼沙姉妹は水泳の能力も互角らしい。

「若葉、小さいが運動もできるんだよ。小さいからナメられやすいが、拳こぶしで言うこと聞かせたりしてたもんなあ、昔から」

「私は小さいからナメられて、兄さんは大きくて怖いからよくケンカ売られてたね。私、兄さん直じき伝でんでケンカも水泳もできるの」

「ケンカなんて教えたっけか……？」

　そんな物騒なことを小柄な妹に教えるとか、教育に悪いというより悪い教育じゃないか？

「遊びにきたのに、ガチで勝負しなくていいだろ。まったく……」

　俺はまだ息を荒らげている雪月に手を差し伸べ、プールサイドに引っ張り上げてやる。

　若葉はまだ、ぷかぷか浮いたままだ。

「あの、若葉さん。まだお疲れではないですか？」

「うん、全然平気。風華お姉さんも勝負するの？　いいよ、遊んであげる」

「ふ、風華お姉さん……！」

　風華はお姉さん呼びに感動しているらしい。

　妹扱いされたがったり、姉呼びで喜んだり忙しいヤツだ。

「ええ、勝負しましょう。買ったらアイスクリームをおごってあげます」

「負けたら兄さんの面白い黒歴史を教えてあげる」

「おい、自分が損しない勝負をすんな！」

　ためらいもなく兄を賭けに差し出すなよ。

　若葉が軽やかにプールから出てくると、スタート台に上がった。

「ふふ、若葉さんが体力を消耗してる分、わたしにも勝機はありますね。真樹さんの黒歴史、教えていただきましょう」

「今度は本気でやるから」

「あたし、手を抜かれてたの!?」

　雪月がショックを受けているようだ。

　若葉は、本当に手を抜いていた可能性もある。

　こいつ、魚雷みたいに速いからなあ。

　優秀な頭脳を駆使して、最適な身体の動かし方を研究し尽くしているのかもしれない。

「じゃあ、よーい……スタート！」

　仕方なく、俺がスタートの合図をしてやると風華と若葉は同時に見事な飛び込みでスタートを決めた。

　バシャバシャと水をかいて、風華と若葉が驚くほどのスピードで泳いでいく。

「夢の妹対決ね」

「つーか、二人ともガチでいってるな」

「あたしもガチだったのよね……実は真樹兄妹もかなり有能なんじゃないの？」

「俺はツラが怖い以外は取り柄のない男だよ。若葉はまあ……多少特殊だ」

　多少どころではないが、妹の秘密は勝手に明かせない。

「ま、若葉も楽しんでるみたいでよかった。中二の夏休みが勉強と店の手伝いだけじゃ寂しすぎるからなあ。ありがとうな、雪月」

「あはは、お礼を言われることでもないわ。若葉ちゃん、あたしの義理の妹になるかもしれないんだし」

「ぎ、義理の妹……」

　俺が翼沙家のご令嬢と結婚することなんて本当にあるのだろうか？

　それに、雪月と風華のどちらと──

「じゃ、あたしたちも楽しむわよ！」

「わっ、おいっ」

　ドン、といきなり雪月に突き落とされ、バランスを崩してプールに落ちてしまう。

　派手に水しぶきを上げ、そのまま沈んでいく。

　まったく、このプールは飛び込みＯＫといっても、突き落としていいわけじゃないだろ──

「…………？」

　一度プールの底に手がつくほど沈んでから浮上しようとすると。

　ざぶん、と雪月も水中に飛び込んできた。

　そして──

「…………っ!?」

　そのまま潜ってきた雪月は、俺の頬を両手でがしっと掴んで。

「……………………っ！」

　唇を重ね、息を吹き込んできた。

　数秒の間、唇を重ねたままで──雪月はそれから唇を放すと、水中でにっこり笑った。

「…………っ、ぷはっ」

「はー……」

　二人で同時に水上に出ると、すぐそばに雪月の顔があった。

「なにをしてるんだよ、雪月！」

「ごめん、ごめん。なにしろ公共の場だからね。ちゅーも堂々とできないでしょ。水中なら、なんとか。溺れた真樹にあたしの酸素を分けてあげたのよ」

「それはどうも……」

　水中で人工呼吸、なんてたまに漫画などでも見るシチュエーションだが。

　実際にされると驚くばかりで、呼吸どころじゃない。

「せっかく遊びにきたのに、キスもなにもなしじゃつまんないでしょ？」

「別に、普通に遊ぶだけでもかまわないぞ、俺は」

「そうね……」

　雪月は、ちらりとまだ泳いでいる風華と若葉を見た。

　あいつら、一〇〇メートル自由形で競争してるのか？

「まあ、今のうちに遊べるだけ遊んでおかないと」

「なんだ、帰省のほかになにかやることあるのか？」

「ええ、真樹も一緒に」

「俺も？」

　俺が聞き返すと、雪月はすうっと寄り添うようにしてきた。

　白い水着越しに豊かな胸が押しつけられてくる。

「ちょっとね……真樹に一緒に来てもらいたいところがあるの」

「え？」

「だから、今のうちに目一杯遊んでおきたかったのよね」

　今までにない、真剣な声だった。

　ただ遊びにきただけのつもりだったのに──いったい、なんの話だ？

　この夏休みは、楽しいだけでは済まないってことだろうか？













５　双子は実家に招待したいらしい




　八月の上旬、プールに遊びに行った数日後。

　特に暑い日で、全国各地で今夏の最高気温をマークしているらしい。

　午前十時、俺たちは翼つば沙さ家が寄越した車に乗せられ、後部座席で黙って到着を待つことになった。

　当然のように、俺が後部座席の真ん中で左右に雪ゆ月づきと風ふう華かが座っている。

　雪月が言った、〝一緒に来てもらいたいところ〟。

　翼沙家のタワマンから、車で三〇分もかからない距離だった。

　そこは──

「うおお……すげー家だな」

　俺は、思わず馬鹿のように唸ってしまった。

　目の前にあるのは西洋風のお屋敷。

　その屋敷は、高い鉄柵にぐるりと囲まれている。

　華麗な模様が刻まれた門構えは威厳に満ちており、この門だけで真しん竜りゆうの店が買える値段ではと思えるほどだ。

「一応ここが翼沙家の本家なんだけど、実は〝別宅〟なのよ」

「ややこしいな。本家なのに別宅？」

「翼沙家のご老人方の皆様が住まわれてるお家が〝本宅〟なんです。昔は本宅は京きよう都とにありましたが、今は鎌かま倉くらに移っています」

「翼沙家は、古都にこだわりがあるのか？」

　鎌倉がこの国の中心だったのは、もう七百年くらい前の話だが。

　歴史に思いを馳せるのはともかく、俺たちがやってきたのは翼沙家の別宅とやららしい。

　おそらく、現当主ご一家が住む家より、一族の老人方が住む家のほうが重要で、そちらに〝本宅〟が使われているということだろう。

　本宅と別宅があるだけでも、俺たちとは住む世界が違うな……。

「つまり、あたしたちが住んでるマンションは別宅の別宅ってことね」

「余計にややこしい……」

　まあ本宅だろうが別宅だろうが、ここが豪邸であることに変わりはない。

　仮にもカノジョの実家を訪問するのだから、ラフな格好というわけにもいかないが、学生ということで学校の制服姿にしておいた。

　俺に合わせて、雪月と風華までわざわざ制服で来ている。

「さて、翼沙家別宅訪問ツアーも終わったことだし、帰るわよ」

「近くに有名な和菓子屋さんがあって、この時期は美味しいかき氷を出してるんですよ。抹茶がオススメです」

「待て待て、まだ門を見ただけだぞ！」

　屋敷の建物自体は閉ざされた門の向こう、長いアプローチの向こうにあり、よく見えない。

　わざわざ来たのに、ここで引き返す意味がわからん。

「うーん……真まさ樹きを連れてきておいてなんだけど、思いっきり気が進まないのよね……」

「そうですね……わたしたちのこと、もうバレバレなんですが、あらためて言うとなると」

「…………だろうな」

　雪月たちはこの前の帰省で、両親に俺を連れてもう一度帰ってくるように言われたらしい。

　双子は不安がっているようだが、俺は不思議とほっとしていた。

　ここまで双子の美少女と同時に付き合ったり、双子メイドにまで練習と称して淫らな行為に耽ったりしてきた。

　常軌を逸した展開が続いてきたが──

　今になって雪月たちがごく真っ当なことを言い出して、ご両親も当然のことを要求して、常識が存在する世界に戻ってきた気がするのかも。

「いや、行こう。これ以上、雪月たちのご両親にご挨拶しないのも後ろめたい」

「言っておくけど、ウチの両親はあたしたちが真樹と付き合ってることは知ってるのよ？」

「すげぇ話だよな」

　亜沙たちメイドが知っていて、両親が知らないわけがない。

　学校でも、俺たちの付き合いは既に周知されているのだから、バレていて当然だ。

　双子の娘たちが、一人の男と付き合っている。

　逆に言えば、一人の男が娘たちに二股をかけている。

　もし俺が父親だったら、その男の首が後ろに曲がるほどぶん殴ってるだろう。

「あまり考えないようにしてたが──挨拶もしないのは逃げだよな。今さらではあるが」

「考えなくてよかったんです、真樹さん。わたしたち二人を同時に相手にするだけで、あなたは大変なんですから」

「大変というか……」

　普通に考えれば、役得だろう。

　二股をかける男は世間にそれなりにいるだろうが、二人と同時に楽しむことは別だ。

　それも普通に考えるなら、一人ずつ別々で付き合うだろう。

　最後までいっていないとはいえ、最初の頃になかば冗談で言っていた３Ｐを本当にやってしまっている。

　同時に二人の美少女を両腕に抱えて乳首を楽しみ、ダブルで口でしゃぶってもらい、おっぱいで挟んでもらうとか、俺はいったい何様だ？

　親なら余計にそう思う──というより、思うだけでは済まないはずだ。

「よし、殴られる覚悟で行く」

「あー、悲壮な覚悟を固めてるところ悪いけど、真樹。ウチの親はそういうタイプじゃないからね？」

「わたしたちみたいな変わった娘を持った時点で、いろいろあきらめてますからね」

「あきらめてるって……悪い意味でじゃないだろうな？」

　まさか虐待なんてことはないとしても、子供を見捨てているとか……。

　翼沙家のご両親は、双子の見分けがつかなくて困ったという話は聞いているが。

「父も母も娘を可愛がってくれてはいるわよ。そうじゃなきゃ、いくらお金があってもあんなタワマンに住ませないでしょ」

「見張りもしっかりつけてるしね。今日はいないけど」

　そう、亜沙と優羽の双子メイドは同行してきていない。

　今日はタワマンでお留守番中だ。

「でも、ウチの親とは、やっぱり別物だよな」

　真樹家の両親は、ラーメン屋の店主と女将。

　娘二人に高級タワマンの一室（もう一部屋あるんだったか）をポンと買い与えられる大金持ち夫妻とは別次元の存在だろう。

　人としての上下があるとまでは思わないけどな。

　絶対に本人には言わないが、ウチの親父だって美味いラーメンをつくれるのだから、それだけで充分すぎるほど価値のある人間だ。

　いや、ウチの親のことはいい。

　ただ、雪月たちの両親が、実は俺を相手に悪い感情を持っていても不思議はない。

「ま、行くしかないわね。でも真樹は、豪邸のルームツアーだとでも思ってよ。動画ではテッパンのネタでしょ」

「ルームツアーか……そこまで気楽にっていうのは無理がないか？」

　動画投稿サイトはあまり見ないが、よくあるネタということくらいは知っている。

　確かに大金持ちの自宅訪問なんて、そうそうできることじゃないが。

「一見の価値はありますよ、真樹さん。観光地として解放してもいいくらいの無駄に豪華な家ですから」

「なるほど……」

　ルームツアーだとでも思わないと、緊張して挨拶どころじゃなくなるかもしれない。

　雪月と風華の言うとおり、気楽に構えたほうがいいのだろうか。







　翼沙家別宅は、まさにヨーロッパ風──イギリス風だろうか？──とにかく、洋館だった。

　三階建てで、歴史を経た重々しい雰囲気に圧倒されるものを感じるほどだ。

　内装も一〇〇年前にタイムスリップしたかのような、豪ごう奢しやな雰囲気だ。

　華麗なシャンデリアやカーペット、それに花瓶やツボなどの調度品も高級感を漂わせている。

　確かに、ネットでルームツアー動画として配信すれば盛り上がりそうだ。

「観光客だって集まりそうだな。ものを壊したりしたらシャレにならないだろうが」

「真樹さんは気にしなくていいですよ。どうせ、本当に大事な物は表には出してません」

「安物とは言わないけど、日用品として使っても惜しくないものばかりよ」

「なるほど、そういうもんか」

　解説してくれた風華と雪月に、俺は苦笑いを向ける。

　今、その洋館の室内を雪月と風華に案内してもらっているところだ。

　時折、開かれている扉から室内を覗いたりもしている。

　豪邸に住みたいとは思わないが、こんなデカい家に興味を持つなというのは無理だろう。

「一応、土足厳禁なんだな」

　俺は玄関で靴を脱ぎ、ふかふかしたスリッパを借りて履いている。

　雪月や風華が履いているのは、当然ながら自分専用のスリッパらしい。

「一度は室内でも靴で暮らしてみたらしいですが、さすがに日本の習慣と合わないのでやめたそうです」

「まあ、日本人には土足は馴染みがないよな」

　人の家を訪ねて、自宅のクセでうっかり靴のまま上がり込んだりしたら笑えない。

「えーと、どっちだったかしら。ウチ、久しぶりで迷いそうだわ」

「そこまで広いのか!?」

「冗談よ。そんなに広かったら不便でしょ」

　べーっ、と舌を出して雪月が笑う。

　金持ちジョーク、俺には理解できそうにないな。

　長い廊下を進み、目的の部屋に到着する。

　ここは食堂──ダイニングか？

　海外の貴族が出てくるドラマで見るような、長いダイニングテーブルが置かれた部屋だった。

　こんなダイニングテーブル、実在するんだな……。

　白いテーブルクロスが敷かれ、天井に灯りが煌こう々こうとついているのにご丁寧に燭台まで置かれている。

「なあ、雪月」

「なに？」

「俺、テーブルマナーなんて知らないぞ。こんなトコでメシ食うのか？」

「まだお昼には早いし、お茶とケーキが出るくらいじゃない？　適当でいいわよ、適当で」

「軽く言ってくれるな……その適当が難しいんじゃないか」

「いいから、座って。そこでいいわ」

「あ、ああ」

　ダイニングの中央あたりに座り、雪月と風華がその両隣に腰を下ろした。

　この洋館の雰囲気だけで圧倒されてるのに、飲み食いするなんて厳しすぎるな。

　和室で抹茶と茶菓子を出されても困るが、もっと馴染みのない洋風のマナーを要求されるのもキツい。

　しかも相手は、雪月と風華のご両親──

「心配はいりませんよ、真樹さん。本当にマナーが必要でしたら、先に教えてます」

「そりゃそうだが……」

　双子が、俺をいきなり正式な行儀作法が必要な場に放り込むとは思えない。

　ただ、この異様な雰囲気がどうもな……。

「真樹は、どっしり構えてればいいの。まあ、言われなくてもあんたならすぐに馴染むと思うけどさ」

「雪月は俺を買いかぶりすぎじゃないか？」

「買ってなかったら、可愛い妹をオマケでつけたりしないわよ」

「わたしもオマケで自分を差し出してませんね」

「…………」

　この双子の、俺への絶対的な信頼はいったい……？

　いや、運命の双子でデュアル・ツインの相手としてダブルマインドの俺がふさわしいから逃がしたくない、というのは理解してるんだがな。




「お待たせしました」




「…………」

　俺は突然聞こえた声に、反射的に立ち上がっていた。

　どっしり構えていろと言われたところだが、ご両親が現れたのにふてぶてしく座っているわけにもいかない──

「…………？」

　立ち上がり、ダイニングに入ってきた人物を見て俺は固まってしまう。

　見覚えのある顔だったからだ。

「亜あ沙さ……いや、優ゆ羽う？　どっちだ……？」

「どちらでもありませんわ」

　長い銀色の髪を一本に結んで、前に垂らした髪型。

　口元に薄い笑みを浮かべた、圧倒的なほどに整った顔立ち。

　喪服のような黒いスーツ姿で、胸元は大きく盛り上がっている。

　タイトスカートは短く、長い脚がすらりと伸びていて、日本人離れした抜群のスタイルだ。

「亜沙でも優羽でもありませんわ。夜よ琉る──永なが見み夜琉と申します」

「…………」

　俺は、ちらりと雪月のほうを見て、続けて風華の顔も見た。

　二人ともこくりと頷く。

「ええ、その人は亜沙でも優羽でもないわ」

「夜琉さん……亜沙さんと優羽さんの一つ上のお姉さんです」

「あ、ああ、びっくりしたな……実は双子じゃなくて三つ子ってオチかと思った」

　亜沙と優羽が俺たちより一つ上、さらにその一つ上となると、今年十九歳か。

　その夜琉さんとやらが、俺の正面の席に座った。

　すぐに数人のメイドさん──シンプルなシャツとズボンの上にエプロンをつけた若い女性たちが入ってきて、紅茶とケーキを置いていった。

　そういえば、翼沙家のメイドはいわゆるメイド服じゃないって話を聞いたっけな。

　こちらのメイド服は実用性の高い、動きやすそうな服装で理に適かなっている。

　亜沙と優羽がメイド服を着ているのが特殊だとか。

　とはいえ、亜沙と優羽はあのヒラヒラしたメイド服を着ていても、メイドの仕事に支障はなさそうだが。

「服装こそスーツですが、私もこの屋敷の使用人──メイド長ですわ」

「メイド長……」

　この夜琉って人は、亜沙たちともこの別宅のメイドさんとも服装は違うが、メイドの一種ではあるのか。

「真樹央なかばさん。妹たちがお世話になっております」

「いえ、こちらこそ亜沙さんと優羽さんにはお世話になってます」

「真樹央さん、敬語はけっこうです。私も使用人ですので。敬語を使われると困ってしまいますわ。名前も呼び捨てでどうぞ」

「……俺もあんたらのご主人様じゃないけどな。まあ、タメ口ぐちでいいなら助かる」

　俺だって年上への礼儀くらいは心得ているが、タメ口のほうが楽なのは事実だ。

「ねえ、夜琉。お父さんとお母さんは？」

「申し訳ありません、雪月さま。お二人とも急用が入りまして、私が代わりに応対することになりましたの」

「……なかなか古風な言葉遣いだな、あの人」

「キャラづくりですよ。〝ですわ口調〟はなかなかですよね」

「亜沙と優羽といい、翼沙家の使用人はキャラが濃くないか？」

　まったく同一の双子メイドもなかなかだが、このお姉さんも相当らしい。

　その夜琉が、唐突に俺の顔をじっと見つめ始めた。

「あの、なんですか……じゃない、なんだ？」

「真樹央さん……なるほど、いいお顔をしてます」

「失礼だが、見る目がないのでは？」

　タメ口を許可されたが、暴言を吐いてもいいわけではないだろう。

　だが、反射的にツッコミを入れずにはいられなかった。

　子供が見ると泣き出すような俺のツラを見て、なにを言ってるんだ？

「翼沙家のメイドは目利きができないようでは務まりませんわ。あなたは顔形が無ぶ骨こつで目が鋭く、口元にも意思の強さを感じますわね」

「普通は〝怖い〟って思われるみたいだけどな」

「それこそ見る目がないのでしょう。私はお嬢様方の眼力も信じておりますわ」

　そう言うと、夜琉は上品な動作で紅茶を飲んだ。

　なるほど、よく見ると亜沙や優羽とはどこか違う。

　双子メイドより一つ年上なだけとのことだが、威厳のようなものが感じられる。

　亜沙と優羽もクールで無愛想なので威圧感があるが──

　姉のほうは表情は柔らかいのに、どことなく本心を眩くらませている雰囲気を感じさせるからだろうか？

「ああ、いえ。失礼いたしました。お嬢様方が選んだ方を品定めするようなことを言ってしまいましたわ」

「俺を品定めするのが主目的じゃないのか？」

「ええ、そのとおりですわ。雪月さまと風華さまにも、妹たちにも聞いていますが、自分の目で確かめる必要はございますから」

　夜琉は微笑してから、カップを置いて俺を凝視してくる。

　顔は笑っているが、目が笑っていない。

　鋭い目が突き刺さってくるかのようだ。

「ちょっと、夜琉！　おとなしく聞いてたけど、やっぱ黙ってらんないわ！」

「どうされました、唐突に。なんでしょう、雪月さま？」

「あんたって、要するにお父さんとお母さんの代理ってことよね？」

「そうなりますわ。元々、お嬢様方の教育も管理も私が責任者ですもの。実際は亜沙と優羽に任せていますが、あの二人が失敗をすれば私が責任を取ることになっていますわ」

「知ってるわよ。割に合わない話よね、自分が仕事をするわけでもないのに責任だけ押しつけられるなんて」

「いいえ、私が妹たちをメイドとして育て上げ、その妹たちがお嬢様方を育て上げたのですから。問題が起きれば、私の責任になるのは当然のことですわ」

「……なあ、風華。雪月と夜琉って、仲悪いのか？」

　再び、隣の風華にささやく俺。

「逆だと思います。ゆづ姉ねえは、ちょっと夜琉さんに甘えてるんです」

「なるほど……」

　甘えてるからこそ、言いたいことを言えるということか。

「ですが、私などの立場はどうでもいいですわね。それより、ご当主さまと奥さまのお考えをお伝えしておきます」

「…………っ」

　ここまでは挨拶みたいなものか。

　夜琉は、雪月と風華の両親のメッセンジャーだったらしい。

「ご当主さまと奥さまのお考えは、今も変わっておりませんわ。お嬢様たちにあのマンションの一室を与え、好きに生活されることを認めていらっしゃいます。誰とお付き合いするのも自由です。お二人で一人の殿方とお付き合いすることも、予想の範囲を越えておりません」

「そこが、俺はどうも信じられないんだが……」

　自分の娘二人が同じ男と付き合っている。

　信じられないし、事実ならなにがなんでも別れさせようとするのが普通の反応だろう。

「ご当主さまたちは、雪月お嬢様と風華お嬢様には幼い頃から驚かされてきていますわ。まったく同じ見た目で、行動や言葉はシンクロされ、テストを受ければ同じ点数を取り、ピアノのコンクールに出て審査員が最優秀賞を決めきれず、お二人に与えたこともありましたわね」

「そ、そんなことが」

　コンクールの審査員でも、雪月と風華のピアノに差を見つけられなかったのか。

　雪月と風華は、「そんなこともあったわね」「トロフィーは一つだけでしたね」などと、なつかしそうに言い合っている。

「ですから、ご当主さまたちはお嬢様たちが普通の双子でないことに、慣れていらっしゃるのです」

「……こう言っちゃなんだが、雪月たちのご両親もかなり変わってるな」

「ご当主さまも奥さまも、お嬢様方を縛るつもりはまったくありませんの。少なくとも、高校生の間は──」

「…………！」

　やはり、そう来たか。

　そこの話も、今も変わっていない。

　教室で双子が俺との交際を公言した日に聞いた話。

　双子には時間がない──

　自由に振る舞えるのは、高校生のうちだけ。

　その高校時代が終われば、雪月も風華も将来を共にする相手を選ばされる。

　いや、自分たちの意思とは関係なく、押しつけられるのか……？

「雪月、風華」

　俺は、ちらりと左右の彼女たちの顔を見る。

　雪月も風華も、こくりと頷いてくれた。

　そうだ、雪月と風華は、その運命に甘んじるつもりはない。

　二人の人生には、高校を卒業した先の未来には、レールが敷かれている。

　高校時代までの自由を保証される代わりに、そのあとは乗り込まなければならない列車が待っている。

　自由を楽しむだけ楽しんでおいて、そのレールから外れることは許されないのだろうが──

「なにか企んでいらっしゃるようですわね、真樹央さん？」

「さあな。ただ、俺は物わかりのいいほうじゃない」

　ずずっと、音を出して紅茶をすする。

　さすがは翼沙家が出してきただけあって、庶民の舌でもティーバッグのものとはまるで違うことがわかる美味さだ。

　紅茶を飲んで、心を落ち着けて──

「おっしゃりたいことはわかっていますわ。ですが、お嬢様たちには高校を出たら──あと一年半ほどでしょうか。その後は、家が決めたお相手と結婚していただきますわ」

「きっぱり言うんだな」

　俺は思わず、苦笑いしそうになってしまう。

　到底受け入れられる話ではないが──

　夜琉が威圧してくるわけでもなく、ましてや悪意などカケラも持っていそうにないからだろうか。

「ご両親がそう決めるのは仕方ない。だが、俺たちが簡単に応じるとは思ってないよな？」

　俺はまっすぐに、夜琉の整った顔立ちを見ながら尋ねる。

　といっても、答えがほしくて言ったわけじゃない。

　ただ、言っておきたかっただけだ。

「やはり、いいお顔をされていますわ、真樹央さん。ですが、以前となにもお話が変わらないのでしたら、わざわざ私を代理人に立てることすらありません」

「ん？　なんだ？」

「夜琉、それって話が変わったってこと？」

「わたしたちの将来は──どうなるんでしょうか？」

　雪月と風華がまったく同じタイミングで立ち上がった。

　本気で驚いているようで、その顔が興奮で赤く上気している。

「まあ、落ち着いてくださいませ、雪月さま、風華さま。そうですわね、大きく変わったことが一つございます。いいえ、曖あい昧まいだったことを一つはっきりさせたと言うべきでしょうか？」

「なんでもいいわ！　もったいぶらずに教えて！」

「もちろんお教えします。そのために、私も嫌な役を──ああ、余計なことをつい。今のは失言でしたわ」

　夜琉は、くすりと笑った。

　いつも無表情の双子メイドとは、やはり違うようだ。

「お嬢様たちが高校を卒業されたら、結婚していただく話は変わりません。ただ──雪月さま、風華さま、どちらか一方だけです」

「「え？」」

　雪月と風華が、同時に戸惑いの声を上げる。

「雪月さま、風華さま、どちらかは真樹央さんと別れていただいて、婿むこを取っていただきます。ですが、もうお一人は──真樹央さんとお付き合いを続けるのも、将来ご結婚するのも自由です。もちろん、別のお相手でもかまいませんわ」

　再び、夜琉がくすりと微笑む。

「真樹央さんがお二人と同時にご結婚することは、どんなに望んでもかなわないのですから。お嬢様たちは二人で一人、一人で二人。ですが、高校卒業後は一人と一人になっていただきますわ」

　そうだ──

　夜琉が言っていることは意外な話でもなんでもなく、当たり前のこと。

　だが、運命の双子である彼女たちを引き裂くということでもある。

　俺は──そんな話は決して受け入れられない。

　おそらく、俺の可愛い双子たちも。







「死ぬほど落ち着かねぇ……」

　部屋を見回して、俺はため息をつく。

　三、四人が寝転べそうな馬鹿でかいベッドに、踏むのもためらわれる華麗な模様のカーペット、触れただけで逮捕されそうなアンティークなデスクや本棚。

　なんと今日は、このまま翼沙家の別宅に泊まることになった。

　雪月たちのご両親は数日は留守にするらしく、泊まったところで明日会えるわけではないらしいが。

『真樹央さんは翼沙家の娘の一人を娶めとる身なのですから、是非に』

　と、夜琉に強くすすめられたのだ。

　娶る、なんて古風な単語をリアルに聞くことになるとは……。

『それと──』

　と夜琉が付け加えてきたのが、トドメだった。

『そうすれば、亜沙と優羽がマンションでのんびり過ごせます。あの子たちは強引にでも休暇を与えないと休まないので』

　そう言われてしまえば、こちらも断れない。

　雪月たちがこの別宅で夜琉や他の使用人たちに世話してもらえるなら、亜沙と優羽も安心して休めるだろう。

　あの双子は確実に働きすぎだからな……俺を相手にあんなことまでするくらいだし。

　こうやって、姉の夜琉が強引にでも休ませることが必要なのは当然ではある。

「落ち着かないくらい我慢できるが、本当にすげぇ部屋だよな」

　双子が住むタワマンも高級ではあるが、シンプルな部屋なのですぐに馴染めた。

　だが、この別宅の部屋はむやみに豪華すぎて、庶民には居心地が悪い。

「庭も凄いな。ここ、本当に日本か？」

　窓からは広い庭園が見下ろせて、色とりどりの花々が咲いている花壇や、手入れの行き届いた樹木がある。

　この庭の維持だけでも、莫大な費用がかかっているだろう。

　しがない町中華のセガレとして育った俺には、まったく無縁だったはずの世界にいる。

「まーさきー」

「うおっ!?」

　いきなり、窓の横のガラス戸が開いてそこから──雪月が入ってきた。

　ガラス戸の向こうは広いベランダになっているらしい。

「な、なんでそんなトコから入ってくるんだ？」

「なんとなく。あたしの部屋、ここの隣なのよ」

「あ、ああ……ベランダが繋がってるのか」

　ここは別宅の三階で、雪月と風華の部屋はこの階にあるらしい。

　俺が使わせてもらっているのは客間──正確に言うと客間その２だかその３だからしい。

　両親の客は一階にある客間に、娘たちの友人などはこの三階の客間に泊めることになっているようだ。

　客間がいくつもある時点で、一般の住居とはレベルが違いすぎる。

　これで別宅なんだからなあ……本宅に興味が湧いてきたくらいだ。

「前に一度、リィもここに泊まりにきたことあるの。同じ手でびっくりさせたわ」

「鷹たか耶やも雪月に翻弄されてるな」

「せっかく遊びにきてくれたんだから、楽しませないとね」

　雪月は、ニヤニヤと人が悪い笑みを浮かべている。

　悪そうな笑みだが悪気がないのはわかっているので、怒るわけにもいかない。

　たぶん、鷹耶も同じだっただろう。

「あたしの部屋の隣が風華の部屋ね。あいつは、ベランダ伝つたってこないのよね」

「普通、伝ってこねぇよ」

　ベランダに出てみると、隣の部屋のベランダとは多少の隙間がある。

　隙間は一メートルもないが、三階なので足を踏み外して落ちたら骨くらいは軽く折れる。

「危ないから今後は控えるように……」

「嫌ね、夜琉みたいなこと言わないでよ」

「そういや、夜琉さんっていうのは……どういう位置づけの人なんだ？　メイド長ってことは偉いんだよな？」

「役職はそこまで関係ないけど、亜沙と優羽があたしらの姉みたいなもんなら、夜琉はママだね」

「マ、ママ？　二つ年上なだけなのに……」

　ご両親の代理人、というのは話を盛ってるわけでもないか。

　俺たちより二つ上、まだ十九歳とはいえ、今なら成人扱いでもある。

　今は十代で社長、なんて話も聞くし、名家で重要なポジションに就いていても不思議はない。

「なあ、雪月。さっきの夜琉の話は──」

「あ、そうだわ。せっかく真樹がウチに来たんだから、見てほしいところがあるのよ」

「え？」

　思い切って、さっきの婿の話を切り出そうとして。

　いきなり遮さえぎられ、雪月に手を取られる。

「お、おい、見てほしいところって」

「それで呼びにきたのよ。いいから、来て」







　三階の廊下を少し進み、雪月がドアを開けると。

「きゃっ……！」

「うおっ!?」

　俺は思わず、後ろに一歩下がってしまう。

　ドアの向こうは、脱衣所らしかった。

　しかもそこには──風華の姿があった。

　制服の白ブラウスを脱ぎ、スカートを下ろそうとしているところだった。

　白いブラジャーと、同じく白のパンツがちらりと見えている。

「なにびっくりしてるの、真樹？　風華のブラとパンツなんて毎日見てるでしょ。なんなら、今朝も見てきたじゃない」

「そ、そうだが……」

　不意討ちで女子のあられもない姿を目撃して平静でいられるはずがない。

　風華のような美少女の下着姿なら、なおさらだ。

「風華も、我が妹ながらあざといわね。なんで、絶妙に下着見せてんの？」

「ゆ、ゆづ姉たちが変なタイミングで入ってきたんです！　わたしは服を全部脱いでから最後に下着を脱ぐ派ですから！」

「服より先に下着を脱ぐ人はあんまいないでしょ」

　雪月は、妹の妙な反論に苦笑いしている。

「ていうか、あたしらも来ることはわかってたでしょ、風華なら」

「まあ……なんとなくは」

　さすが運命の双子、テレパシーじみた能力で繋がっている。

　雪月が近づいていることは、風華にもわかっていたらしい。

　俺が一緒にいるかどうかまでは、さすがに気づくわけもないか。

「ですけど、急に見られたらさすがに恥ずかしいです……」

　風華はブラジャーに包まれた胸を、腕で隠している。

　最近は普通に風華のＧカップのおっぱいを見せてもらっているので、隠されると逆にエロい。

「うわぁ、ますますあざとい。これ、あたしもやればよかった。真樹、興奮してんじゃん」

「興奮は……そりゃ、するだろ」

「あ、ありがとうございます」

　そこでお礼を言ってくるのが、風華の天然なところだ。

　恥ずかしいなら、俺を追い出したっていいだろうに。

「というわけで、今日は三人で一緒にお風呂に入ろう！」

「風呂？」

　雪月の唐突な宣言に、俺は首を傾げてしまう。

　ただ、言われてみれば──

　毎日、雪月と風華には同時に口や胸で楽しませてもらっているのに、風呂はいつも別々だ。

　今、風華が恥じらっているように、風呂に一緒に入るのは特別な恥ずかしさがあるのかもと思っていたが。

「なあ、まだ昼間なんだが……」

「暑くて汗かいたでしょ。それに明るいうちに入るお風呂も気持ちいいもんよ」

　雪月は、ニヤッと笑う。

「ほら、ウチのマンションのお風呂、普通の広さでしょ？」

「真樹家の風呂よりは広いけどな」

「それでも、三人で入れるほど広くないわよ。なんなら、二人でも狭く感じるくらい」

「あー……そういえば、雪月と風華も一緒に入ってる様子がなかったな」

　これだけ仲が良い姉妹なのだから、風呂くらい一緒に入ってもおかしくないのに。

　今の今までそこに気づかなかった俺は、どうかしてるが。

「あたしも風華も、お風呂はゆっくり入りたい派なの。ぎゅうぎゅうで洗ったり浸かったりするのはイヤなのよ」

「なるほど……」

　疲れを癒やすために風呂に入るのに、窮屈な思いをしたくないか。

「この別宅のお風呂は広いですよ、真樹さん。ここではたまに、四人で入ってました」

「ああ、亜沙と優羽が背中流してくれてたのか」

「むしろ、一人でお風呂入ることは許されないレベルでしたね。安全のためとか言って」

「それ、幼児の頃の話じゃないんだよな？」

　小さい子供なら風呂場で滑ったり、場合によっては溺れることもあるだろうが……。

「おっぱいがＥやＦカップになってからもでしたよ」

「おい、胸じゃなくて歳としの話をしてるんだが」

　目の前にある、白いブラジャーに包まれたＧカップに視線を向けてしまう。

　風華め、恥ずかしがるフリをして俺を挑発しているのでは？

「いいから、入るわよ。今日は亜沙も優羽もいないし、夜琉はもう現場の仕事はしないしね。あたしたちだけでいいでしょ」

　雪月もブラウスを脱ぎ、スカートを下ろした。

　派手なピンクのブラジャーと、同じピンクのパンツがあらわになる。

　風華も脱ぎかけだった制服を脱いで──白いブラとパンツだけという姿になった。

　双子美少女が脱衣所で下着姿をさらしている……これは、普段リビングで見るのとはまた別のエロさがあるな。

「今日はお風呂だから、全部脱がないとね……」

「ええ、さすがに……全部見てもらうことになりますね……」

「…………」

　雪月と風華の肌は何度となく見てきているが、一糸まとわぬ姿を見たのは一度だけだ。

　俺が二つの人格のことを明かし、双子が本当に見分けのつかない完全に同一の姿だと明かしてきた日だけ。

　薄明かりの下で見た、真っ白な二人の肌を思い出してしまう。

　俺は、ごくりと唾を呑み込み──

「見てよ、真樹……」

「見てください、真樹さん……」

　雪月がピンクのブラジャーを外して、豊かなふくらみと可愛い乳首も見せてくる。

　風華は白のパンツをするりと脱ぎ、その秘められた部分をあらわにした。

　こんな明るい場所で、雪月と風華のすべてを見られるとは──







「どう、こういうの？　あたし、一度やってみたかったのよね♡」

「お、おい、雪月……」

　雪月が自分の胸にたっぷりとボディソープをつけて。

　後ろから俺に抱きつき、その豊かな二つのふくらみを背中に押しつけて上下に動かし、こすってくれている。

「うおお……す、凄いボリュームだな……」

「あたしの胸の大きさは、真樹が一番知ってるくせに♡　ほらほら、もっともっと」

「ううっ……！」

　後ろからズリズリと豊かな胸で背中を洗われ、もうたまらない……！

「真樹さん、こっちも……だいぶお元気ですね♡」

「そ、それは……」

　俺はバスチェアに腰掛けて、後ろから雪月に胸で背中を流してもらいつつ。

　前には、風華がひざまずき、その豊かな胸でペニスを挟んでこすってくれている。

「ゆづ姉のおっぱいで洗ってもらって興奮しすぎですね、真樹さん……」

「い、いや、風華の胸も……ふわふわ柔らかくて凄すぎる……」

　風華は自分の胸をぐいっと斜め下から持ち上げるようにして、ペニスを強く挟み、ズリズリとこすり上げてくれてる。

　Ｇカップの胸の圧力、こんなに凄まじいとは……！　しかもダブルだ……！

「ふふ、可愛い双子のおっぱいで背中とそこを洗ってもらえるなんて幸せ者ね♡」

「気持ちいいですか、真樹さん？♡」

「あ、当たり前だろ……」

「じゃあ、もっとしてあげる。ちゅ♡」

　雪月は後ろから俺の首筋にキスして、さらに強くおっぱいを押しつけてくる。

　同時に風華も、ぎゅっと強くおっぱいでペニスを挟み込んでくる。

　ぴったり合ったタイミングで責めてくるのがたまらない……！

「んっ、真樹さんの、また大きくなって……あんっ、真樹さんも動いてくれるんですね♡」

「やっぱ、亜沙たちにいろいろ仕込んでもらったから？♡」

「そ、そういうわけじゃ……」

　ズリズリと、前と後ろから同時に責められているが、やられっぱなしではいられない。

「でも、今日はあたしたちがサービスするから。ほら、もっと……♡」

「わたしも、おっぱいで頑張って挟みますね……んっ、ちゅ♡」

　雪月がぎゅっと後ろから俺に抱きつき、激しく胸で背中をこすってくれて。

　風華はおっぱいで挟んでこすりながら、先端にキスまでしてくれた。

　二人の四つのＧカップおっぱいで、ここまでされたら……！

「くっ……わ、悪い……！　また……！」

「はい、いくらでもどうぞ、真樹さん♡」

「んー、ちゅー♡」

　ぐいっと風華がひときわ強くペニスを挟んでこすり、後ろから雪月が胸をぐっと押しつけながら抱きつき、今度は頬にキスしてくる。

「くっ……ゆ、雪月、風華……！」

　とてもではないが、耐えきれずに──俺は限界が来るのを感じた。

「はい、いつでもいいですよ……んっ、真樹さんの、こんなになってますよ……！　どうぞ、好きなだけ♡」

「きゃっ、すごっ……！　真樹のがいっぱい、風華の胸に出てる……！」

　双子の甘い歓声を聞きながら、俺は遠慮なくすべてを吐き出して──

　風華の胸と顔を汚し、雪月が終了後の掃除をしてくれるのをぼんやりと眺めてしまった。

　ああ、またこんなに好き放題にやってしまうなんてな……。

　それから、三人で身体を洗い合ってから、湯船に浸かった。

「ふぅ……湯船もマジで広いな」

「四人で普通に入れたからね。いくらあたしたちと亜沙たちが細くても、高校生四人で入れたんだもの。真樹が多少ゴツくたって、三人なら余裕よ、余裕」

「ええ、だからお誘いしたんですしね♡」

　俺の後ろに風華、前に雪月が座っている。

　風華は俺に抱きつきながら、ちゅっちゅと頬にキスしてくる。

　雪月は俺に前から胸を押しつけ、ぺろっと唇を舐めてくる。
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　双子の美少女二人に胸で散々楽しませてもらってから、一緒に入浴。

　さらに全裸で抱きつかれ、キスも──今日はひときわ幸せすぎるな。

「でも、今さらだが大丈夫なのか？　ここの使用人たちには一緒に風呂入ってるって気づかれるんじゃ……？」

「両親に同棲がバレてんだから、もう怖いものなんてないわよ。ちゅ♡」

　雪月は軽くキスしてきて、いたずらっぽく笑う。

「それはそうだが……ここのメイドさんたちと顔を合わせたときに、気まずくなりそうだ」

「ウチのメイドたちはプロよ。お客様の前で感情を出すようなことはないわ」

「ええ、そこは亜沙さんや優羽さんと同じですね」

「あの二人は、感情を出さないというより最初から感情死んでるような……いや、そんなこともないか」

　亜沙と優羽が双子のお嬢様たちをなによりも大事にしていることは、俺にだってわかる。

　むしろ、感情が豊かと言ってもいいかもしれない。

「夜琉は感情を表に出すタイプではあったな。見た目は亜沙と優羽にかなり似てたが」

「まあ、二人の実の姉ですからね」

「でも、あたしたちはあまり似てるとは思わないのよね。夜琉と、亜沙と優羽は」

「え？　ああ、なんとなくわかる気も……亜沙と優羽は区別がつかないが、夜琉がまじっていたら確実にわかるな」

　さすがに永見姉妹は三つ子ではないので、長女である夜琉ははっきり区別がつく。

　見た目の話だけでなく、はっきりと雰囲気が違う。

「亜沙と優羽が完璧に同じだからこそ、余計に夜琉の別人感が強いのかもな。ただ──」

「ん？　どうかした、真樹？」

「うおっ」

　雪月が今度はおっぱいを俺の顔に押しつけてくる。

　しかも、唇が乳首に触れる絶妙の位置に。

　俺はそのまま雪月に甘えて、乳首をちゅーちゅーと吸わせてもらう。

　さっき背中を洗ってくれた乳首を、今度は口で味わえるとはな。

「って、そうじゃなくて。亜沙と優羽は──いや、なんでもない」

　亜沙と優羽と三人だけで数日過ごして、なにか違和感があったんだが……。

　まるで言語化できていないので、二人に話しても戸惑われるだけだろう。

「それより、せっかくだからもっと吸わせてもらうぞ」

「そうそう、もっと強くちゅーちゅー吸って……あんっ、噛んじゃダメぇ♡」

「思わせぶりですね、真樹さん。こっちもどうぞ♡　わたしのは……噛んでもいいですよ♡」

「今日はずいぶんサービス過剰だな、風華」

　そう言いつつ、俺は前に回ってきた風華の乳首もたっぷりと吸わせてもらう。

　二人の乳首は不思議と甘く、その甘さもぴったり同じに感じられる。

　雪月の乳首を強く吸い上げ、風華の乳首を軽く噛み──

「こ、こんなのもどう？」

「きゃっ……さすがに恥ずかしいですけど……あんっ」

　雪月と風華が、お互いの一方の乳首をぴったりくっつけたので、俺は二人の乳首をまとめて口に含んで、ちゅーちゅーと強く吸い上げて。

　舌先でべろべろと乳首のフチをなぞるようにして舐め回し、先端を軽く噛んでみせた。

「ああんっ……！　ほ、本当に責めるの上手くなりすぎぃ！♡」

「真樹さん、わたしたち、こんなに責められたら……ああんっ……！♡」

　二人は甘い声を上げ、背中を反らして胸を責められるがままにしている。

　たっぷり、じっくりと二人のおっぱいと乳首を味わわせてもらって。

　それから、三人で湯船の中で座り直し──

「はぁ……真樹、あたしらのおっぱい好きすぎ♡」

「はぁ……真樹さん、わたしたちの胸、凄く美味しそうに味わいますよね♡」

「そりゃ、マジで美味いからな」

　俺は雪月と風華、双子の美少女を両腕に抱えて湯に浸かる。

　なんだ俺は、マジで王族さまなのか？

　こんなに楽しむばかりでいいのだろうか？

　双子のどちらかだけ翼沙家のレールに乗る話は──まだ一切出てこない。

　その話をさせないために、双子はいつも以上に俺を楽しませてくれたのかもしれない。

　動揺していた俺は、果たしていつものように双子をきちんと平等に可愛がれただろうか？

「ねえ、真樹」

「ん？　なんだ、雪月？」

「せっかく、全部さらしたんだし……もう済ませちゃう？」

「な、なにを？」

「わかってるくせに」

　雪月は再び俺の前に座り込む。

　俺の膝の上にまたがるような体勢になり、腕を伸ばして首に抱きついてくる。

「お、おい、雪月……」

「このまま……しちゃう？　やっぱあたしがお姉さんだし、先に告られたんだし、最初でもいいんじゃない？」

「ま、待て待て、なんだ、いきなり？」

　俺は焦って、雪月の肩をぐっと掴んでしまう。

　強引に彼女を引き剥がすようなマネはできないが、されるがままにもできない。

　さすがにこれは、流されるままに済ませていいことじゃないだろう──

「全然いきなりじゃないでしょ？　何度も口でも胸でもやってきて、今日は一緒にお風呂よ。これで一線を越えてないほうがおかしいくらいだわ」

「…………」

　まったくそのとおりだが、話が急すぎて頭がついていかない。

　正直なことを言えば、今すぐにでも一線を越えてしまいたいとは思う。

　ずっと憧れてきた雪月の整った顔が目の前にあって、豊かな胸がくっつきそうなほど近くにあり、太ももの感触が俺の脚に伝わってきているのだから。

　最後の一線を越えるための準備は──もう俺も雪月も充分すぎるほど整っている。

「だったら……ね？　いいでしょ？」

「ゆ、雪月……本気か？」

「これでもまだ疑う？」

「…………っ」

　雪月が──ぐっとその部分を俺に押しつけてくる。

　お湯の中でも、そこのあたたかさを感じるような……。

「ゆ、雪月……おまえはそれでいいのか……？」

　雪月と風華、どちらと先に一線を越えるか。

　それは俺たち三人にとっては、重要な問題だったはずだ。

「ねえ、真樹。大事なこと、思い出してよ」

「大事なこと……？」

「風華はオマケなの。オマケより〝本体〟のあたしのほうが先っていうのは順番として正しいでしょ？」

「……そのとおりですね」

　ざぶっ、と音を立てて風華が立ち上がった。

　俺は湯船に浸かったままなので、すらりと長い脚の付け根のあたりが目の前にあって、さすがに風華を──直視はしづらい。

「お、おい、風華までなにをやってるんだ？」

「わたしは確かにオマケです」

　雪月は俺の前で立ったまま、言い切ってくる。

「ゆづ姉が先というのは、姉ですし、真樹さんに告白されたのもゆづ姉ですから、順番として間違っていません」

　風華は常にないきっぱりとした口調で言い、さらに俺に迫ってくる。

　ちょっと待て、俺も立ち上がったほうがいいのか？

　だが、雪月が俺の膝に座ったままなので、それもできない。

「ですが、正しくなくても、今ここでゆづ姉に順番を譲るつもりはありませんよ」

「……やっぱダメ？　この勢いならいけると思ったんだけどなあ」

「ふざけないでください、ゆづ姉。わたしはあなたのオマケです。ですけど」

　風華は厳しい表情で言うと、雪月の手首を取って立ち上がらせる。

　たゆんっと俺の目の前で胸を揺らしながら、雪月も立ち上がった。

　双子の美少女が、豊かな胸も白い肌も細すぎる腰も、その下も──俺の目の前ですべてをさらしている。

　二人は堂々としすぎている一方で、さすがにこっちは恥ずかしいくらいだが、なぜか俺は二人の身体から目を逸らせない。

「ゆづ姉、あなたがわたしを裏切るなら、オマケにもプライドがあることを教えますよ？」

「……風華、あんたがオマケだって主張するなら、あたしも姉って立場を使いたくなるわね」

「雪月、風華、おまえたちなんの話を……？」




「あたしと風華、どっちが先に真樹と最後までいくかって話」




　雪月もまた、きっぱりとそう言い切って──

「先に真樹に抱いてもらったほうが、あんたをあきらめる──あたしたち姉妹は最初からそのつもりだったの」

「なに……？」

「わたしたち姉妹はいつも、なにをするにも一緒ですが、これだけはどうしても二人一緒というわけにはいきませんからね。たった一つ、どちらかが先でないといけません」

「そ、それはそうだが……」

　あまり、あからさまにそんな話をされるとさすがに恥ずかしい。

　だが、姉妹の間でそんな取り決めがあったとは──

「もしかしたら、二人で真樹さんとお付き合いしていける未来もあるかもしれないって思い始めてました。でも、やっぱり無理だったようですから」

「それは……」

　もちろん、さっき夜琉から聞かされた話のことを言っているのだろう。

　そうだ、俺たちは三人で生きていく未来を探すはずだったのに。

　元々、雪月と風華はどちらかが俺のことをあきらめるつもりだった──

　双子は今夜、夜琉に話を聞いたことで、その覚悟を思い出してしまったらしい。

「つまり、もし俺が雪月を抱いたら──？」

「あたしは風華に真樹を譲って、家が決めた相手と婚約でもするんでしょうね」

「そういうことです、真樹さん。今、姉はさりげなく──あなたを裏切ろうとしたんですよ。わたしのことも」

「ま、待て待て、雪月が迫ってきたのは冗談みたいなもんじゃ──」

「冗談じゃないわ。あたしは本気だった」

「そのとおりです。だから、わたしは止めたんです、真樹さん」

「…………」

　そうだった、二人はデュアル・ツイン。

　二人は感情も共有している──

　だから、風華は雪月が本気だったと本人と同じレベルで理解しているのだ。

　風呂場で、なんでもないじゃれ合いをしていたつもりが──

　いつの間にか、俺たちは大きな岐き路ろに立っていたのか。

「落ち着け、二人とも」

　だが、こんな風呂場なんかで深刻な話し合いをしてどうするんだ？

　まずは、雪月と風華に冷静になってもらわなければ。

「お風呂だからですよ。裸になって、触れ合って、全部見せ合ったから、今度は心の中にあるものも見せたんです。ゆづ姉も、わたしも」

「そうね……三人で一緒に裸でイチャイチャして、最高に楽しくて。でも、ずっとこうしてるわけにはいかないって気づいちゃったもの」

　風華が真顔で言って、雪月は寂しげに笑いながら言った。

　今日のこの風呂場でのじゃれ合いは、いつものように幸せなだけでは終われないのか──

「おまえたちは、どうしたいんだ？　とりあえず、風呂を出て──」

「どうもこうもないわ」

　雪月は、キッと一度俺を睨んでから。

「これは本気の姉妹ゲンカなの、真樹」

「これは本気の姉妹ゲンカです、真樹さん」

　珍しく、二人は同じことを言いつつ、タイミングがはっきりズレていた。

　今日の双子はあまりに積極的すぎた──が、こんなに事態が急変するとは。

　姉妹ゲンカに俺ができることがあるのか？

　二つの人格で、一気に採決する。

　結果は、賛成１、反対１。

　一瞬のうちに答えは出たが、これではなんの解決にもならない。













６　双子は距離を置きたいらしい




　翼つば沙さ家別宅訪問から三日。

　訪問の翌日には、俺はいつものタワマンに戻っていた。

　長居する理由もなく、使用人たちが大勢働いている家は正直なところ落ち着かなかった。

　まだ我が実家に戻る時期でもなかったので、課題を解いたり自主的な勉強をするくらいしかやることがない。

「真まさ樹きさま」

「亜あ沙さ？　優ゆ羽うか？」

「優羽です。今日もまだこちらに？」

　俺が問題集とノートを広げているテーブルに、アイスコーヒーが置かれた。

　飲み物が切れて喉が渇いていたところだったので、素晴らしいタイミングだ。

「ああ、悪いが今日もこっちの部屋を使わせてくれ」

「それはまったく問題ございません。ただ……」

　そこまで言って、優羽は口をつぐんだ。

　そう、ここは翼沙家ではない。

　翼沙家というと、雪月と風華のタワマンの部屋と、別宅に加えて、まだ見ぬ本宅があるのでまぎらわしいが。

　俺が今、課題を解いている場所はそのどれでもない。

「こちらのお部屋は、多少のご不便もあるかと思いますから」

「そうでもない。ウチの実家に比べれば天国だな」

　別に、実家が地獄だというわけではないが。

　ここは、いつものタワマンなのは間違いない。ただ──

　雪ゆ月づきと風ふう華かの部屋、その安全のために確保された隣の部屋だ。

　隣の部屋が、翼沙家所有の物件という話を聞いておいてよかった。

　俺はこの三日は、その部屋で暮らしている。

　基本的に空き部屋だが、リビングとキッチンには必要なものが揃っていて、エアコンも効いているので問題なく生活できる。

　寝室には、亜沙と優羽が寝泊まりできる寝具などが置かれているらしい。

　ただ、それだけのがらんとした家ではある。

　雪月たちの部屋に隠しカメラや盗聴器が仕掛けてあって、翼沙家のスタッフがモニターだらけの部屋で令嬢たちの生活を監視しているのでは、と妄想を抱いてしまったりもした。

　さすがに、そんなことはなかったけどな。

「ですが……毎日こんなところで眠られているのもよろしくありません」

「いや、充分だ」

　俺がいる部屋──リビングにはふかふかのソファがあり、これが今の寝床だ。

　なんなら真樹家の俺のベッドより寝心地がいいくらいだ。

　夏なので薄いタオルケットをかぶっただけで、快適に眠れる。

「広いしエアコンも効いてて快適、しかもメイド付きだ。これで文句を言ったらバチが当たる。忘れるなよ、俺はただの庶民なんだからな」

「ただの庶民にメイドは付きません」

　優羽はそう言うと、俺のそばに座った。

　銀色の髪から、シャンプーの甘酸っぱい良い香りが漂ってくる。

「亜沙と優羽には悪いと思ってる。俺がこっちにいるせいで、余計な手間をかけてるよな」

「お仕えする方のために手間をかけるのがメイドの仕事です」

「……なんか、ああ言えばこう言うよな」

「失礼でしたら申し訳ありません」

　優羽は座ったまま、ぺこりと頭を下げてきた。

「冗談だよ。俺は存在するだけで圧を放ってるらしいからな。言い返されるのは未だに新鮮で楽しい」

　これは冗談ではなく、本音だ。

　雪月も風華もそうだが、鷹耶に続いてこの双子メイドも言いたいことは言ってくれることがありがたい。

「圧を放ってるというなら、私たちも負けておりません」

「まったくそのとおりだな」

　人形めいた冷たい美貌でしかもそっくりな双子──圧を感じるに決まってる。

　今は優羽一人だけだが、それでも少し気け圧おされるものがあるくらいだ。

「昨日も昼寝して起きたら、すぐそばにメイドの顔があってビビった。俺がビビらせることはあっても、人の顔にビビるなんて初めてだったかもな」

「それは姉がご迷惑をおかけしました」

「冗談だよ。美人がいて悪い気は──って、昨日こっちにいたのは、亜沙だったか？」

　今の優羽の言い方だと、昼寝する俺を見守っていたのは姉のほうということになる。

「ええ、特に意味はありませんが、我々が一日交代であちらとこちらに詰めることにしております」

「意味はあるだろ。俺が見分けられないだけで、亜沙と優羽は別の人間なんだからな」

「…………」

　優羽は特になにも言わず、黙って一つ頷いた。

　その頷きになんの意味があるのかは、想像もつかない。

「じゃあ、優羽は昨日向こうにいたんだな。雪月はどうだった？」

「いつもとお変わりありません。変わったことといえば、昨日はご友人と長時間ビデオ通話されていたくらいでしょうか」

「そうか……」

「雪月お嬢様は、よくご友人から相談を持ちかけられるようです」

「ああ、そうだろうな」

　雪月はあれでお姉さん気質というか、面倒見がいいからな。

　相手は鷹たか耶やだろうか？

　もし鷹耶が困っているなら、俺も力になりたいというくらいには、あいつとも親しくなっている。

　もっとも、今はそれどころじゃないが──

　今、翼沙姉妹の部屋にいるのは雪月と、亜沙か優羽のメイドのどちらかだけ。

　つまり──風華はこの隣の部屋にはいない。

　風華はまだ、実家の翼沙家別宅にいる。

　おそらく、風華は──姉の裏切りをまだ許せていない。

「雪月も変わりなし、か。まだこの状況は続くかな」

「実を言いますと、雪月お嬢様、風華お嬢様、真樹さま──お仕えするお三方が全員バラバラでは、多少お仕事しにくいのは事実です」

「それは本当に悪い」

　短い言葉で謝ることしかできないが、長々と言葉を尽くすこともできない。

　俺が隣の部屋にいるのは、別に拗すねているとか逃げているとかではなく、雪月と二人きりでいるのは風華に悪い気がするからだ。

　雪月は俺が隣に移った理由を訊いてはこなかったが、察してくれているらしい。

「優羽、風華がお屋敷でどうしてるかわかるか？」

「はい、毎日ＬＩＮＥしていますから」

「友達か!?」

「冗談です」

「真顔で冗談言うなよ……」

　鉄壁の無表情なので、本気か冗談かまったく判断がつかん。

「ですが、連絡は普通に取り合っています。私、今朝はこっそり、真樹さまが寝ている隣で裸になって自撮りして、風華お嬢様にお送りしました」

「おまえ、本当にやりそうで怖いよな……」

「いえ、本当にお送りしました。これです」

「マジで風華に送ってるじゃねぇか！」

　優羽がどこからかスマホを取り出し、掲げたＬＩＮＥのトーク画面には本当にソファで寝ている俺の横で裸になった優羽の写真が表示されている。

「ご主人様なら俺の横で寝てるよメッセージです」

「なんの意味があるんだ!?」

　優羽、本当に珍しいが面白がってないか!?

「風華さまがお寂しいかと思い、ひと笑いを取りたかったのです」

「そのために、俺の大切ななにかが犠牲になってるよな……？」

　もちろん、優羽との事後シーンの写真ではなく、悪質な捏造だ。

　メイドと二人きりなのをいいことに、また亜沙や優羽の身体で練習させてもらっていたら、本当に俺は人間のクズだろう。

　風華も誤解はしていないと思う……思いたい。

「冗談はともかくです。風華お嬢様はお元気です。別宅のメイドの中に私たちの手下がいますので、お嬢様の様子は逐一連絡が入っていますから」

「手下……まあ、問題ないならいいんだが、風華はなにしてるんだろうな」

「しばらくご当主さまと奥さまがお留守にされていますので。風華お嬢様は来客に対応されて、家のことも仕切られています」
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「風華、そんな仕事もできるのか」

　家事万能で勉強もできるので優秀なのはわかっていたが……。

　お嬢様育ちなだけでなく、上流階級社会で生きていくための能力をしっかり磨いているわけか。

「雪月お嬢様と風華お嬢様は能力的には差はありませんが、見た目的には風華お嬢様のほうがお客様への応対には向いていると思います」

「ああ、風華がご両親の代理を務めるのはわかる」

　風華はいかにも清楚なお嬢様で、上品な上流階級のみなさんの応対をするなら彼女のほうが適任だ。

　そのために風華が実家のほうに居残ったのも不思議じゃない。

　ただ──

　雪月は確かに見た目は派手だが、あの茶色い髪は地毛だ。

　メイクも薄いし、服装などはそれこそ簡単に慎ましいものにできるだろう。

　だから、雪月が両親の代理を務めることも難しくないはずだ。

　風華が一人だけで実家に残る理由もない。

　実家に残るなら、雪月も一緒でも問題なかっただろう。

　やはり、姉妹ゲンカがまだ尾を引いている──ということだ。

「なあ、優羽」

「はい、真樹さま」

「俺、課題なんかやってる場合じゃないんじゃないか？」

「おっしゃるとおりかと思います」

　優羽は迷うことなく即答してくれた。

　雪月と風華の姉妹ゲンカを目の前で見て、その深刻さを感じて。

　俺がどう関わればいいのか決めかねて、三日も事態を放置してしまった。

　これはまったく男らしくもないし──真樹央なかばらしくもない。

「はっきり言ってくれて助かった、優羽。メイドに頼りっきりで情けないな」

「メイドは頼っていただくことにその存在理由がございます」

　優羽は、スカートの裾をつまんで優雅に一礼する。

　別に皮肉を言っているわけではなく、俺の助けになったことを喜んでくれている──のだろうか。

　相変わらず、優羽の顔からはまったく感情が読めないからわからん。

「とにかく、だ。勉強は後回しだな」

　俺は、広げていた問題集とノートをぱたんと閉じる。

　今の俺が向き合うべきは、英語長文でも数式でもない。

　翼沙雪月と翼沙風華、二人がいつもの二人であるために──できることをやらなければ。

「優羽、雪月は今家にいるのか？　だったら──」

「私は亜沙かもしれません」

「……ん？」

　立ち上がろうと、床に手をついた俺に優羽が身体を寄せてくる。

　俺は、その優羽の顔をじっと見つめて──

「悪い、やっぱり俺にはわからない」

「そう……でしょうね」

　ちゅ、となぜか優羽は俺の頬に軽くキスしてきた。

　今は──そういうことをする気分ではない。

「いや、なんだこれは……？」

「え？　なんでしょう……？」

　俺は自分でもなにかがおかしい、と気づいた。

　双子メイドと一緒にいて、何度か感じてきた違和感──

　頬に伝わってきた、キスの唇の感触。

　囁ささやくような優羽の言葉。

　なにかまた、違和感が頭をよぎっていったような──

「どうかされたのですか、真樹さま？」

「いや、なんでもない。それより悪い、一つ頼んでいいか？」

「真樹さまは私に命令する権限がございます」

「ないだろ、そんなの。俺はおまえたちのご主人様じゃない。だから、お願いすることしかできない。ちょっと──亜沙を呼んできてくれないか？」

「わかりました」

　優羽は頷くと立ち上がり、足音も立てずに歩き去って行った。

　急に双子メイドに集まれと言っても、優羽は疑問も持たなかったらしい。

　亜沙を呼び出すなんて意味がわからんだろうに、忠実すぎるというか……。

　どうして急にこんなことを言い出したのか──自分でもわからない。

　だが、わからなくても立ち止まっているよりはマシだ。







　すぐに玄関のドアが開く音が聞こえて、二人分の足音が聞こえてきた。

　リビングに、二人のメイドが現れる。

「亜沙、優羽」

　長い銀色の髪に、メイド服姿の二人の少女が俺の前に並んで立つ。

　俺は寝床でもあるソファに座ったまま、じっと二人を見つめる。

「「あの、真樹さま？」」

「ああ、わざわざ悪いな」

　俺がそう言うと、双子メイドは同時に首を傾げた。

　顔や身体だけでなく、仕草まで完璧に同一──いつもの永なが見み姉妹だった。

「亜沙、優羽、一つ質問だ」

「「なんでございましょう？」」

　双子メイドが同時に答える。

「俺と雪月、風華の間にどんな問題が起きてるか、おまえたちは知ってるな？」

「はい、雪月お嬢様から伺っております」

「そうか。亜沙と優羽は、雪月と風華にもっとも近い。夜よ琉るや鷹耶よりもずっと近いだろう。あの二人には悪いけどな」

「長年、おそばにお仕えさせていただいていますから。ただ、我々はあくまで」

「ただの使用人です。どれだけ近くても、確実にお嬢様たちとの間には線が引かれています」

「なるほど、夜琉はともかく──雪月の親友の鷹耶との間にはない線が、おまえたちと雪月、風華の間には引かれてるんだろうな」

　俺はなにを言ってるんだ？

　自分でもなんの話をしているのかわからないが、止まらない。

　この三日の間、勉強だけしていたように思っていたが、頭では雪月と風華のことを考え続けていたんだろう。

　勉強をしている自分と、双子のことを考えている自分がいたわけだ──

　だからこそ、考えていなかったはずのことが、もう一つの人格で考えていたことが、流れるように口から出てくる。

「若葉じゃあるまいし、俺は二つの頭脳で考えられるわけでもないのにな」

「「…………？」」

　俺の妹のことを知らない双子メイドが、また完璧に同じ動作で首を傾げる。

「そうだ、質問だったな。この事態をどうやって解決すればいいと思う？」

「「真樹さまが雪月お嬢様と風華お嬢様、お一人を選ぶのではなく、お二人と別れることでございます」」

「…………」

　一瞬の迷いもなく、亜沙と優羽はそう答えた。

　最初から答えを用意していたようなスピードだった。

　俺の二つの人格で考えても答えが出ないのなら。

　あと二つの人格、亜沙と優羽を頼ろうとしただけの話なのだが、思った以上の結果になってしまった。

「雪月たちとの距離も線も関係なく、誰でもわかる簡単な話だってことか」

　俺が言うと、亜沙と優羽は今度はこくりと頷いた。もちろん同時に。

「双子の一方が翼沙家が敷いたレールに乗って、もう一方は自分の望むままに生きる。これじゃ不公平だから、二人ともレールに乗ればいいって話か？」

「必ずしもそうなるとは限りません。未来は不確定です。ただ、雪月お嬢様と風華お嬢様」

「どちらかお一人が望んだ相手と結ばれ、どちらかお一人が家が選んだお相手と結婚する、という残酷な事態だけは避けられます」

「どっちにしろ、雪月も風華も俺以外の相手とくっつくことになるってわけだな」

　俺がいなくなれば、雪月も風華も結婚相手としてふさわしい家柄の男を好きになる──なんて展開もあるかもしれない。

　そうなれば、ただ翼沙家が敷いたレールに乗るだけではない。

　そこには、雪月と風華、彼女たちの意思がある程度は反映されていることになる。

　理屈としてはそうなる──確かに、未来は不確定だ。

「私どもとしましては、絶対に避さけたいのは」

「お嬢様のどちらかだけが犠牲になる、という事態です」

「それを避けるためには、残酷なようですが」

「方法はただ一つだけです」

「「お二人とも引き下がり、真樹さまのことは短い夢だったとあきらめることです」」

　亜沙と優羽が続けて語り、最後には二人が声を揃えた。

　どうも、説教されているような気がして──

「おまえらを殴りたくなってきたな」

　俺は、つい素直な気持ちを口に出してしまう。

「お望みでしたら、いつでもいくらでもどうぞ。ですが、我々も真樹さまが女性に手を上げる方ではないと承知しています」

「ですから、他のことでもかまいません。我々は、既にあなたのメイドのつもりでもいます」

　亜沙と優羽は前に進み、俺のすぐそばに立った。

　俺はこの綺麗すぎる双子メイドの身体を多少は知っている。

　だが、今の言葉は〝多少〟──ではなく、俺にすべてを捧げてもいいという意味だろう。

　あまりにも魅力的すぎる申し出だった。

「これは、我々姉妹の意思で決めたことです」

「お嬢様たちでなく、我々を選んでいただけませんか？」

「……忠誠心もそこまでいくと怖いな」

　俺は苦笑してしまう。

「始まりはお嬢様たちへの忠誠心です」

「ですが、それだけではございません」

「私たちもお嬢様たちのような特殊な双子ではありませんが」

「私たちは常に二人で一人。二人を同時に愛せるあなたに選ばれたら、こんな幸せなことはございません」

　この双子も、いつになく饒じよう舌ぜつじゃないか。

　亜沙と優羽は感情が見えにくいが、俺をなんとも思ってないってことはないだろう。

　自惚うぬぼれてるようだが、俺に簡単に身体を許してくれたのは、少しは好意を持ってくれたからじゃないか？

　そうだ、それもいい。

「俺にはもったいない美人だからな、亜沙も優羽も。それに考えてみれば、おまえたちも最初から俺をまったく怖がってないな」

「お嬢様たちが選んだ方ですから」

「お嬢様たちが信じるあなたを恐れる理由がありません」

「亜沙と優羽がクールだから、ってわけでもないか」

　どんなに感情が希薄に見えても、亜沙も優羽も俺より一つ年上なだけの女の子。

　長年、多くのみなさんに恐れられてきた俺のツラをまったく怖がらないというのは──

　そこには、自分たちが育てた雪月と風華への信頼があればこそってわけだ。

「いや、俺は考えすぎてるな。美人のメイド二人と、楽しく生きていくっていうのもアリなのかもしれない」

　俺は座ったまま、じっと亜沙と優羽を見上げる。

「雪月か風華、どちらかを傷つけるよりよっぽどマシかもしれない」

　そうだよな、雪月と風華のどちらかを選ぶということは、もう一人を傷つけることだ。

　これも自惚れのようだが、そうなることを否定できない。

「お嬢様たちから離れることになれば、あなたは傷つくでしょう」

「その傷は、僭越ですが私たちが癒やして差し上げます」

「…………」

　この美人すぎるメイド二人の身体に溺れることができれば。

　雪月と風華を失っても、その傷は癒えてくれるだろうか。

「「もし、私たちがほしければ今すぐでも」」

　亜沙と優羽は、メイド服の前をはだける。

　同じデザインの白いブラジャーがあらわになり、さらにブラをズラしてそれぞれ片方の胸まで見せてくる。

　まったく同じ大きさのピンク色の乳首まで見えて──

　その豊かな胸と可愛い乳首が、俺を強烈に誘ってくる。

「この前は、雪月と風華のために俺を楽しませてくれて、今回もあくまでお嬢様たちのためだよな」

「否定はしません。ですが……」

「私たちも意思のない人形ではありません」

　つまり、俺に好意を持ってるという話を信じろということらしい。

「だったら、この場でおまえたちをまとめて──」

　俺は手を伸ばして、がしっと亜沙と優羽、二人の細すぎる手首を掴んだ。

「亜沙、優羽、おまえたちはどっちが先でもいいのか？」

「はい」

「はい……」

「…………？」

　ふと、違和感が──確かな違和感が一瞬だけあった。

　右手で掴んだほうの手首がわずかにびくりと反応し、その手首の持ち主のほうが声を震わせたような……？

「優羽、か……？」

「…………っ！」

　右手で掴んだ手首が、再びびくりと反応する。

　俺は左手で掴んだほうの手首を放して、右側に立っているメイドのほうを見上げた。

　まただ、また違和感だ──

「ついさっきまでこの部屋にいたのが優羽だったな。亜沙かもしれない……なんて言ってたが、最初に嘘をつく理由もないよな」

「……はい、本日こちらにいたのは私です。妹の優羽です」

「亜沙も優羽もどっちでも同じ──だったな。でも、俺はそうは思わない」

　唐突に──本当についさっき、そう思えなくなってしまった。

　なぜなら。

「おまえが優羽で、そっちが亜沙。ああ、はっきりわかるようになってきた」

「「私たちの見分けがつくということですか……？」」

　双子メイドの質問に、俺はこくりと頷く。

　初めてマンションを訪ねてきたときに亜沙と名乗った少女、優羽と名乗った少女。

　それからの翼沙家やプールでの記憶を思い返せば、どっちが亜沙でどっちが優羽なのか見分けがついてしまう。

　リアルタイムでは、見分けようと思いもしなかったのに。

「疑うなら目隠しして、そっちがシャッフルして当ててみてもいい。的中したら、嘘はつかないでくれると嬉しいがな」

「……いえ、疑いません」

「私が……今、真樹さまが手首を掴んでらっしゃるほうが優羽です。そこまで確信を持って見分けた方はいません」

「ですが、どうしてですか？」

「さっき、二人の手首を掴んでたとき、順番を訊いた俺の言葉に一人だけ反応した。まるで、俺を怖がるみたいに」

「そんなことは……私たちはご存じのとおり、感情が希薄ですから」

「亜沙と優羽は、そういう演技をしてるんじゃないのか？」

「「…………」」

　俺の質問に、二人は黙り込んだ。

　その沈黙が答えだと──俺には確信できてしまう。

　そうだ、これが〝違和感〟の正体か。

　俺は、どこかで無意識に亜沙と優羽の二人を見分けていた……？

「俺に身体を許すなら、自分が先──そう覚悟してるほうが姉だ。そちらは順番を訊かれても怯まなかった。掴んだ手首が震えることもなかった。つまり、亜沙だな」

「……そうとは限らないのでは？　妹のほうが姉よりしっかりしていて、姉をかばおうとするケースもあるのではありませんか？」

「あるだろうが、おまえたちは雪月と風華によく似てる。雪月たちが、おまえたちに似たっていうほうが正確か。雪月は姉として妹のために自分を犠牲にしようとしてた──だったら、亜沙も優羽を守ろうとするんじゃないかと思ったんだよ」

「……ずいぶん乱暴な推測です」

「別に外れても俺が損をするわけじゃないからな。でも、当たってるだろ？」

「はい。私は──亜沙は、妹より先に真樹さまに身体を委ゆだねるつもりでした。特に怖いとも思っていません」

「私は──優羽は怖いと思ってしまいました。姉に頼ろうとする気持ちがあるから、そんな甘えた態度を取ってしまったのでしょう。手が震えたのでしょう。情けないことです」

　双子メイドは真実を告白している。

　さっき、優羽が頬にキスしてきて「私は亜沙かもしれない」と言ったのは。

　亜沙のようになりたいという覚悟が、優羽の抑えた感情の向こうに見えたからでは。

　賛成２、脳内会議の結果は一致している。

「甘えてるってわけじゃないだろ。好きでもない男に……なんて、怖くて当たり前だ」

「いいえ、優羽は真樹さまが好きです。お嬢様たちと同じように。ただ、私が姉より怖がりだというだけです」

「……そうか」

　雪月と風華に好かれただけでも奇跡なのに、この双子メイドにまで。

　もっとも、あくまで雪月たちを通した関係であって。

　もしも俺が雪月と風華と別れることになったら、この双子メイドの気持ちも変わるんじゃないか。

「私と姉は、本当にこういう性格です。幼い頃から感情に欠けるところがありました。ただ、姉のほうがより感情を抑えて、常に冷静でいることができて──私は憧れました」

「妹は、亜沙になろうとしたのです。もっとも、元から似ていたのは間違いありませんので、さほど苦労はしなかったようですが」

「姉は、メイドとして理想的な性格だと思ったのです。夜琉姉ねえよりもずっと。あの人は少々うるさいので」

「ひどい言われようだな、夜琉は」

　夜琉も口数は多いが冷静で、妹二人とかなり似ていると思うがな。

「私は、姉のように亜沙のようになりたかったのです。ですが、やはり優羽の顔が出てしまうようです。初めてを捧げるなんて重大な場面では──亜沙のようでなければいけないのに」

「別に、同一である必要はないだろ。雪月や風華だってそんなこと望んでないだろう？」

「双子のお嬢様たちに、我々がまったく同じようにお仕えするためでもありました」

　そう言ったのは、もちろん優羽だ。

　あくまで合わせているのは、妹の優羽のほうなのだから。

「そうか……でも、違うな」

「そんなに違って見えますか？」

「ああ、亜沙。今まで俺はなにを見てたんだろうと思うくらいだ」

　俺は、じろじろと不ぶ躾しつけな視線を双子メイドに向けてしまう。

「よく見ると外見の細部も微妙に違うし、雰囲気もどことなく違ってる。ああ、優羽のほうが少し軽いんじゃないか？」

「…………っ」

　優羽が驚いた顔をする。

「わ、私たちも……女子ですので体重は気にしています。確かに、優羽のほうが一キロ程度軽いことが多いです」

　答えたのも、優羽のほうだ。

　彼女たちは、〝素す〟では一人称が自分の名前らしい。

　自分たちを〝亜沙〟〝優羽〟と名前で呼んでいる──そのほうがわかりやすいな。

「胸のサイズも少し違うか？　亜沙のほうがちょっと大きいのか」

「正解です、真樹さま。亜沙は胸に栄養がいきやすいようです」

「優羽より姉のほうが成長しました……」

　優羽が少しだけ顔を赤く染めて、まだ見せたままだった胸を自分の腕で隠した。

　この無表情メイドが恥じらうところを見られるとは……。

「ですが、そこまで気づくのは──真樹さまがダブルマインドだからでしょう」

「雪月お嬢様や風華お嬢様、夜琉姉でも優羽たちの見分けはつかないのですから」

「二つの人格で二人の人間を観察すれば、違和感が生じるんだろうか。俺にもよくわからんが……ただ、もうおまえたちは別の人間にしか見えない」

「それが良いことか、どうでもいいことなのか、亜沙たちにもわかりません」

「ですが……やはり、真樹さまは特別な存在なのでしょう……」

「それこそ、良いことかどうでもいいことかわからんけどな」

　つい、苦笑してしまう。

　だが、亜沙と優羽はどんなに似ている双子であっても別の人間だ。

　それを見分けられることが、少なくとも悪いことであるはずがない。

「亜沙、優羽。おまえたちは別々の人間だ。だから、別々でいたほうがいいと思う。同じである必要なんてないだろう。余計なお世話か？」

「……いいえ」

「私たちも永遠にお嬢様たちにお仕えはできません」

「ですから、いつか一人と一人に分かれる日は来るのでしょう」

「ですから、あなたに見分けられたのはいい機会かもしれません」

　二人はそう言うと、服装を正して。

　長いスカートをつまんで、一礼した。

「亜沙はあくまで使用人として、真樹さまにお仕えします」

「優羽も使用人として、お仕えします。お嬢様たちの代わりになろうなどと──僭越でした」

「…………」

　俺に仕える必要もない、という話のつもりだったんだが。

　なんか余計に、この双子メイドが俺のそばに張りつくって話になってないか？

「ただ、亜沙たちは一人ずつ生きていけます。元から、運命の双子デステイニー・ツインズでもデュアル・ツインでもないのですから」

「ただ、お嬢様たちは優羽たちと違います。あの方たちこそ二人で一人、一人で二人。二つの心を持つあなた以外に──あのお二人を本当に受け止められる方はいません」

「……そういうことらしいぞ、雪月」

「気づいてたの？　あんた、人が悪いわ、真樹」

「「雪月お嬢様……」」

　双子メイドが振り返り、リビングのドアのところにいた雪月に気づいて目を瞠みはる。

　雪月は白いキャミソールにピンクのショートパンツという部屋着姿だった。

　俺に視線を向けつつ、苦笑いを浮かべている。

「亜沙、優羽、あんたたちらしくないわね。いつも忍者か殺し屋かってくらい、気配には敏感なのに。真樹に見分けられて、そんな驚いてたの？」

「……亜沙たちも未熟です」

「お嬢様に気づかないなんて、優羽たちはメイド失格ですね」

「馬鹿ね、あたしたちのメイドは亜沙と優羽しかいないわよ。未だに、見分けがつかないのは情けないけど」

　雪月は腕組みして壁にもたれ、また苦笑している。

「なあ、雪月」

「なによ？」

「忠実なメイドは、おまえたちを受け止められるのは俺だけだって言ってる」

「そんなの当たり前でしょ？」

　雪月は、ニヤッと笑って言った。

　いつもの不敵な──俺が憧れ、告った翼沙雪月の笑顔だった。

「そんなあんただからこそ、あたしは大事な大事な妹を自分のオマケにつけたんだから」

「放っておくわけにはいかないよな。俺は俺の中に二人いる──だから、雪月か風華、一人だけじゃ足りないんだよ」

　俺の左右にはいつも双子がいてくれた。

　短い間だったが、あれほど満たされた気持ちになれたことはなかったな。

「もちろん、二人とも失うなんて論外だ」

「そうね、あたしが姉妹二人を受け止めてくれる一人を必要とするのと同じで──真樹も一人で二人を必要としてるのよね」

「なんか、ややこしい話だが、俺たちはそういう関係じゃないと満たされなくなったんだな」

「そうよ。やっと気づいた？」

「おまえたちの優秀なメイドたちのおかげで気づけたよ。俺が、双子メイドだけじゃ足りないなんて、最悪な気づき方だけどな」

「いいえ、気づいてくださって、亜沙にはこれ以上の幸せはありません」

「優羽はただ、お嬢様を二人とも愛してくださる真樹さまが好きなのです」

「……俺、いろいろ背せ負おい込むことになりそうだな」

「なにを背負い込むのか、あたしのオマケにも教えてやってくれる？」

「ああ」

　俺は頷き、ソファから立ち上がる。

　もう、こんなところでぼんやりしていられない。

　双子メイドが気づかせてくれて、雪月も同意してくれて、俺になにをすべきか教えてくれた。

　だったら、一刻も早く行動に出なければ。

「ああ、その前に──雪月、おまえに頼みがある」

「いいわよ、なんでも」

　雪月はまるで風華のように、優しく笑って。

「それと、亜沙と優羽にも頼みが──いや、おまえたちに命令する」

「「かしこまりました、ご主人様」」

　双子メイドも〝命令〟に反応し、初めて口元に微笑みを浮かべた。













７　双子はやはり二人で一人を好きでいたい




　真まさ樹き央なかばという男は、荒事には慣れている。

　別にヤンキーでもなければ、ケンカ好きでもないのだが。

　ただ、なにしろ子供が見ただけで泣き出す、大人だって泣きかねないほどの凶相だ。

　昔から、この顔がもとでトラブルに遭遇することは多かった。

　そういえば、雪ゆ月づきが俺を好きになってくれたきっかけも、ナンパ男たちを追い払った事件だったな。

　別に殴り合いをしたわけじゃなく、ナンパ男どもが俺の顔面を怖がって勝手に逃げていったらしいが。

　殴り合いになっていても、相手は三人だったらしいから──それくらいなら、なんとでもなっただろうか。

　好きこのんだわけじゃないが、修羅場もくぐってきたから、多少は荒っぽいこともできるようになってしまった。

　運動能力はせいぜい人並みだが、度胸があれば届かない壁も乗り越えられる。

　要するに俺は、フィジカルの限界を越えて、多少の障害はクリアできるわけだ。

『今なら大丈夫です、真樹さま。ですが、防犯カメラのダミー映像は三十秒しか流せません。お早く』

「わかった、亜あ沙さ」

　耳には雪月から借りたワイヤレスイヤホンを装着、ポケットに入れたスマホを使って通話中だ。

　もう、通話越しの声だけで亜沙か優ゆ羽うか区別がついてしまう。

　つい数十分前まで目の前で姿を見てもわからなかったのに、不思議なもんだ。

　そんなことを思いつつ──目の前の鉄柵にしがみつき、駆け上がるようにして一気に上っていく。

　鉄柵の先端は鋭く尖っていて、そこに触れないように乗り越え、再び鉄柵にしがみついて少し下りたら一気に跳ぶ。

　こんなことができるのも、鉄柵の鋭い先端を恐れないメンタルのおかげだ。

「よし、敷地内に入った」

『ご無事でなによりです。そのまままっすぐ裏口へ進んでください』

「了解、優羽」

　今度は、優羽の声だった。

　俺がなにをしているかというと──

　翼つば沙さ家別宅の裏手から、鉄柵を乗り越え、庭に入り込んだところだ。

　なぜ俺が、怪盗みたいなマネをしているのか、答えは簡単。

　この屋敷にいる風ふう華かに会いにきただけだ。

　もちろん、普通に屋敷を訪ねるという手もあっただろう。

　だが、今だけはそれがかなわない──

『真樹さま、裏口はコッソリ鍵を開けておいてもらいました』

　コッソリ、とか聞き捨てならないことを言ってるが、今は聞き捨てておこう。

　亜沙と優羽には手下のメイドがいるんだったな。

『裏口から入ったら、その部屋を通り抜けて廊下に出て、左手に向かってください』

「優羽、そのあとは？」

『一番奥に納なん戸どがあります。そこだけ両開きの扉ですので。まずはそこに入ってください』

「なるほど」

　庭を駆け抜けて裏口のドアを慎重に開けると、そこは倉庫のような部屋で段ボール箱などが積まれていた。

　人の気配はない。

　ここまでは土足ＯＫらしいが、この先は靴を脱がなければ。

　脱いだ靴を袋に入れ、背負っていたリュックにしまう。

　俺は指示されたとおりに進み、納戸の両開きの扉を開いて中に入った。

「なんだ、狭いな」

　納戸は窓がなく、扉の隙間から入ってくる光だけでは周りが見づらい。

　部屋の隅になにか箱が積まれているが、ほとんど使われていないようで、ほこりっぽい。

『そのまま、少しお待ちください。現在、ルートを確認中です』

「悪いが、頼む」

　もう普通に不法侵入では？　と思うが、堂々と正面から入れるようになるのを待っていられない。

　少なくとも、この家のお嬢様である雪月の許可はもらっているので違法性はないと思うことにしよう。

『お待たせしました。一階と階段の障害はすべて排除』

『ルートクリア。二十秒以内に進んでください』

「忙せわしないな」

　障害を排除、という物騒な報告が気になるが、別に暴力は振るっていないだろう。

　むしろ俺こそ、顔面が暴力なので誰とも遭遇せずに済ませたいところだ。

　足音を殺して階段を三階まで駆け上がり、先日訪れたばかりで見覚えのある廊下を進む。

　一番奥が俺が使わせてもらった客間、その手前が雪月の部屋で、さらにその手前の部屋──

　ドアを開け、そのまま部屋に滑り込む。

「えっ？」

　小さな声が聞こえたが、俺はかまわずにドアを静かに閉じた。

「悪い、風華。ノックもせずに失礼だったよな」

「ま、真樹さん……？」

　ベッドに座っていた風華が立ち上がり、ぽかんとした顔で俺を見てきた。

　サマードレスというらしい、白いヒラヒラしたワンピースタイプの服装だ。

　黒髪で清楚な風華には、よく似合っている。

「ああ、やっぱりそういう服装だったか」

「え？　ど、どういうことですか？」

「いや、気にしないでくれ」

　俺は苦笑して、首を振った。

「はぁ……ど、どうしたんですか？　取り次ぎもなかったですけど……」

「取り次ぎが必要っていうのも凄いよな。ああ、コッソリ入ってきたからな」

「コッソリ……？」

　風華は戸惑っているようで、目をパチパチさせている。

「あの、真樹さん？」

「なんだ？」

「わたし、囚われてるわけでもなんでもないので、会いたければ普通に会いにきてくださればよかったんですが……」

「そうなのか？」

「そうですよ。なんでしたら、コンビニに行くって理由で普通に外出できます」

「ああ、翼沙家のご令嬢でも、現代の女子高生ならコンビニくらい行くよな」

「ええ……コンビニのスイーツもコーヒーも好きです。お嬢様といっても、普通の女の子と大差ありません」

「でも、風華は違う」

「え？」

　俺は一歩踏み出し、風華に近づく。

「普通に会いにきたら、今のおまえは逃げるかもしれない。だから、コッソリ来て不意討ちしたんだよ」

「……よく家の者に気づかれずに入ってこられて──ああ、亜沙さんと優羽さんですか？　あの二人、よくウチのセキュリティシステムをいじって遊んでましたからね」

「察しがいいな。そうだ、永なが見みツインズの全面協力で無事に侵入できたわけだ」

「危ないことをしますね……一つ間違えたら、ウチの警備員がすぐに駆けつけてきて捕まってましたよ。シャレでは済まなかったかもしれません」

　風華は、不安そうな目を向けてきている。

　もう侵入成功したのだから、今さら不安に思っても無意味だろうに。

「真樹さん、そんな危ないことをしてまで、どうして急に？」

「わかってるだろ？　風華を連れ戻しにきたんだよ。ここは実家であって、風華が暮らすのはあのマンションの部屋だろう」

「…………」

「な、なんだ、その顔？」

　風華は、ぷうっと頬をふくらませる。

　まるっきり子供が拗ねているみたいな顔だった。

「わたし、ゆづ姉ねえに怒ってます」

「そ、そうか。まだ怒りは治まってないのか？」

「当然です。自分が最初に真樹さんと結ばれて──自分を犠牲にして、わたしと真樹さんを幸せにしようとしたんですから。自分勝手ですよね」

「……ああ」

　確かに雪月は勝手で、俺だけでなく風華の人生まで決めようとした。

　ついさっきの亜沙のように──

　姉として、風華を守ろうとしたのかもしれないが、それは妹の自主性を無視した侮辱だったのかもしれない。

「わたしはまだ、ゆづ姉の顔が見られません。真樹さんに怒っているわけではありませんが、あなたの顔を見ると、どうしてもあの裏切りも思い出してしまうので──」

「嘘だな」

「えっ？　な、なんですか」

　俺は両手を伸ばし、風華の柔らかな頬を軽く掴むようにする。

　風華が怒っているのは事実だろうし、雪月の行動に納得できないのも本当だろう。

　だが、それだけで実家に籠もるほど怒るとは思えない。

「風華は、誰よりも雪月をわかってるだろう。俺よりも亜沙や優羽よりも、鷹耶よりも。雪月が人を裏切らないことは──特に妹の風華を裏切るようなヤツじゃないのは、誰よりよく知ってるはずだ」

「…………」

　風華は横を向こうとするが、俺に頬を掴まれているので目を逸らすことしかできない。

「なあ、風華。おまえが許せないのは自分自身じゃないのか？」

「どうして……そう思うんですか？」

「自分と姉は運命の双子でデュアル・ツイン。まったく同じ存在だったはずなのに、姉に守られている自分が許せなくて、姉に合わせる顔がなくて──ついでに俺にも会えなくなった」

「……そんなのは、推測ですよね。わたし、別に……」

「姉ってヤツは妹を守ろうとするもんらしい。たとえ双子でもな」

　ついさっき、双子メイドに姉妹としてのあり方を見せてもらったばかりだ。

　翼沙姉妹は完全に同じ存在──

　だが、やはり姉と妹ではある。

　妹のほうは自分を〝オマケ〟だと認めて、姉を立ててきていた。

「だって……だって、真樹さん……」

　風華は、言いかけて言葉に詰まってから。

「双子で、一緒に産まれてきたのに。わたしだけ幸せになって、お姉ちゃんだけ自分の意思に沿わない結婚をするなんて、自分が望まない未来を選ぶなんて、そんなの……そんなのは……イヤです。わたし、イヤなんです」

　風華は、視線をまっすぐ俺に向けて、その瞳が潤んできている。

　お姉ちゃん、か……昔の風華は雪月をそう呼んでいたのか。

　思わず口に出てしまったのだろうが、たぶん本音を語っているからだろう。

　やはり、風華は姉に裏切られたなどと思っていなかった。

　裏切りなんてものが入り込めるほど、雪月と風華の絆は弱くない。

　それは、まだ短い間とはいえ、雪月と風華を見てきた俺にはわかりきったことだ。

「風華、もうそんなことで苦しまなくていい。一人で悩むことはないんだ」

「でも……わたしたちは、どちらかが真樹さんから離れないといけません。わたしたち姉妹は離ればなれになって、どちらかは真樹さんとも──」




「あー、もういいでしょ！」




　大声とともにバンッとドアが開いて。

　そこから入ってきたのは──風華だった。

「え、わたし──じゃないですよね……？」

　そこでようやく、俺が風華の頬を解放する。

　その風華は、ドアから入ってきた自分に驚き、慌てふためいている。

　ドアのところにいるのは、まったく同じ白のサマードレスを着た、長い黒髪の少女──

「そうよ、あんたじゃなくてお姉ちゃんよ。真樹がまずは自分が話すからって出番待ちしてたんだけど、もう限界」

「……お早いご到着だな、雪月」

「あたしはもっと楽なルートでコッソリ入ってきたから」
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「俺だけ苦労させられたのかよ」

　実は、怪盗みたいで楽しかったけどな。

「そんなことはいいから、あたしにも話させなさい！」

　雪月は偉そうに言ってから、妹に視線を向けて。

「風華、さっき〝お姉ちゃん〟って呼んでたわね。懐かしいわ、そう呼ばれんの、何年ぶりかしら」

「そ、それは無意識で……な、なんですか、ゆづ姉！　その髪と服は！」

「忘れたの？　あたしたちは運命の双子でデュアル・ツインよ。あんたがどんな服を着るかくらい、予想できるっつーの。そういうひらひらした服、好きだしね、風華」

「……ゆづ姉、そんなサマードレス持ってましたっけ？」

「もう一つ忘れてない？　あたしたちには、命じればなんでもすぐに用意してくれる、有能なメイドさんたちがついてるのよ」

「そう、でしたね……」

　そのとおり、黒髪になった雪月が着ている白のサマードレスは、亜沙と優羽が用意してくれたものだ。

「ふ、服はいいとしても……その黒い髪はなんですか！」

「風華だって、黒く染めてるでしょ」

　それもそのとおり、実は翼沙姉妹の地毛は茶色で、風華のほうが髪を黒に染めている。

　雪月が髪を派手な茶色に染めているように思うだろうが、実は逆だったりする。

「風華、あんたは二つ忘れてた。でも、あたしは一つ間違ってたわ」

「間違ってた……？」

「姉としてあんたを守ろうとしすぎて、風華の気持ちを無視してた。あたしと風華は、同じでなけりゃいけないのに」

「……そうです。ゆづ姉は勝手ですよ。でも、そんなゆづ姉に甘えてきたわたしも、勝手でした。真樹さんが教えてくれなかったら、ずっと気づかなかった──気づかないフリを続けていたかもしれません」

　風華は、俺から離れて姉のところへ歩いて行き──

　ふわっと雪月に抱きついた。

「ごめんなさい、ゆづ姉。お姉ちゃんばかり困らせてしまっていましたね……姉のオマケって立場に甘えて、わたし……」

「いいのよ、風華」

　雪月のほうも、妹の背中に腕を回して抱きつく。

　合わせ鏡のような二人が抱き合い、まるで溶け合っているかのような──

「今回のことは、だいたいあたしが悪かった。真樹にも迷惑かけちゃったし、風華を苦しめちゃったわね」

「……まだ一つ答えてもらってないですね」

「なに？」

「どうして、髪を黒く染めてきたんですか……？」

「ああ、これ？」

　雪月は風華から離れ、長い黒髪をさっと後ろに払った。

　表情はいつもの雪月だが、髪を黒くしただけで清楚可憐に見えるから不思議なものだ。

「真樹に頼まれたのよ。亜沙と優羽に手伝ってもらって、染めてきたの」

「え、真樹さんの差し金だったんですか……？」

「差し金とは人聞きが悪いな。ただ──俺も思い出そうとしたんだよ。雪月と風華、おまえたちを見分ける必要はなくて、おまえたちは同じ存在なんだってことを」

　なにより、雪月と風華、本人たちが見分けなくてもいいと本気で思っている。

　雪月が好きで、風華のことも好きならそれでいいと。

　不思議な話ではあるが、彼女たちは不思議な双子なのだから──そんなことを疑問に思う必要はない。

「そうね、見分けなくていいわ。あたしは雪月で風華。見てのとおり、どちらにもなれる」

「そうですね、わたしは風華で雪月。姉にもなれますし、妹にもなれますし、オマケにもなれます──」

　雪月はいたずらっぽく笑い、風華は穏やかに微笑んで。

　ベッドのそばまで歩いて行き、そこに腰を下ろした。

「髪も服も同じ、それに──中身も見てみる？」

「中身も見てみますか？」

「ああ、ますます見分けがつかなくなりそうだけどな」

　まさか、このシリアスな場で〝こんな流れ〟になるとは。

　俺が苦笑いすると、雪月と風華は白のサマードレスに手をかけながら。

　ぽてんとベッドに仰向けに倒れ込んだ。

　サマードレスの前がはだけ、白いブラジャーがあらわになる。

「やっぱり、どっちも綺麗だな」

「き、綺麗っ……！　ま、真樹も言うようになったわね」

「お、お恥ずかしい……でも、もっと見せますね……」

　雪月と風華は顔を見合わせて、ブラジャーを外すと──90センチＧカップの胸がぷるるんっと弾むようにあらわになる。

　その頂点のピンク色の乳首は、興奮しているのか早くも尖ってしまっている。

「いきなりだが……いいか？」

「いいわよ……あたしと妹、好きにしてよ」

「二人を一緒に……可愛がってくれますか？」

「ああ、もちろんだ……」

　俺もベッドに上がり、取り出したペニスを──

「あんっ♡」

「そ、それですか♡」

　雪月の左側の胸と、風華の右側の胸。

　二人にはベッドの上で寄り添うようにくっついてもらい、二人の片方の胸もぴったりとくっつく。

　その二人の胸の間にペニスを突っ込んで、挟んでもらう。

「も、もう……変なことばっか。こ、これでいいの……？」

「ゆづ姉のおっぱいと、真樹さんの大きいのの感触が……あんっ♡」

　俺はペニスを二人の胸の間でこすっていく。

　この前も、雪月と風華のおっぱいで同時に挟んでもらったが、この挟み方もまた気持ちいい。

「これなら、あたしと風華、二人で真樹を気持ちよくできるわね♡」

「今は真樹さんに二人同時に楽しんでもらえるのがいいですね……♡」

　俺はふわふわと柔らかいおっぱいでペニスを挟んでもらい、さらに強くこすり上げて──

「ああんっ♡」

「きゃんっ♡」

　こらえきれずに一気に果てて、彼女たちの可愛い顔とふくよかなふくらみを汚してしまう。

「あっ、んっ……熱いのがっ……いっぱい……♡」

「あっ、んっ……顔と胸にっ……こんなに……♡」

「わ、悪い……つい、気持ちよすぎて」

　汚れてしまった顔と胸を、俺は軽く手で拭うようにする。

　だが、雪月と風華は俺のその手を掴み、にこっと笑ってくれた。

「馬鹿ね、謝らないでよ。あたしたちで気持ちよくなってくれたんだから……♡」

「残りも、わたしたちで吸ってあげますね……♡」

　雪月と風華は起き上がり、舌を伸ばして同時にペニスをぺろりと舐めてから。

　小さな口で先端を分け合うようにして含み、吸い上げていく。

　うおお、胸で挟んでもらったあとに、口で処理まで……！

　やはり双子は抜群に息が合っていて、やはり彼女たちのほうから進んでやってもらうほうが気持ちいい。

「くっ……雪月、風華……おまえたち、凄すぎる……！」

「でしょ？　もっとすっごいことしてあげるから。ね、風華」

「はい、ゆづ姉」

　雪月は、ぺろぺろと先端を舐め、妹にその場を譲って。

　続いて風華もペニスを舐め回してから、ちゅっと先端を軽く吸うようにキスして。

「やっぱり二人で同時に真樹さんを楽しませてあげないと……♡」

「そうね……一緒がいいわよね♡」

　雪月と風華はペニスを同時に口に含み──二人の唇も互いに触れ合っている。

「んっ、ちゅっ……風華、こっち……♡」

「んん……ちゅ……はい、ゆづ姉……♡」

　双子美少女に舐めて吸ってもらいつつ、姉妹でキスまでしているなんて──

　これは、気持ちよすぎて視覚的にも最高すぎる！

　視覚──ああ、風華に化けているはずの雪月がいつもの茶髪に見えてくる。

　この前も、初めて双子に全裸を見せてもらったとき、二人とも茶髪になっていたのに、いつもどおりの茶髪の雪月と黒髪の風華に見えていた。

　雪月は風華で、風華は雪月だからか──髪色に関係なく俺がイメージしている姿に見えることがあるようだ。

　目の前で、いつもの俺の雪月と風華が激しくキスしているような──

　雪月と風華は互いに唇を重ね、重ねた唇の間に俺のペニスを挟み、吸い上げて。

　れろれろと舌を絡め合うようにして舐め、また双子でキスして。

　ちゅばちゅばと音を立て、激しく俺のペニスと姉と妹の唇を味わい、むさぼり──

　そうして、再び二人に最後まで導かれると。

「んっ、んちゅっ……んんー……ほら、風華も……♡」

「んっ、ちゅうっ……ゆづ姉、残りはわたしが……♡」

　雪月と風華は、俺が吐き出した欲望を全部飲み込んでくれて。

　すぐに三人で、風華のベッドに倒れ込んでしまう。
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「なあ、雪月、風華」

「なによ？」

「なんでしょう？」

　俺はサマードレスの上をはだけさせ、スカートの裾も乱れさせた双子を両手で抱えている。

　美少女二人を、もう一度こうして同時に抱けている。これだけでも充分なのだが──

「俺は二つの人格があるんだ。一つ目の人格でどちらかを抱いて、もう一つの人格でもう一人を抱く。それで──順番の問題は解決だろ？」

「そ、それは……あたしたちには見分けつかなくない？」

「時間的な順番はつくような……気がするんですけど」

　双子は困惑しているようだが、これが一番の解決法だという気がする。

　俺たちが納得できれば、それでいいんじゃないだろうか？

「うーん……じゃあ、真樹、風華、少しだけ試してみる？」

「試す？　どういうことだ？」

「この前、お風呂では失敗しちゃったけど、もしもあの続きをしてたら──風華、いい？」

「い、いいですけど、もしかして最後まで……？」

「それはさすがにまだよ。今日、やっと一つ問題が解決したところなんだから。でも、もう少しだけ楽しんでみたいじゃん？」

「楽しむって、ゆづ姉……」

「まー、お風呂で真樹としようとしたのって、自分を犠牲にって気持ちは確かにあったけど、先にやっちゃいたいっていうのもあったしね。だって、気持ちよさそうなんだもん♡」

　雪月はいたずらっぽく笑い、ぺろりと舌を出した。

　実は雪月は、ちゃっかり自分の欲望を満たそうとしていたらしい。

　俺は風華と顔を見合わせて笑ってしまう。

　いかにも雪月らしい話ではあった。

「それで……雪月、どうするんだ？」

「こういう……感じでどう？」

「……本気かよ」

　雪月の説明を聞いて、俺は呆れて──

「ふふ、それは面白いですね♡」

　一方、風華は乗り気なようだった。

　やはりこの双子は、性格が違うようで実は中身もそっくりなんだよな。

「じゃあ、やってやる！　俺も正直──やりたいしな！」

「きゃあっ、さすが真樹！」

「そうこないと、ですね！」

　俺は雪月をベッドに押し倒し、その細すぎる腰を掴んで。

　ペニスをパンツの上から押し当て、ぐっぐっとこすっていく。

「あんっ、そ、そこでこすられたら……！　きゃあんっ、すっごい……激しすぎっ♡」

「ま、真樹さん……わたしも……♡」

「ああ、風華も来い」

　俺は寝転んだ雪月を貫く──ようにしながら、同時に俺の横に来た風華も抱き寄せる。

　風華の細い腰を抱き、唇を重ねる。

「んっ、んむむ……んっ、ちゅっ、んむむ……♡」

　乱暴なくらいに風華の唇をむさぼり、その間にも腰を動かして雪月のパンツの上からそこの部分をこすり上げるようにする。

「ヤバいな、これは……！」

　片手で雪月の腰を掴み、疑似的に交わっているかのようにして──

　片手で風華の腰を掴み、その唇を荒っぽく味わう。

　確かに、こういうのもアリだ。

　雪月と風華、二人を同時に可愛がれていて、二人も気持ちよくなれる。

「んっ、もう、こんなの、無理ぃっ♡　真樹、激しすぎるって♡」

「ちゅっ、んっ、んんっ……♡　あんっ、おっぱいもそんなに……♡」

　俺は、片手を伸ばして雪月の胸を荒っぽく揉み、同じくもう一方の手で風華の胸も揉んでいく。

　まったく同じサイズの巨乳をこうして同時に揉みしだきつつ、姉のパンツの上からその部分をズリズリこすって、妹の柔らかい唇まで楽しめるなんてな。

　ああ、俺ならやっぱりこの双子を、まったく同じ存在である双子を同時に愛せる──

　愛するなんて、大げさな言葉かもしれないが、他に表現を思いつかない。

　俺は雪月と風華、可愛すぎる双子の敏感な部分を同時に楽しみ、彼女たちも甘い声を上げて。

「ま、真樹っ……！♡」

「真樹さんっ……！♡」

　俺は三度目の限界に達し、雪月のパンツの上から思い切りそこに押しつけ、風華の身体を抱きしめながら唇を強く吸い上げた。

　白いパンツが、俺の吐き出した欲望で汚れていく。

　あまりの快感に背中が震え、意識が遠くなりそうなほどで──

「真樹……すっごいよかった♡」

「ゆづ姉が気持ちよくなって、わたしにも伝わって……頭真っ白になりました♡」

　デュアル・ツインは快感までも分け合い、興奮も二倍になってしまっているようだ。

　俺が身体を震わせてすべてを放ち終えると、雪月と風華がぎゅっと抱きついてきて。

　その柔らかな身体の感触に包まれながら、俺は二人の少女へのこの感情は、たとえなにがあろうと捨てられないと確信した。

　家のレールとか結婚相手とか、知ったことじゃない。

　雪月も風華も、俺に同時に愛されることを望んでくれている──

　だったら、俺もその想いに応えてやらなければ。













エピローグ




「俺が翼つば沙さ家に婿に入って、家を継ぎたいと思う」

「……本気ですの？」

　夜よ琉るは、目を大きく見開いてまじまじと俺の顔を眺めている。

　風ふう華かを取り戻して数日後──ここは、翼沙家別宅のリビング。

　俺はアンティークの革張りソファに座り、その前に黒いスーツ姿の永なが見み夜琉が立っている。

　今日の夜琉は当主夫妻の代理ではなく、使用人なので客の前では座れないらしい。

　俺だけふんぞり返っているようで気が引けるが、今は堂々としていよう。

「婿になってこの家に居座って、雪ゆ月づきも風華も両方俺のものにする。二人とも、絶対に手放さない」

「そんな勝手が許されると思ってますの？」

「勝手を通すために、翼沙家に入るんだ」

　そのためなら、真まさ樹き家から離れるくらい、なんでもない。

　母さんと妹は大事だし、あのクソ親父だって一応家族だ。

　それでも、俺には新たに失ってはいけないものができたからな。

「真樹さまの仰おおせのままに」

「我々はついていくのみです」

　ソファの背もたれの後ろに、亜あ沙さと優ゆ羽うが控えている。

　もちろん二人とも、今日もメイド服姿だ。

「はぁ……」

　夜琉は、妹たちをちらりと見て、あからさまにため息をつく。

「亜沙、優羽。あなたたち──すっかり手て懐なずけられましたわね」

「はい、亜沙は真樹さまに手懐けられました」

「はい、優羽も真樹さまの忠実なメイドです」

　ソファに座る俺からは見えないが、彼女たちは微笑んでくれていることだろう。

　少しずつ、亜沙と優羽も表情を出すようになってきている。

「使用人の支持を取り付けるのは有効と認めざるをえませんわね。特に、亜沙と優羽は私が言うのもなんですが、翼沙家に代々仕えてきた忠臣の一族ですもの」

「忠臣とは、また時代錯誤だな。その錯誤が今の俺には助かるんだが」

　どうやら、亜沙と優羽の永見家は翼沙家にとって相当に重要なポジションにいるらしい。

　だからこそ、姉の夜琉が当主夫妻の代理人として俺への対応に出てきたのだろう。

「ええ、娘の結婚相手を親が選ぶことも時代錯誤な慣習ですわ。ですが、翼沙家に生まれて裕福な暮らしをしている以上、負うべき義務もございます」

「だろうな。今すぐどうこうできるとは俺も思ってない。婿に入るのもこの屋敷に居座るのも将来の話だ」

　俺たちの願いを叶えるための準備もなにもできていない。

「だが、慣習も義務もぶち壊そうと決意しないと、いつまで経っても壊せないだろう？」

「真樹央なかばさん、翼沙家にはあなたの特殊性など通じませんわよ？」

「わかってる。俺のダブルマインドなんて、俺自身と雪月と風華以外にはなんの意味もない。だが、雪月と風華を幸せにはできる。あの二人が離ればなれになる、これ以上の不幸はない。それを避けるためには、まず俺が必要なんだよ」

「……あなたでなければ、お二人を幸せにできないことは認めますわ」

　だが、雪月と風華、二人の〝多少の不幸〟は見逃せというのが翼沙家の意向なのだろう。

　どちらかが俺と、どちらかは親が決めた相手と結ばれるというのはそういうことだ。

　俺はそのふざけた話を、ぶっ潰したい。

「俺は雪月も風華も、両方俺のものにする。必ずだ」

「「そのついでに、私たちもお嬢様たちと真樹さまのものになります」」

　背後で、双子メイドが珍しく意思を感じさせる力の籠もった声で言った。

　ああ、亜沙と優羽もいてくれたら、大きな助けになるだろう。

「まあ……家のことも結婚のことも、おっしゃるとおりまだ多少先のお話ですわ。今はお好きに振る舞われるとよろしいでしょう。翼沙家も私も、今はまだあなた方に干渉するつもりはございません。ただ……」

「なんだ？」

「高校卒業までも、まだ時間がございます。わざわざ、翼沙家に真樹さまを警戒させるようなことを言わなくてもよろしかったのでは？」

「そうだな、自分たちを不利にするだけかもしれない。でもな、決めたからには堂々としていたいんだよ」

　コソコソ立ち回るのは、先日の翼沙家別宅侵入だけで充分だ。

　俺も双子もなにも悪いことはしていないのだから、胸を張っていればいい。

「今日俺たちがここに来たのは、要するに──宣戦布告だ」

「承りましたわ」

　夜琉は丁重に一礼すると、顔を上げてニヤリと笑った。

　心から面白がっているような顔だ。

　妹の双子たちより表情は豊かだが、あるいはこの長女のほうが思考が読めないかもしれない。

　俺には、俺と雪月と風華には乗り越えるべき障害はあまりに多いが──

　まずは、当面の敵が明らかになったようだ。







　一人で翼沙家の玄関から出た。

　亜沙と優羽は、姉と話すことがあるらしい。

　翼沙家とは関係のない、〝家族の話〟だそうだ。

　それなら俺は首を突っ込むべきではないので、先にお暇いとますることにしたのだ。

　だが、その前に──

　夜琉に許可をもらい、庭を見せてもらうことにした。

　この前の不法侵入の際には一瞬で駆け抜けただけだったので、ろくに見られていなかった。

　素人目にも見事な庭で、草木や花も手入れが行き届いている。

　夏真っ盛りで、たっぷりの日射しを受けて植物もイキイキしているようだ。

　これは一見の価値があるというものだろう。

「ああ、真樹、終わったの？」

「お疲れさまでした、真樹さん」

「なんだ、こっちにいたのか、雪月、風華。あとで呼びに行こうと思ってたのに」

　庭には大きなガーデンパラソルと、その下にテーブルとチェアが置かれて、そこに双子の姿があった。

　雪月はノースリーブの白ブラウスに黒のミニスカート。

　風華はノースリーブの白いワンピース。

　二人とも涼しげな格好で、飲み物のグラスを手に持っている。

「暑いんだから、家の中にいればよかったのに」

「真樹も外に出てきてんじゃん」

　雪月が笑って答える。

　俺の翼沙家訪問には、当然ながら双子メイドだけでなくこちらの双子も同行してくれている。

　ただ、俺は雪月と風華の援護なしで夜琉と話しておきたかったのだ。

　亜沙と優羽も最初はついてこなくていいと言ったのだが、「敵は我々の姉ですから」と断固として同行を申し出てきたので仕方なかった。

「ふむ……」

「なによ、真樹？」

「雪月、また綺麗に色が戻ったな。俺が頼んどいてなんだが、そんなに髪を染めたり戻したりして大丈夫なのか？」

　そう、雪月は数日前に黒く染めた髪をまた茶色に戻している。

　洗えばすぐに落ちる毛染めだったらしい。それはいいのだが──

「大丈夫よ、亜沙と優羽が選んでくれた髪に優しい毛染めで、染めるのも落とすのも二人が丁寧にやってくれたから」

「そうか……」

　俺のワガママで黒に染めてもらったので、雪月の綺麗な髪が傷んだりしたら申し訳ない。

　だが、とりあえず大丈夫なようでほっとする。

「それで、真樹さん。夜琉さんとのお話はどうなりましたか？」

「当面の敵が判明したって感じだな。まずは夜琉を倒さないと。あの人は手強そうだ」

「まあ、真樹なら夜琉も手懐けられるでしょ。あいつだって、あたしらより二つ上なだけ。言っておくけど、あいつも学生──現役女子大生よ？」

「えっ!?」

　一瞬驚いてしまったが、言われてみれば学生でも全然おかしくないか。

　夜琉は貫禄があるので勘違いしそうになっていた。

　考えてみれば、今年の春まで制服を着て高校に通っていたわけか……ちょっと、当時の写真を見たいくらいだな。

「それに、夜琉さんもなんだかんだで最後にはわたしたちの味方をしてくれると思ってますけど」

「……あの人、実は風華たちには甘そうだな」

　夜琉は俺には厳しい態度も取っているが、意外と発破をかけてくれているのかも──と考えるのはおめでたすぎるか？

「ま、先のことなんてどうなるかわかんないけど、だから面白いんでしょ？」

「雪月らしいな」

「どうにかなりますよ。ゆづ姉と真樹さんがさくっと結婚して、そのついでにわたしがオマケとしてくっついていってもいいですし」

「風華らしいな!?」

　今回、散々揉めた問題の解決方法としてシンプルすぎないか!?

　確かに〝風華がオマケ〟というのが、俺と双子姉妹との本来の関係かもしれないが……。

「そうだな、先のことばかり考えても仕方ないし。今は夏で、夏休みだ。このまま、どこか遊びに行くか」

「頭の切り替え早いわね、真樹」

「おまえたちとのことを真面目に考えてる一方で、楽しむことも考えられるんだよ。俺の中で矛盾はないな」

　俺の特性とは要するに、〝一つのことに囚われない〟ということらしい。

　だからこそ二人の女の子を同時に好きになれるし、苦悩しながら快楽もむさぼれる。

「やっぱり真樹さんは普通じゃありませんね。あ、でも……」

「なんだ、風華？」

「双子のわたしたちを同時に可愛がれるように、双子を二組同時に好きになったり──？」

「ん？　あっ、待て待て、あくまで亜沙と優羽は使用人だろ！　いや、偉ぶるつもりはないが、俺が好きなのは──」

　俺は、雪月と風華の顔を交互に見やる。

　亜沙と優羽のことも気に入っているし、大いに頼りにしているが、恋愛の対象は雪月と風華以外にありえない。

　ほんの数日でも、雪月と風華が別々にいることにも我慢できなかった。

　どちらかではなく、二人に常にそばにいてほしい。

　これが俺のたった一つの願いで、贅沢すぎるが必ず叶えたい夢だ。

「そうです、好意を持っていただく必要はございません」

「そうです、悪意を持たれたところで我々は真樹さまについていきますので」

「うおっ！　あ、亜沙、優羽、〝家族の話〟は終わったのか」

　いつの間にか、亜沙と優羽が俺の背後に立っていた。

　見分けることができるようになっても、まったく同じ美貌がすぐ近くにあると驚かされる。

　というか最近、俺って驚かされまくってるな。

「雪月お嬢様のオマケが風華お嬢様」

「そして、お嬢様方のオマケが私たちですので」

「……なあ雪月、おまえに告ってからいろいろとズルズルくっついてきてるんだが？」

「あはは、そんなあたしに告ったのが運の尽きね」

　雪月は、俺の皮肉にもまるで動じていない。

　いや、俺にとって悪い状況ではないのだから皮肉でもないか。

「ふふ、次はどんなオマケがついてくるんでしょうね？」

「いや、風華がオマケとか言い出したのが元凶のような気もするな」

　風華もまるで動じていない──それどころか、他人ひと事ごとみたいにコメントしてやがるな。

「残念ながら、メイドの我々には特にオマケはついてきませんね」

「強しいて言うなら、夜琉姉がオマケでしょうか？」

「どこがオマケだ、どこが。あの人はラスボスじゃないのか？」

　双子メイドは実の姉をなんだと思っているのやら。

　夜琉は、決して悪い人ではないんだろうが──

　できれば、メイドたちのオマケとしてくっついてくるより、切り離されてくれたほうが助かりそうだ。

「ですが、なんだかんだでゆづ姉がいろいろ引っ張ってきますよね」

「ちょっと、風華。そういうこと言うと、フラグになるでしょ。でも、あたしのオマケなんて風華と亜沙たち以外は別に──」

「雪月お嬢様、よろしいですか？」

「うわっ！　よ、夜琉!?」

　俺はまた大声を上げてしまう。

　双子メイドに続いて、庭に現れたのは姉メイドだった。

　このメイドたち、気配を消して現れすぎだろう。

　夜琉はこの暑い屋外で、黒いスーツを着ているのに汗一つかいていない。

　今まさにラスボス認定したばかりだからな、驚かざるをえない。

「どうかしたの、夜琉？」

「雪月お嬢様にお客様ですわ。お連れして──」

「ユヅ！」

　広い庭に大声が響いた。

　黒髪ショートカットに赤いメッシュ、ピンクのタンクトップにショートパンツ。

　やたらと派手なギャルが小走りにこちらへやってきた。

「あれ、リィ？　どうしたの、なんでここに？」

　そう、庭にまたもや現れた新たなる人物は、鷹たか耶や理り衣い奈なだった。

　親友の実家なのだから、鷹耶が訪ねてきても不思議はないのだが……。

　前にも鷹耶は、この別宅に泊まったことがあるんだっけな。

「今朝、ＬＩＮＥで実家に行くって言ってたでしょ。実はユヅにちょっとお願いがあって」

　鷹耶は俺と風華をちらっと見て、さらに双子メイドも見て少し驚いた顔をする。

　どうやら、鷹耶は亜沙と優羽とは初対面らしい。そりゃ驚くよな。

「ところで、鷹耶。そっちの人は……？」

　俺はとりあえず、ツッコミを入れる。

　というか、ツッコミどころがありすぎる。

　新たなる登場人物は鷹耶一人ではなく、鷹耶は誰かの手を引いていた。

　その人物は派手なイエローのパーカーを着て、この暑いのにフードを目ま深ぶかにかぶっている。

　パーカーの裾は長く、その下からすらりとした太ももが伸びている──おそらく、鷹耶の連れは女子だろう。

　だが、なによりも気になるのは──

　鷹耶に手を引かれている女子の、薄手のパーカーの胸元は信じられないほど大きく盛り上がっている。

　身体は小柄なので、胸の大きさがアンバランスに感じられるほどだ。

　もしかして、Ｇカップの翼沙姉妹以上のサイズなのでは……？

「ちょっと、真樹。どこ見てんの？」

「真樹さん、どちらを見てますか？」

「い、いや」

　珍しく、双子姉妹に嫉妬の目を向けられて俺は首を横に振った。

　だが、パーカー女子の胸がそれほどまでに凄まじいインパクトなのは否定できない。

「ふーん、真樹も男の子だもんね。ああ、リィ、真樹のツッコミに応えてやって」

「その前に、まず言わせて。ねえ、ユヅ」

「なに？　あっ、もしかしてこの前通話で話してたこと？」

　鷹耶は、ちらりとパーカー女子のほうを見てからまっすぐに親友の雪月の顔を見つめた。

　そういえば、優羽が「雪月が長時間友人とビデオ通話してた」みたいな話をしてたっけな。

　そのビデオ通話の相手は、やはり鷹耶だったのか。

　鷹耶は、雪月の顔をしばらく見つめてから、意を決したように──

「お願い！　アタシとこの子をユヅのオマケってことで──ユヅたちの家に住ませて！」

「え？」

「え？」

　ほぼ同時に、雪月だけでなく風華もきょとんとして首を傾げる。

　意外と珍しい、翼沙姉妹のシンクロしたリアクションだった。

「この子はアタシの双子の妹、鷹耶奈な楽ら香かよ。アタシら、ユヅのオマケってことで……真樹くんもよろしく！」

「俺によろしくって、言われても……」

　思わず、戸惑ってしまう──この状況で戸惑わない人間がいるか？

　パーカーの女子が、フードの下からこちらに目を向けてきている。

　顔はよく見えないが、その目が俺をじろじろと観察しているような……。

「冗談……じゃないよな」

「でしょうね」

「ですね」

　俺のつぶやきに、雪月と風華が同意してくれた。

　鷹耶は真面目な性格だから、わざわざ人の家に押しかけてきて冗談を言うとは思えない。

　告った相手のオマケとして女子がついてくる──

　俺の周りだけで風華と、亜沙と優羽の双子メイドと三人もいるのに。

　この上、まだ二人も増えるって？

　雪月に告って以来、俺の周りは騒がしくなる一方だ──

《つづく》
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　お久しぶりでございます、鏡遊です。

　大変お待たせしました、『好きな子に告ったら〜』２巻をようやくお届けできました！

　すみません、１巻の発売からだいぶ間があいてしまって……色々バタバタしておりました。

　ただ、お待たせした分、楽しんでいただける内容になったと思います！




　この作品は、「双子」と「オマケ」をテーマにお届けしています。

　登場キャラは双子だらけで、双子でなくても対になるキャラがいたりと。

　ただまあ、ストレートにヒロインたちの可愛さとえっちさに重きを置いております。ここまで読んでくださった方々はとっくにご承知でしょうけど。

　僕としては、「あれ、ここまで描写しちゃっていいのかな……？」と我に返る瞬間が何度もあったのですが、担当さんに確認すると「問題ないです」とのことなのでガンガンいきました。ガンガンいくの好きなんです。むしろ、「ダメ」と言われてもやっていたまであります。

　メインの双子たちがやる気満々なのに、そこに双子メイドまで投入するという。

　サービス過多かもしれませんが、えっちな双子メイドがいて困る人はいませんよね。僕は双子と同じくメイドも大好きなので。１、２巻続けてメインヒロインたちもメイド化させてますしね。この作品、かなり欲望のままにお話を繰り広げてます。

　３巻は是非出したいと願っております。もっと欲望のままにガンガンといけたら──いっていいのかな？




　また、実はコミカライズも決定しております！　詳細はまたいずれですが、どうぞお楽しみに！




　カット先生のイラスト、今巻も大変素晴らしかったです！　２巻でヒロインたちの可愛さ、えっちさがパワーアップしたのは、カット先生の絵の影響も大きいです。

　今巻からの新担当さまも、お世話になりました！　ありがとうございます！

　なにより、読者の皆様に最大限の感謝を！

　それではまたお会いできれば嬉しいです。

２０２３年夏　鏡遊
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